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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







一幕

二幕

三幕

四幕

五幕

終幕




　あとがき

























[image: 一幕]




　鳥ちよう界かい山さんの秋は早い。

　夏の神事が終わるとあっという間に朝晩の気温が下がり、昼間でも過ごしやすい涼りよう風ふうが吹ふくようになった。割れんばかりの蟬せみしぐれもいつの間にかわびしさ漂ただよう鈴すず虫むしの音ねにとってかわり、どこからともなく甘い花の香かおりが漂ってくる。

　あおいは濡ぬれ縁えんで伸のびをしながら庭を眺ながめた。冷たい朝の空気が清すが々すがしい。

　こぼれんばかりに桃もも色いろの花をつけた秋しゆう海かい棠どうの愛らしさに思わず微笑ほほえみながら、寝ね間まの布ふ団とんをたたみにかかる。仙せんに仕える獣けもの──獣じゆう精せいたちには自分たちにまかせるように言われているけれど、さすがにこれぐらいは自分でやらないと気が済まない。

　そうしているうちに、あおいの起き床しように気が付いたポ太た郎ろうが水みず桶おけを運んできてくれた。ポ太郎はこの屋や敷しきで働く狸たぬきの獣精だ。今はあおいの世話係として働いてくれている。

「お早うございまス、あおい様」

「おはよう。今日もいい天気になりそうね」

　あいさつを交かわしながらつい頰ほおが緩ゆるむ。

　ポ太郎は早くもすっかり冬支じ度たくを整えて、ふっくらまん丸の冬毛を纏まとっている。そのさまを見た黄鶲きびたきの仙──吉き備びがひそかに『たぬき玉』と呼んでいるのだ。

　たぬき玉……確かに小こ柄がらなポ太郎がせわしく行き来するさまは毛玉が転がっているようにしか見えない。

　あおいがもふっとしたたぬき玉を撫なでくり回したい衝しよう動どうを堪こらえていると、一いち陣じんの強い風が通り抜ぬけた。寝乱れた髪かみがさらに乱される。

　ふと桶をのぞくと飛ばされてきた葉が一枚、水面に浮ういていた。

「……冷た」

　葉を拾おうと指先を水に浸ひたして、あおいは思わずつぶやいた。

　──慌あわただしかった夏は終わったのだと、深くそう実感した。




　あおいがこの屋敷に連れてこられたのは初夏のこと。玉の輿こし話に夢うつつで駕籠かごに乗せられ、たどり着いたのがこの鳥界山だった。

　鳥界山は鳥からなる鳥ちよう仙せんという存在の集つどう仙界。なんでも駆かけ落ちした鳥仙同士から生まれたのがあおいで、『托たく卵らん』という習性によって実の両親ではなく、人の子として育てられていたのだそうだ。

　その時は納なつ得とくする間もなく夏の夜神楽かぐらの舞まい子こまで任された。

　なんとか無事に神楽舞を奉ほう納のうできたのは、連日の猛もう暑しよのなか歌と舞の練習に付き合ってくれた黄き連れん雀じやく仙、連れん雀じやくのおかげだった。彼は多た忙ぼうであるにもかかわらず、あおいにたくさんの指導時間をとってくれたのだ。感謝してもしきれない。

「あっという間の夏だったなぁ……」

　あおいは夏の出来事に思いを馳はせながら、鬢鏡てかがみを取り出して髪を整えた。

　彼の事を思うと、なんだか落ち着かなくなる。そのくせふと気が付くと彼の事ばかり考えている自分がいる。

　話がしたい。笑え顔がおが見たい。少しだけでも側そばにいたい。それがほんの一いつ瞬しゆんでも叶かなえば翼よく変へんしているわけでもないのに体はふわりと軽くなり、逆に叶わなければ元気のすべてが地の底に吸い込まれてゆくような、そんな毎日。

　はあ、と重いため息が漏もれた。

　最近はずっと後者が続いている。吐はいた息すら地面にめり込んでいきそうだった。

　あおいは頰を軽く叩たたいて自分に活を入れてから書案つくえに向かう。ポ太郎が呼びに来るまでは自習の時間だ。

「ええと、鳥界山のはじまりは、天上界に高たか天まが原はら、地上界に中なかつ国くにが生まれたそのずっと後で……」

　書案に積まれた料紙に目を通し、ぱらぱらとめくる。

　神楽舞を無事終えたいま、今度は連雀から鳥仙としての知識を学ぶ毎日を送っている。

　それは天地のはじまりから天つ神々の誕生、国が生まれ、国つ神が生まれ……といった内容で、あおいにとってはとにかく途と方ほうもない。昨日は鳥界山の起源についてを学んだから、そこまでを復習しておきたいところだ。

「字、汚きたない、読みにくいっ……ここなんて書いたっけ……？」

　ぐにゃりと曲がり、妙みように太くなったり細くなったりしている拙つたない字は、非常に残念なことにあおい自身が書いたものだ。

　自分で書いた字が自分で読めないという事態に軽く落ち込みながら、あおいは何とか目を通した。

「……ああ、あとで全部書き直そう……見られるの、恥はずかしいし」

　連雀の話の要所を書きとった紙は座学の最後に全部目を通される。何も言われていないけれど、連雀も絶対読めていないに違ちがいない。羞しゆう恥ち心しんで頭を抱かかえて突つっ伏ぷしたい気分だ。

　字が汚い娘むすめを連雀はどう思うだろうか。

（──字の汚さに呆あきれたから最近冷たい、なんてことはないわよね……？）

　両手の中に顔をうずめようとした時、ポ太郎が食事の用意ができたと呼びにやってきた。

　あおいはもう一度身支度を確かく認にんしてから自室を後にした。







　朝飯の用意がなされた部屋へと入ると、そこは茗みよう荷がの香りに満ちていた。

　連雀は既すでに席に着き、その赤みある灰はい褐かつ色しよくの髪をチャ助すけという狸の獣精に梳すいてもらっているところだった。切れ上がった目は伏ふせがちで、それでもやはり鋭えい利りな印象を与あたえるあたり筋金入りだ。

「おはよう、連雀」

「ああ」

　声を掛かけると一瞬だけ視線があおいに向けられた。

　鋭するどい眼まな差ざしのせいではなく、その素そっ気なさにまるで斬きりつけられたかのように胸が痛む。あおいもすぐに視線を落とし、静かに腰こしを下ろした。

　黙もく々もくと箸はしを進める二人に会話は一いつ切さいない。

　どこか重苦しく張りつめた雰ふん囲い気きに、ポ太郎たち獣精も気配を殺してモコモコと小さくなっていた。

（……今日も変わらず、か）

　思わず漏れそうなため息をご飯と一いつ緒しよにのみ込む。

　字の汚さとともに、最近あおいを悩なやませているのがこれだった。連雀がとにかくよそよそしくなったのだ。必要以上の会話は無く、ほとんどあおいを見ない。話しかけられたくないようなぴりぴりとした空気を纏っている。実際、思い切って明るく声を掛けてもすげない態度で単語が返ってくるだけだった。

　それでもあおいは焼き茄子なすを箸で切りながら、今日も必死に会話の糸口を考える。

（今朝も冷えるわね……は昨日言ったし、茄子って美味おいしいわよね、は一昨日おとといの味み噌そ焼きが出たときに言ったし、えーと、えーと……）

　駄だ目めだ。上手うまい言葉が見つからない。

　冷たい沈ちん黙もくが辛つらい。話がしたい。べつに他愛たわいの無い話でいい。ただ言葉を交わして、少し笑んで──望むのはただそれだけの事なのに、なぜだか上手くいかない。

　あおいは味噌汁を飲み干し、今朝から何度目かの重い息を吐いた。

（どうしてこんなことになったの？）

　連雀と食事をする時間は気分を浮き立たせる楽しいものであったはずなのに。

（わたし何か、連雀が気に入らないことした？）

　わからない。

　きっかけとなるような何かがあった覚えもない。

　神事の夜はふつうだった。むしろ仲良くなれたと……そう思えて嬉うれしかったほどだ。それは思い上がりも甚はなはだしい心得違いだったのだろうか。

　神事の翌日はひどい二日酔よいで寝込む連雀を一日中介かい抱ほうした記き憶おくしかない。連雀も苦しかったせいかあおいを頼たより、態度も冷たくなんてなかった。──浮かれるほどに幸せ気分だったのはこの二日間だけだ。

　浮かれ気分をどん底に叩き落としたのはその次の朝。浮かれ気分のまま笑顔で話しかけると、あからさまな態度で目を逸そらされた。驚おどろいてまじまじと見れば、ついに背を向けられた。それからはもう、奇き妙みようなほど頻ひん繁ぱんに目が合うのに、ひたすら逸らされるという状態だ。会話も座学以外では単語で済まされるようになった。

　胸がぎゅっと締しめ付けられる。

　そんなことないと、ずっと思おうとしてきた。

　仲良くなれたのだから、きっとなにか他ほかに理由があると。あおいを避さけているのではなく、なにか悩みがあるのではないかと。

　けれどやはりどんなに自分に都合よく解かい釈しやくしようとしても、連雀の態度はあきらかにあおいを避けている。さすがにもう認めなくてはならない。

（よ、よし、今日こそ訊きくわ。ちゃんと理由を知らないと、謝ることも直すこともできないんだから！）

　この数日ため込んだ勇気をまとめて振ふり絞しぼる。大だい丈じよう夫ぶ、連雀は目つきが悪い凶きよう悪あく顔のせいで誤解されやすいだけ。自分まで誤解してはいけない。話してみればきっとささいな勘かん違ちがいだったりするものだから……。そう自分を励はげましながら口を開いた。

「あの、連雀」

　気配を殺していたモコモコたぬき玉たちが驚いたようにぶわっと毛を逆立てた。連雀が膳ぜんから視線を上げてあおいを見る。視線は逸らすか逸らすまいかと迷っているように揺ゆれていた。

（……あ、菊きくの花が頰ほおについてる）

　しゃくしゃくと菊のおひたしを咀そ嚼しやくする音が聞こえる。むすっとしたような顔に鮮あざやかな黄色い花びらが二枚もついているのがなんだかおかしくて、可愛かわいらしく思えた。

　思わずくすりと笑むと、連雀は驚いたようにあおいの顔を凝ぎよう視しして固まった。

「頰についてるわ」

　指し摘てきすると連雀本人よりも手早くチャ助が手しゆ巾きんでそれを拭ぬぐう。なんだか緊きん張ちようがほぐれ、凝こり固まっていた自分の表情が和やわらぐのがわかった。

「菊のおひたしって美味しいわよね。じゃなくて、不ぶ躾しつけなことを訊くようだけど、あの、わたし何か連雀に悪いことした？　最近なんだかわたしに対して……変、よね」

　がたた、と膳が揺れた。

　なんだろうその反応は、と思いながら言葉を待っていると、連雀の顔色は一気に青ざめ、そして一気に赤くなった。目つきはみるみる吊つり上がり、物もの凄すごい形相に変わる。

　和なごやかになりかけていたあおいの心は瞬しゆん時じに凍こおりついた。身がすくんでいる間に連雀は立ち上がり、膳に蹴け躓つまずいてよろめきながら席を後にした。

　あおいは呆ぼう然ぜんとした。今の態度はどう見ても、話しかけられるのを厭いとって退室したようにしか見えない気がした。

　無意識のうちにあおいは干ひ菓が子しを口に含ふくんだ。

　甘いはずのそれはしかし、まったく味を感じなかった。
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　午前の座学をここ数日で一番の重苦しい空気のまま終え、あおいは自室に戻もどると現実から逃とう避ひするかのように、ひたすら今まで書き溜ためた書を清書した。

　きれいな字を心掛けて時間をかけて丁てい寧ねいに。雑念を捨てる写しや経きようのごとく心を無にして頑がん張ばったら、あおいにしてはまあまあ満足いく仕上がりになった。読める。

　それを抱え、今度は書林を目指す。一冊の本とするのに丁度良い量になったので、区切り良いところで綴とじてもらうのだ。……ぼうっとしていたら思案の深く暗い泥どろ沼ぬまの中に落ちていってしまいそうだから、とにかく動いていたい。

「あおい、どこへ行くのです？」

　すっかり歩きなれた大路を下っていると、町屋にさしかかる手前で声を掛けられた。鋭利な雰囲気の連雀とは対照的に、ほんわかと温かい空気を纏まとった仙せん、吉備だ。

「こんにちは。ちょっと書林へ」

　抱えていた料紙の束を見せる。さすがに字が書いてある部分は恥ずかしくて見せられないので、すぐに胸に抱え込んで隠かくす。

「おや、座学が始まってまだ幾いく日にちも経たたない気がしたのですが、もうそんな量になりましたか。やはり行くのは『どんぐり堂』？」

「はい。いまなら親切に無料で綴じてくれるとポ太郎から聞いて」

「親切というか、秋だからですよ」

　吉備は穏おだやかな笑えみを見せる。

「ではわたしもご一緒していいですか？　場所はわかります？」

「はい、ちゃんと聞いてきた……つもりです」

　並んで歩き始めた吉備をそっと見上げる。彼に連雀とのことを相談できないだろうかという考えが浮うかんだ。それとも本人から聞かずに友人から訊き出そうなんて狡ずるい考えだろうか。

　そんなことを悩んでいると、よほど難しい顔をしていたのか、「なにか？」と吉備が心配げに首を傾かたむけた。あおいは意を決して口を開いた。

「わたし最近その、なにか連雀を怒おこらせてしまってるんです。避けられていて、でも考えたんですけど心当たりがなくて」

「連雀が怒っている？　あおいに？」

　意外なことを聞いたというような顔だった。それから一瞬空を仰あおぎ見て、扇せん子すを広げてぱたぱたと扇あおぎ始める。

　あおいに視線を戻した時には、どこか疲つかれ切った表情にも見えた。

「──もうどうしようもない男ですね。あおいは気にせず座学に励んでください。本当になにも気にせずに」

　物凄く気になる言い方だった。詳くわしく尋たずねようと口を開きかけ、結局吉備の笑顔にそれを遮さえぎられた。全開の笑顔だ。つられて微笑ほほえむと、その隙すきをついて「知っていますか」と新たな話題を振ってくる。

「鳥界山には書林が二店あるのですよ」

「知りませんでした。『どんぐり堂』も初めてなんです」

　力ちから業わざで話を変えられた。けれど吉備がしたくない話題なら蒸むし返すべきではないとも思う。

　わずかなもやもやを抱かかえながら、あおいは吉備が指した表おもて店だなの一角へと目を向けた。

「手広くやっているのが西側の、ほらあそこです、『源みなもと堂』。三軒げん並んでいますがすべて雉きじ仙吉きち次じの店です。吉次は暦こよみの作成、鳥界山の史書づくりを任された仙で、趣しゆ味みで本の製版から製本、販はん売ばいまで商あきなっているのです。無類の本好き男なのですよ。ただ扱あつかっているのが漢かん籍せきや物もの之の本ほんなどになるので面おも白しろみが少なくてちょっとお高いです」

　瓦かわら葺ぶき二階建ての立派な店構え。看板の文字も品ある達筆だ。風通し良く外に出された棚たなで本を眺ながめている仙もいかにも知識溢あふれる雰ふん囲い気きで、あおいのように無学な貧びん乏ぼう人には縁えんの無さそうな店だ。近寄りがたい。

「雉仙の吉次さんなら何度か会ったことがあります。夏の神楽かぐらのとき、鳥ちよう変へんして清めの紙を撒まく仙の中にいたので」

　神楽の後、一言二言会話をした記憶もある。お互たがいに自己紹しよう介かいをして、「本は好きですか？」と訊かれた気がする。あおいは最低限の読み書きはできるけれど、さすがに本など読んだことがないので返事に困るしかなかった。少し気弱そうな青年だった。

「あー、彼に話しかけられたら本の話をしてはいけませんよ。長くなりますから。そのうえまかり間ま違ちがって本が好きですなんて答えようものならもう大変です。大荷物を抱えて押しかけてきますから」

「荷物？　お薦すすめの本ですか？」

「いえ。引っ越こし荷物です。押しかけ女によう房ぼうならぬ押しかけ亭てい主しゆです。どうです、迷めい惑わくでしょう」

「そ、それは迷惑という段階を超こえてる気がしますけど」

　迷惑と言いながら吉備は少し楽しげな顔だ。あおいは居い候そうろうさせてもらっている連雀の屋や敷しきに押しかけ亭主がやってくる様子を想像して顔を引きつらせた。読書するような余よ裕ゆうのない育ちで良かった。

「さあ、あおい。この木戸の奥です」

　通り過ぎそうになったあおいの手を取り、吉備は木戸をくぐって裏路に入る。

　並んだ狭せまい裏うら店だなの中に『どんぐり堂』はあった。

「こちらは大衆的な草紙ものを扱っているので娯ご楽らくで読むにはちょうどいいですよ。栗鼠りすの獣じゆう精せいの店です」

『どんぐり堂』は店構えで言えば、雉仙の『源堂』にはあきらかに見み劣おとる。けれど、鹿しかや熊くま、兎うさぎの獣精たちががやがやと世間話を交えながら楽しげに本を選えらぶにぎやかな店だった。あおいにとっては入り易やすくて安心する。

「いらっしゃいまし！」

　背せ丈たけが幼児ほどある栗鼠の獣精が、舌足らずな口調であおいたちを迎むかえた。近ごろの獣精は誰だれもかれも冬毛に変わりかけなのでモコモコとしていて愛らしい。

「こんにちは。書を綴じてもらいたいんですが」

「へえ、それでしたらお時間いただきます。いまお二人とも塞ふさがっておりますので」

　言って、栗鼠は小さな手で店の奥を指した。所狭しと本を並べた店の奥、置かれた長持の上に青年くらいの仙が二人腰こしを掛かけている。髪かみ色は一人が赤茶、もう一人が灰色と異なるけれど、目元などの顔つきがどことなく似ている気がした。

「ええと、栗鼠さんの店ですよね？」

　あおいは困こん惑わくして吉備を見上げた。二人の仙は太針を手にして一心不乱に書を縫ぬい綴じている。編へん綴てい作業を鳥ちよう仙せんがやっているのだ。獣精の店で鳥仙が働いているのだろうか。

　しかもその二人、涎よだれを垂らしそうなほどに恍こう惚こつとした表情で作業をしているからちょっと怖こわい。物凄く自分の世界に入り込んでいる感じだ。

「あれは赤あか百舌もずと稚ち児ご百舌もずです。百舌仙たちは秋になるといつもああなのですよ。さすがに『はやにえ』はしないのですが、どうにも針のように尖とがったものを何かに刺さしたくてしょうがないのです。なので秋の間だけ、この店を借りて編綴を無料で請うけているのですよ」

「はやにえ……。ああだから〝秋だから〟なんですね」

　秋になると特に百舌は尖った枝などに餌えさを突つき刺す『はやにえ』をする。その習性が色いろ濃こく残っているのだろう。

「この時季、百舌仙の三人はわたしの店の常連でもあるのですよ。食事も串くしものばかりになるそうです」

　にこにこと朗ほがらかに言う吉備に、あおいは少し引きつり気味の笑顔を返した。吉備のヤキイモ屋は芋いもでなく串に刺したイモ……いや、とあおいは思い出すのを放ほう棄きした。強ごう引いんに意識を切り替かえる。

「そういえば、神楽の囃はや子し方かたで笛を吹ふいてたのも確か……」

「百舌仙。俺だな」

　とん、と急に頭に手をのせられて、あおいは驚おどろいて振ふり返った。

　立っていたのはがっちりとした体格の男仙で、いま江え戸どで人気の歌か舞ぶ伎き役者にも似た男前な風ふう貌ぼう。薄うす茶ちや色いろをした長い髪は遠くからでも目立つ変わった結ゆい型をしている。──彼がまさに今話にあった、篠しの笛ぶえを担当していた百舌の仙だった。

「桃もも治じ！　びっくりしたー」

「ん、この字お前が書いたのか？」

　いつの間にか書束が百舌仙桃治の手の中にあって、あおいはあわてて取り返した。自信のない字を急に見られたことが恥はずかしい。

　桃治はけろっとした顔で「ほら」と手を出した。綴じてやるから寄越せと言いたいらしい。

「ま、手習いが必要だがな。ぴよならこんなもんだろうよ」

「ちょっと、ぴよはやめてって言ってるじゃない」

　桃治は出会った初日に変なあだ名で呼び始めて、抗こう議ぎしても一向に止やめてくれない。おかげで神楽の囃子方ではすっかり『ぴよ』呼びが定着してしまっていた。親しみがあっていいと彼らは言うけれど、いかにも未熟な雛ひならしい響ひびきがあおいは気に入らない。

「女性に変なあだ名をつけるのは感心しませんねえ」
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　吉備の加勢を得てあおいが抗議をたたみかけようとしたところで、桃治はあおいの手からさっと書束を取り上げ吉備を一いち瞥べつした。

「ああ？　お前だって福ふく乃ののことゴロちゃんって呼んでるだろうが。すげえ嫌いやがってるぜあいつ」

「ご、ゴロちゃん……」

　福乃と言えば以前あおいと一ひと悶もん着ちやくあった梟ふくろう仙せんだ。憎にく々にくしげにあおいを睨にらんだ猛もう禽きんの瞳ひとみは忘れもしない。気位高く気き丈じようそうな彼女を『ゴロちゃん』呼ばわりするとは……。

「梟は『五ゴ郎ロ助スケ奉ホー公コー』と鳴くのです。どう考えてもゴロちゃんでしょうに。嫌がられる理由がありません」

〝わかりません〟ではなく〝ありません〟と言い、まったく悪びれる様子もなく吉備は笑えむ。最近この朗らかな笑顔がけっこう曲くせ者ものだとあおいにも少し分かってきた。

「でも桃治、わたしはぴよなんて鳴かな……って、もう聞いてないし！」

　桃治はすでに針を取り出して書を束ね始めていた。どこか荒あら々あらしいつくりの顔もうっすら上気していて物もの凄すごく嬉うれしそうだ。

「そういえばきみ、最近瑠る璃り姫ひめの屋敷によく出入りしているのだとか。珍めずらしいじゃないですか。どういう風の吹き回しです？」

　手近にあった本にぱらぱらと目を通しながら吉備が尋たずねた。答えるときも桃治は針から一いつ切さい目を動かさない。

「邪じや魔ますんなよ。働いてるにきまってんだろ」

「瑠璃姫様のお屋敷で？」

　神楽かぐらの囃子方の他ほかにさらに屋敷勤づとめの仕事まであるのかと驚くと、桃治が呆あきれたような視線をあおいに向けた。

「俺は仕事替がえの希望出して屋敷衆に入れてもらってんだ。仙に仕事を割り振れるのは姫ひめだけだからな。仕事替えを希望するやつは屋敷で働きながら姫に認めてもらえるのを待つんだ。俺は笛でなく神かん衣みそ……って天上界に納める衣ころものことな──の仕立てをやりてえ」

　それほど針が使いたくてしょうがないのだろうかと、しゃべりながらも針を動かす手を一切止めない桃治を見ながら、百舌仙の習性は面おも白しろいとあおいは思った。

「本当ならお前も働くはずだったんだぜ？」

　桃治が嬉き々きとして縫い物をしている姿を想像していたあおいは、予想外の言葉にきょとんとしてしまう。桃治はため息を落とした。

「やっぱ聞かされてねえのか。──ふつうな、新たな雛が誕生すると仙気が満ちるまで瑠璃姫が屋敷の最奥で育てるもんなんだ。そのあとは仙として成熟するまで瑠璃姫の屋敷衆に交ざって働きながら、仙気を操あやつる修練を受ける。まあ主に翼よく変へんだな。飛べるようになったら仙貨だ。屋敷を購あがなえるだけの仙貨を出せるようになって初めて独立。仕事をもらうのはそのあとだ」

「そうなの？　でも」

　初めて聞く話だ。あおいは鳥界山に到とう着ちやく直後から連雀の屋敷で世話になり、夏の夜神楽の舞まい子こを任された。

　困惑して吉備を見れば、いつもの扇せん子す……ではなくどこから取り出したのか鉄扇で口元を隠かくしながら桃治を軽く睨んでいた。なんだか鬱うつ陶とうしげな舌打ちまで聞こえた気がしたけれど……いやきっと空耳に違ちがいない。

「お前の場合は例外措そ置ちってやつだ。夜神楽に出すことが先決だってことになったらしいぜ。そういうのすっ飛ばして神事を担になわせると」

「どうして」

「舞子の津つ久く見みに仙気の陰かげりが見え始めてたからな。もともと仙気が弱いもんが更さらに酷ひでえ。そこへ僥ぎよう倖こうのようにお前の帰き還かんってんでそうなったらしい。仙気の揺ゆらぎが激しいのは似たり寄ったりだが、いつ逃にげるかわかんねえ津久見よりも、新たな雛にやらせた方が確実だってこったろ。お前との合同練習が始まる前の日に、連雀のやつが決して騒さわぎ立てるなとかガンつけに……じゃなくてなんだ、説明に来たぜ」

「桃治、いい加減になさい。きみは書でなく自分の口でも縫ってればよろしい」

　吉備のいつになく冷たい声が聞こえたけれど、あおいはそれどころではなかった。例外措置という言葉が耳にべとつき、冷たい澱おりのように胸に垂れてくる。

（知らなかった……。本当はもっと鳥仙としての修練を受けてからお仕事をもらうんだ）

　神事のためなのだから仕方なかったとはいえ、これでは福乃の怒いかりを買って当然だったのではないかと思う。例外措置とは言葉を換えれば詰つまるところ特別扱あつかいだ。

　通常の段階を経て舞子に選ばれることを待ち望んでいた彼女からすれば、正当な手順をなに一つ踏ふんでいない、しかも完全に未熟なあおいが特別扱いでその座についたのだから納なつ得とくいかなかったに違いない。自分が逆の立場だったとしてもきっとそう思うだろう。

「ほらよ」

　ぼうっとしていたら書束で頭をぽんと叩たたかれた。もう綴とじるのが終わったらしい。

「ありがとう」

「んな顔すんな。別に責めてるわけじゃねえ。ただなんも知らされてねえんだなって呆れただけだ。いつまでも調子よく利用されてんじゃねえぞ」

「この時季の百舌もずはけたたましくて困ります。さっさとお去りなさい」

「あいあい。嫌がらせにイモ屋閉められても困るからな」

　桃治は今度は大きな手のひらであおいの頭をぺこぺこと叩いてから手を振った。

「じゃあな、ぴよ。禾のぎ火か祭さいではみんなお前の翼変楽しみにしてるぜ！」

「禾火祭……翼変？　え、ちょっとまって！　桃治！」

　桃治は店たなの奥に入ると栗鼠りすから次の書束を受け取りうっとりと恍こう惚こつの表情だ。完全にもう聞いていない。

　あおいは啞あ然ぜんとした。

（禾火祭って次の神事？　翼変を楽しみにしてるって何？　…………なにも、聞かされてないけど……）

　立ち尽つくすあおいの横で、小さく吉備の舌打ちが響ひびいた。
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　禾火祭、それは秋の神事の一つ。十月の満月の日に執とり行われる鎮ちん魂こんの儀ぎだという。

　四季の巡めぐりの中でも夏の死者は多い。濁だく流りゆうに流され、土ど砂しやに埋うまり、猛もう暑しよに焼かれ、渇かわき、飢うえている荒あらぶる魂たましいを鎮しずめるための儀式であり、同時に月つく読よみの命みことを祭る神事でもあるのだという。

「──その禾火祭では山頂上空で夕ゆう陽ひを背にして舞う。だから舞子も囃はや子し方かたも誰だれもかれもが翼変しなければならない……そうなのね？」

　夕飯の席。無言で箸はしを進める連雀に、あおいは禾火祭の話を切り出した。

　連雀はわずかに目を瞠みはり、それから瞑めい目もくすると「吉備か」と呟つぶやいた。あおいは曖あい昧まいに頷うなずいておく。禾火祭の内容を教えてくれたのは吉備だが、これだけを訊きき出すにもとにかく口が重かった。きっと桃治の事がなかったなら一切話す気が無かったのだろう。まさにしぶしぶといった様子だった。

「本当は帰ってきてすぐにこの話がしたかったの。でもそんな暇ひま、連雀には無さそうだったから。──禾火祭の手配に忙いそがしいんでしょう？」

　考えてみたら連雀は夏の神楽以降もずっと仕事が続いていたように思う。以前ほどの多た忙ぼうぶりではなかったし、会話が減って顔を合わせる時間も減っていたから、まさかそれが次の神事の準備や采さい配はいについてなのだとは思いもしなかった。

　一人だけ暢のん気きに構えていたことに嫌いや気けがさす。

「わたし禾火祭について全然知らなかった。来月にあるってことも、翼変しないといけないってことも。どうして？　勉強ももちろん大事だけど、時間がないじゃない。夜神楽のときよりも切羽詰まってるのに練習は……」

「今回は無理を押す必要はない」

「無理って」

　食後の茶を飲み干して、連雀は何か後ろめたそうにその目を逸そらした。

「禾火祭は夜神楽ではない。舞子も限定されないから、代わりをやれる者がいる。補欠の者に任せてあおいは今回休んでいればいい」

「それは、安心だけど！　でも初めからなんの努力もしないなんて。たとえ間に合わなくても練習はしたい。せめて翼変はできるようになりたいわ！」

「……翼変？」

「そうよ！」

　あおいは頷いてから、連雀がどこか苦しげに瞳を揺らしていることに気が付いた。

　苛いら立だっているかのような、迷っているかのような、それでいてなにか切実な思いを抱かかえているかのようにも見える複雑な色だった。

「飛んで、どこへ行くという？」

　絞しぼり出すような声に、あおいは戸と惑まどった。飛べたら、もちろん禾火祭に出たい。今そういう話をしているはずだと思った。

「そんなに早く翼変したいか。さっさと巣立ちを済ませたいのか。それほどこの屋や敷しきにはいられないと？」

「なにをいってるの？　話がよくわからないわ」

　連雀は背を向けた。それは拒きよ絶ぜつの背中に思えた。

「飛ぼうなど、急ぐな。いつまでもこの屋敷で暮らしていればいい」

「なにいってるの？　そんなの嫌に決まってるじゃない！」

　居い候そうろうなどどう考えても厄やつ介かい者だ。連雀に迷めい惑わくだとわかっているのに、そんな立場にいつまでも甘んじていられるわけがない。

　だが、あおいがきっぱりと否定すると、連雀はびくりと肩かたを揺らした。

「そんなに……出て行きたいのか？」

「もちろんよ！」

「……薄はく情じよう者め」

「え？」

　あおいは何かを問い返そうとして口を開いたけれど、その前に連雀が勢いよく歩き出す。

「では、勝手にすればいい！」

　去り際ぎわにそう言い捨てて、おどおど慌あわてふためくたぬき玉を引き連れて退室していった。







「喧けん嘩か、しちゃった……」

　あおいは布ふ団とんに入ってもまんじりともせず、真っ暗な天てん井じようを眺ながめていた。

　庭から響く鈴すず虫むしの澄すんだ音は今は酷く物悲しい。耳をふさいでしまいたい。

「────無理、か……」

　連雀の言葉。思い出すと胸がずきりと痛む。

「わたし、なんて言われたかったんだろう」

　傷付いていると自分でわかる。欲しかった言葉をもらえなかったからだ。

　そして欲しかった言葉もやはりわかっている。「頑がん張ばれ」や「頑張ろう」といった励はげましの言葉だ。

　無理の一言で切り捨てるのではなく、頑張る機会を与あたえてほしかった。要するに、できると煽おだてて見守って欲しかったということだ。なんて子どもじみた感情だろう。これでは連雀を怒おこらせて当然だ。

「わかってるはずなのに。禾火祭ではちゃんと翼よく変へんできる舞まい子こが参加しないといけないってことくらい」

　神事なのだから失敗は許されない。夏の神楽かぐらが地上界に影えい響きようを与えるように、禾火祭も形式だけの祭りというわけではないだろう。あおいが下手へたに参加をして台無しにするわけにはいかない。代わりの者がいるのなら、そのひとに任せた方がいい。

　当然だ。きちんとわかっている──けれど。

「このまま、何もしないでのんびり過ごすの……？」

　楽しみにしているとも言われたのに。

　夏の神楽を認めてくれ、少しでも次を期待してくれている人がいるのに、禾火祭が終わるまでただ無む駄だに時間を潰つぶして過ごすのだろうか。そんなのは嫌だ、と強く思った。

　なんとかして、今からでも補欠として交ざれないだろうか。いや、それ以前に翼変できることが禾火祭の舞子としての大前提なのだ。まず翼変を練習しなければならない。

（でも、連雀には頼たのめない）

　喧嘩したからではない。あおいが禾火祭への練習に励むということは、連雀に時間をわざわざ浪ろう費ひさせることに他ほかならないからだ。夏の間、あおいの練習につきっきりだった連雀は多忙すぎて食が細くなっていた。同じことを繰くり返したくない。

（いつまでも迷惑をかけたりしない。すぐ仙せんらしいことができるようになる。頑張る。自分でそう誓ちかったわ）

　神楽を舞った夜、まだ居候していていいと言う連雀に自分からそう口にした。

　何度かその言葉を頭の中で繰り返し、よしと唇くちびるを引き結ぶ。

「有言実行！　今がその頑張り時じゃない」

　決意を胸にあおいは目を閉じた。
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「ここが、瑠璃姫様のお屋敷だったのね……」

　禾火祭の事を知った日から四日後。

　あおいは風ふ呂ろ敷しき包みを手に提さげ、立派な四よつ脚あし門の前に立っていた。

　夜神楽を舞った神域へと上がる石段の手前にある、ひときわ大きなお屋敷だ。今まで何度も前を通ったけれど、まさかここが瑠璃姫の屋敷だとは思いもしなかった。

　門には首を反らして天に何かを叫さけんでいるような格好で、雌めす雉きじの役やく瓦がわらがのっている。これがあるからてっきり雉仙の屋敷なのだと思っていたけれど、どうやら鳥界山の始祖である雉神鳴なき女めに因ちなんだものだったらしい。門を守護しているのは立派な角を持った白い鹿しかの獣じゆう精せいだ。

「ぴよ、こっちだ」

　口をあんぐり開けて門を見上げていると、離はなれたところから桃治に手招きされる。ついじっくり眺めてしまったが、客では無いので表門は使えない。あわてて桃治のいる裏門へと移動した。こちらにも地味ながら雉神の意い匠しようがあしらわれている。

「ほんとにいいのかよ？」

「いいわというよりお願いしますって言う方だわ」

「何回も言うようだが屋敷衆に入るってことは、要するに使用人だぞ。世話をする獣精もいないどころか世話する側だ」

　あおいは頷うなずいた。あおいにとってはそれが普ふ通つうのことだ。

「しかも翼変の練習が目的だろうと、瑠璃姫の勘かん気きに触ふれるようなことが万一にでもあれば、職自体を取り上げられることだってある。まさかないとは思うが、用心しろよ」

「なにがあろうと覚かく悟ごの上よ。話を通してくれて有り難がとう」

　あおいが礼を言うと、桃治は後こう悔かいをにじませた苦い顔を見せた。

「屋敷衆のことを話したのは俺だがな、俺は別に、ぴよを中に送り込もうと思ってたわけじゃねえんだ。例外扱あつかいになったことを責めたわけでもねえ」

「わかってる」

　桃治の袖そでを引き、門をくぐろうと促うながした。

「わたし、早く一人前になりたいの。できれば禾火祭までに。できれば今すぐにでも。屋敷衆とか修練の事を教えてくれて感謝してる。こうして話を通してくれたことにも」

「翼変もできねえってのには驚おどろいたがな、正直、仙気の修練はお前の身元引き受けてる野や郎ろうに頼めばよかったんじゃねえかと思うぜ。この中で受ける修練は最悪だ」

「連雀には夏の神楽の時に十分すぎるほどお世話になったから、これ以上迷惑をかけたくないの。それにふつうなら瑠璃姫の屋敷で修練を受けるものなんでしょう？　もう特別扱いだった夏は終わったんだもの、わたしだってみんなと同じ道を通るべきだわ」

「仙気の修練は、あれは地じ獄ごくだ。黄泉よみの汚お泥でいをのたうち回る心地ここちがする」

　あおいは生なま唾つばを飲み下しつつ、「行くわ」と口にした。

　門では厳おごそかな面おも持もちの白しろ鹿じかに持ち物の検あらためを受ける。帳面での名と特とく徴ちようの確かく認にんを経てから門をくぐった。

「さすが広いわ！」

　中へと入って第一声、あおいは驚きよう嘆たんの声を上げた。

「あれ、でもなんだか広すぎ？」

　敷地内は外から見たよりもずっと広く、違い和わ感かんを覚えるほどだった。

　屋敷の左手には杉すぎ林ばやしの急斜があるはずなのに、漆しつ喰くいの塀へいの向こうには木の影かげすら見えない。屋敷背後に迫せまるはずの山やま肌はだもいったいどこにあるのやら、ただ青い空が四方に広がっているだけだった。

　あおいが不安げにきょろきょろしていると、桃治に頭をぺこぺこと叩たたかれた。

「瑠璃姫の屋敷は鳥界山であって鳥界山じゃねえ。仙界と天上界との境界といわれてる。広いから迷うなよ」

　照葉の美しい榊さかきの生け垣がきがつづく。敷き詰つめられているのは小こ粒つぶの真っ白な玉たま砂じや利りだ。

　今朝は一番の冷え込みだったせいで、あたりはしっとりと朝あさ露つゆでぬれていた。

　空気もまだ冷たい湿しつ気けを帯びているなか、井い戸ど端ばたではうっすら汗あせをかきながら水を汲くんでいる鳥ちよう仙せんたちの姿がある。襷たすき掛がけしたその装よそおいは、ふだん見かける鳥仙たちよりもずっと質素だ。

「悪いが屋や敷しき衆に入った以上、ここではただの使用人だ。出入りに玄げん関かんは使えねえ。こっちの台所からになる」

「知ってる。わたし鳥界山に来る前は正しよう真しん正しよう銘めいの下働きだったのよ」

　まだたったの数月前のことだというのに、なぜだか随ずい分ぶんと感かん慨がい深い。これからまた働くのだと思うと気力が漲みなぎってくる。貧びん乏ぼうは辛つらかったけれど、決して働くことが嫌きらいではなかったのだと思えて、それがなんだか少し誇ほこらしかった。

　弾はずんだ表情のあおいとは対照的に、桃治は怪け訝げんな顔を見せた。

「神に仕えし鳥仙ともあろうものが下働きだあ？　おいおい、克かつ倉くらの野郎は何考えてたんだ？」

「克倉？」

「お前の親父おやじ！」

「ああ、だって托たく卵らんされたみたいだから」

　その辺の事情をあおいは詳くわしく知らない。実の父である郭かつ公こう仙の名前も今初めて耳にした気がする。托卵された辺りの事情については連雀もよくは知らないみたいだった。

「いやそれにしたってだな、托し先ってのを見る目がなさすぎんだろ。なんだよ下働きって、かわいそうじゃねえか」

「かわいそうって、江戸では普通の方だと思うけど。それに奉ほう公こうは住み込みだから、食と住は保証されていたのよ」

　なにより、父が生きていた頃ころは十分な生活ができていたのだから、郭公仙だってわざとそういう境きよう遇ぐうを選んだわけではないだろう。

　しかし桃治にとっては衝しよう撃げき的だったようで、瞬まばたきも忘れて口をぽかんと開けた。

「奉公……食と住は保証って、なんだその底辺の満足は」

　本気で同情している様子の桃治にあおいは苦く笑しようを返した。

　下働きの頃、あおいの給金は一年で約一両。二、三人家族の一ひと月つきの生活費とされる金額が年収だった。一日二食の保証されたあおいより苦しかったのは、あおいの給金に頼たよっていた母と弟に違ちがいない。

　そしてそんな生活をしていたのはあおいたち家族ばかりではないのだ。豊かな生活を羨うらやめば上を見上げるばかりだが、貧しさだって底無しなのが地上界だ。実際あおいにしても家族にしても、本当の底辺にはほど遠い。自らの仙せん気きで商品を購あがなえる仙の生活からはきっと想像も及およばないだろう。

　地上界では渇かわいて死に、飢うえて死に、暑気に焼かれ、凍こごえて死ぬものなど数えきれない。

　だからこそ、鎮ちん魂こんの神事だという今度の禾火祭は素す晴ばらしいものだと強い実感がある。できれば小さな役どころでもいいから携たずさわりたかった。

（そのためには、まず翼よく変へんをできるようにならないと！）

　心の中で決意を新たにしていると、桃治にいつものごとく頭を叩かれた。今度はぺこぺこな叩き方ではなく、ぽすっと包むような温かい叩き方だ。

「ぴよ、お前せっかく底辺から抜ぬけ出してきたのに、また下働き生活なんてなんですんだよ」

　底辺じゃないし、というつっ込みをあおいは飲みこんだ。地上界の貧困事情をこんこんと説明しても仕方がない。

「連雀の屋敷にいればそれは良い生活ができるし、だらけ放題の贅ぜい沢たくし放題よ。でも居い候そうろうなの。自分の仙貨で得たものなんかなに一つなくて、ぜんぶ連雀に依い存そんしてるわ。要するに迷めい惑わくをかけてるって事よ。いい気分じゃいられないわ」

「そうかあ？」

「そうなの。身の置き所の無い贅沢より、気持ちが納なつ得とくいく下働きの方がずっといいでしょ」

　大きく開け放たれた戸口から台所の土間に入ると、そこでは四人の女によ仙せんが慌あわただしく朝飯の支し度たくをしているところだった。

　屋敷衆としてのあおいの役どころは雑ざつ役えき女中だという。台所の手伝いや屋敷内の掃そう除じなどが仕事だから、まさにここが働き場所の一つとなるのだ。

　声をかける隙すきを狙ねらって待っていた桃治は、体格のいい女仙に邪じや魔まだとばかりに尻しりでどんと突き飛ばされてよろめいた。

「桃治、庭にわ頭がしらが呼んでたよ、さっさと行きな！」

　庖ほう丁ちようを片手に腰こしに手を当てた女仙は、真っ白な髪かみを持つ迫はく力りよく美人だった。さらさらの白い髪は顎あごあたりで短く揃そろえられている。彼女が台所を仕切っているようだった。

　桃治は顔を顰しかめながらも、あおいを引いて女仙の前に立たせてくれた。

「それよりまずはこっちだろ。話してたぴよだ。まだ雛ひなだから、夜は仙気の修練に出してやってくれ。面めん倒どう宜よろしく頼たのんだぞ」

　頑がん張ばれよ、と桃治に背を叩かれた。あおいは頭を下げる。

「あおいです。よろしくお願いします！」

「あんたがぴよかい。あたしは鶚みさご仙の壬み佐さ々ざ。女中頭兼けん台所番さ。それじゃあさっさと働いてもらおうかね、竈かまどの番から教えてやろう」

「それならできます！」

　荷の入った風ふ呂ろ敷しき包みを土間の端はじっこに放ほうり、あおいは手早く襷たすきをかけた。

　竈の前にいた仙から火ひ吹ふき竹を受け取る。竈は全部で六口。そのうちの二つで米を炊たき、あと二つに鍋なべがのっていた。一番端の羽は釜がまからは湯気が立ち始めている。米が釜の中で踊おどり始めている頃合いだ。薪たきぎをくべて火を強くする。

「それは姫ひめ様の白米だよ！　上手うまく炊けなかったら即そつ刻こく台所から雪せつ隠ちん係に追い出すからね！」

「はい！」

　返事をしながらも、今度は隣となりの大きな羽釜から目が離はなせない。湯気が盛大に上がっている。吹きこぼれないように少し火を落とさなくてはならない。

「そっちは俺ら屋敷衆用のめしだ。香こうばしいおこげ頼むな、ぴよ」

「わかった。紹しよう介かいしてくれてありがとう！　桃治も仕事がんばってね！」

　履はき物を脱ぬいで奥へと上がってゆく桃治に手を振ふる。その指先にはもう煤すすがついて真っ黒くなっていた。なんだかそれが懐なつかしくさえ思えて、笑えみが浮うかぶ。

　桃治が「不敵だな」と口の動きだけで言って破顔した。







　目の回るような忙いそがしさで瑠璃姫の食事を仕上げ配はい膳ぜん女中たちに渡わたすと、今度は屋敷衆の食事が始まる。あおいはその間つぎつぎと出てくる食器を洗う役を命じられた。

　井い戸どで水を汲んで流し場の盥たらいにためているうちに、お腹なかを空すかせた屋敷衆たちが集まり始め、それぞれがかき込むように急いで食事を済ませてゆく。瞬またたく間にお碗わんの山が出来上がった。

「ごちそうさま」

　素っ気ない声とともにお碗が盥に雑な仕草で投げ込まれ、跳はねた水が目にかかる。思わずあおいは相手を振り返った。

「お碗が欠けたらもったいないから投げないで……あ」

　目が合うと、相手もあおいを見て動きを止めた。茶ちや斑まだらの髪、大きな黒い瞳ひとみ。細い輪りん郭かくに縁ふちどられた気位の高そうな目鼻立ち。ゴロちゃんと言いかけて慌てて吞のみ込む。

「福乃」

「あんたに名前を呼ばれる筋合いはないよ！」

　福乃は忌いま忌ましそうに眉まゆをひそめてから、思いついたように口くち端はしを上げた。

「なあに、いまさら屋敷衆？　連雀に追い出されたってわけ。ふん、いい気味だね。思い知ったろう？」

　福乃はそっとあおいの耳元に唇くちびるを寄せる。

「──あんたは別に、特別でもなんでもなかったんだ」

「私語はいいから、早く仕事に行ったらどう？」

　あおいが食器を濯ゆすぎながら何でもない顔と口調で返すと、福乃は鼻白んだようだった。

「ほんと、どうしようもなく生意気な小こ娘むすめだね！」

　只ただ人びとのくせに、と以前と変わらない悪態をつき、見せつけるように翼変をすると福乃は飛び去っていった。

　その間もつぎつぎと洗い物が出されてくる。あおいはひたすら手を動かしながら、密ひそかに唇を嚙かんだ。

「しっかりしなきゃ」

　正直を言えば、言い返したかった。

　追い出されたんじゃない、修練を受けるために出てきたのだと、福乃の言葉を否定してやりたかった。むきになって否定してやりたくなるほどに、彼女の言葉は深くあおいの心に突き刺ささったのだ。

　──わたしは別に、連雀にとって特別でもなんでもなかった……。

　もしかして特別なのだろうかと勘かん違ちがいしそうだった瞬しゆん間かんが、夏のあいだ何度かあった。特にあの神事の夜、あおいは馬ば鹿かみたいに舞まい上がってしまったのだ。

（──でも。全部わたしの自意識過か剰じような心得違いだったんだわ……）

　もしかしたら連雀は、あおいが心得違いをしていることに気が付いたのかもしれない。だから誤解を解くために、急にあおいを避さけるようになったのかも……？　そう思うと、否定したい感情が湧わきあがるのに、しっくりと胸に落ちた。納得がいく気がするのだ。

　それなのに、急に心臓が重みを増したような錯さつ覚かくに陥おちいるのはなぜなのだろう。

　どんどん重くなって、体を突き抜けて地面に潜もぐっていってしまいそうだ。

　暗くなってしまいそうな心を振り切るように、あおいは全力で食器をふき取り始める。

　仕事というのは良い。こういう時に実感する。手や体をせわしなく動かしていると、落ち込みかけた気持ちに活が入る気がした。

（わたしは連雀が好き。だけど連雀がわたしを好きかどうかで一いつ喜き一いち憂ゆうしてる場合じゃないわ）

　恋こいにばかりかまけてなんかいられない。もう連雀に迷惑をかけないと誓ちかった。迷惑をかけないための第一歩が、立派な一人前の鳥ちよう仙せんとなって自立することなのだ。

（今わたしがやるべきは、屋や敷しき衆として頑張ること。ここで仙気の修練を受けて翼変できるようになること。そしてできれば禾火祭に参加する。とっても忙しい。落ち込んだり、悩なやんだりしてる場合じゃない）

　やる事をやる。決意を込めて顔を上げた。
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　台所の片づけが終わると、壬佐々が屋敷の簡略図を見せてくれた。写しをもらえるわけではないので、広い敷地内を必要最低限は暗記しなければならない。あおいは食い入るようにそれを眺ながめた。

「雁かりの群れみたいな形ですね」

　表おもて玄げん関かんを中心にしてたくさんの棟むねが廊ろう下かでつながり、左右が末広がりになっている。贅沢な敷地の使い方だ。

「そうだね。表を向いて左側を左さ翼よく、右を右翼と呼んでるよ。左右翼に挟はさまれてるのが松の庭園、棟の外側は主に落葉樹の庭園さ」

　壬佐々が指をさしながら簡単に説明をしてくれた。

　玄関周りには警備を担当する番士が詰つめる番所、左翼の奥に樹園があり、その近くには神事に必要な作業をする棟が続いているという。

「主に左翼は神にお仕えする任のための棟だと思っていいよ。神事で使われる紙垂しでも姫様がこの中で漉すいたものさ。次の禾火祭ではここで織った羽は衣ごろもを使うね。姫様の仙せん気きを織り込んだ特別な羽衣さ。材料はすべて奥樹園で姫様が育てたものだ」

　説明を聞いてあおいは仰ぎよう天てんした。瑠璃姫様自ら仕事をしていたとは知らなかった。あおいが想像する『お姫様』とはどうやら全く違ちがうようだ。

「姫様の奥おく御ご殿てんは右翼の奥。まあこのあたりは、ただの屋敷衆じゃ基本的には入れてもらえないから覚えなくていい。姫様のお世話はお側そば衆しゆうの仕事さ。そんで手前には庭園に面した湯ゆ殿どのがある。ここにはあたしらが湯を運んだりするから覚えときな。つぎに対面用の広間棟とうだのが続いて、あたしら屋敷衆の使用人棟と詰め所が二棟ずつ、最後に台所ってな塩あん梅ばいさ」

　簡単な説明を終えると次に命じられたのは屋敷の掃そう除じだ。

「あの、瑠璃姫様や屋敷衆を束ねる責任者の方には、ご挨あい拶さつに伺うかがわないんですか？」

「姫様は今忙しいしね、屋敷衆の責任者は番ばん頭がしら、お側衆頭、女中頭の三人だ。その女中頭は今あんたの目の前にいるだろう。それで十分さ。さあ、次はこの辺りにいる女中と合流して、掃除の指示を受けとくれ」

　壬佐々が示した敷地図の場所を確かく認にんし、あおいは足早に先せん輩ぱい女中たちと合流を済ませた。

　壬佐々とは対照的によそよそしい態度の彼女たちから任されたのは、左翼での掃除だった。掃除具を手に担当場所に向かい、あおいは袖そでをたくし上げる。

「よおし、掃除し甲が斐いがあるじゃないの！」

　翼よく変へんして飛べと言われてもそれはできないが、掃除ならできる。今こそ四年の奉ほう公こうの腕うでを活いかす時だ。

　緻ち密みつな彫ちよう刻こくが施ほどこされた欄らん間まにはたきをかけ、畳たたみを掃はき清める。固く絞しぼった雑ぞう巾きんで拭ふきとり、今度は入いり側がわの床ゆかを糠ぬかで磨みがく。

　それを繰くり返し、三棟目の床板を磨いていたあおいは一度息をついて顔を上げた。今磨いていた黒くろ柿がきの床板は美しく、艶つやを増してぴかぴかに輝かがやいている。

　あおいの気分は爽そう快かいだった。掃除によって心も清められたからかも知れない。連雀との気まずさに落ち込みがちだった気持ちはどこか吹ふっ切れたようになっていた。

「ああ、やっぱり掃除っていいわ」

「全然よくねえよ」

　流れてきた汗あせを拭ぬぐったところで、ちょうど庭を通りかかった桃治が声を掛かけてきた。肩かたには梯子はしごと大きな剪せん定ていばさみを担かついでいる。彼は渋じゆう面めんだった。

「なんで昼飯食いに来ねえ」

「ああ、掃除で手いっぱいだったから。昼の準備は手伝わなくていいって言われてたし」

「手いっぱいって、まさかとは思うが……お前どこからどこまで任されてる？」

「ええと、番所の中からこの黒くろ柿がき棟とうまで。終わったら昼飯にして休きゆう憩けいでいいって」

　桃治はがしがしと髪かみを搔かきむしった。せっかく結ゆってある髪が乱れるからやめておけばいいのにと関係のないことを思う。

「お前、そりゃ無む茶ちやだろ。新入りいびりってやつじゃねえのか。入りたての雛ひなにそんなんやらせるかふつう」

「できなければいびりだろうけど、できるもの。それに別に嫌いやな気分じゃない。デキる自分ってやつがなんだか嬉うれしかったりして」

　へらっと表情が浮うわついてしまう。鳥仙として自在に仙貨も出せない、翼変も出来ない。世話になりっぱなしの居い候そうろうはやはり肩身が狭せまかった。それが今、誰だれの指導を受けることもなく女中仕事をこなせているのが自分でも呆あきれるほどに嬉しいのだ。

「分相応ってやっぱり正しい言葉だと実感しちゃうわ。憧あこがれてた豊かな暮らしより、こっちの方が性しように合ってるのよね」

　話をしながらも、あおいの手は再び床を磨き始めている。お姫ひめ様が歩く入側だ。万が一にも足が汚よごれるようなことがあってはいけない。

　一時期心醜みにくく嫉しつ妬とをした後ろ暗さも、正直なところ確かにあった。勝手に連雀との仲を妄もう想そうして妬やいたのだ。自分の性根が恥はずかしい。お詫わびの気持ちも込めて精せい一いつ杯ぱいに働きたいと思う。

「ほらほら、桃治もお仕事に戻もどって」

「あ、ああ」

　桃治はかける言葉に迷ったような、困りきった顔をしていた。

　確かに反応に困る話をしてしまったかもしれない。べつに愚ぐ痴ちだったわけではないのでからりと笑って見せると、ようやく安心したように桃治は去っていった。

　その際、さりげない仕草で濡ぬれ縁えんに笹ささの包みを置いていく。忘れ物、と声をかけたが振ふり返らなかった。

「これ、握にぎり飯？」

　慌あわてて桃治の姿を追う。

「ありがと──う！」

　桃治が曲がっていった垣かき根ねの上からひらひらと振る手だけが見えた。
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　仕事がまるで進まない。

　連雀は、禾火祭で使う神鏡製作についての報告書を先ほどからずっと手にしているのだが、目が冒ぼう頭とうの三行を何度も何度も行き来していた。もう十回は同じ所に目を通したはずなのに、内容は全く頭に入ってこない。

　どうやら今日は日が悪いらしい。仕方がなく昼飯にすると獣じゆう精せいに告げると、間を置かず膳ぜんが運び込まれてきた。だが今度は食が進まない。

　何なのだろうと思いながら昼飯の半分を残して片付けさせたところで、チャ助が連雀のもとへ来客の報しらせを運んできた。

　告げられた来訪者の名に「居ないと言え」と即そく答とうしたのだが、直後にそれが無む駄だに終わったことを悟さとる。すでに廊下から馴な染じみの顔が覗のぞいていた。

「おや、人がせっかく季節限定品の栗くり羊よう羹かんをもって遊びに来たというのに、居留守ですか」

　客待の間どころかちゃっかり奥おく座ざ敷しきにまでやってきて、吉備は悪びれもせずににこりと笑えんだ。歓かん迎げいされていないことは一目でわかるだろうに、面つらの皮が厚すぎる。

「羊羹は有りがたく受け取る。では帰れ」

　羊羹の包みを吉備の手からむしり取り、背を押そうとしたところでポ太郎がやってきた。

「吉備様、茶室の用意が整いましたでス」

「ああ早かったですね。では行きましょうか」

「…………」

　吉備は勝手知ったる人の家とばかりに茶室へと向かう。

　お前いったいいつ吉備の獣精になったのか！　とポ太郎を睨にらむも、ポ太郎は素知らぬ顔をして一いつ切さい視線を合わせようとしない。納なつ得とくいかないまま、仕方なしに連雀は吉備の後をついていった。

　茶室はいつ指示を出したのやら本当にちゃっかりと整っていた。茶ちやの湯ゆ釜がまには湯まで沸わいているところを見ると、相当前にポ太郎が支し度たくをしていたのだとわかる。

「はあ、本当ならこんな古びた男ではなく、若さあふれる娘むすめさんと茶を共にしたいものですが」

　吉備がため息とともに茶ちや杓しやくで茶ちや碗わんの端はしをかんと叩たたいた。

　勝手に押しかけて勝手に茶席を設けたくせに何を言っているのか。連雀はポ太郎が用意してくれた菓か子しを口にしながら眉まゆを寄せた。

「あおいなら出て行った。もうこの家の雛ではなく、姫の屋敷衆だ」

「そうなってるんじゃないかと思って来ました。あおいと行った書林で桃治に会いましてね、まあぺらぺらと余計なことを。あれは馬に蹴けられて死ぬように手配しておきましょう」

　吉備がしゃかしゃかと茶を点たてる音が響ひびく。

「しかしきみ、止めなかったんですか？」

「なんと言えと？」

　自じ嘲ちように口元が歪ゆがむ。

「俺は勝手にしろと言ったんだ。同じ口から出て行くななど、どうして言える？」

「なぜそんなことを口にしたのです」

「…………巣立つな、と。……独り立ちするなと言った」

　ほほう！　と吉備はあきらかに楽しげな声を出した。首元がじわりと熱くなる。

「いつまでもこの屋敷でともに暮らしたい、と言った」

「それでそれで」

「………………そんなのは嫌に決まっている、と」

「…………」

「そのあと屋敷衆として働きに上がると挨拶に来られたら、止めようがない」

　その時のあおいの言葉を思い出して、熱くなりかけていた体温が一気に急降下した。寒気がする。指先が冷たい。悪お心しんがする。餡あん餅もちを食べすぎて体を壊こわした時でさえ、こんなに苦しい思いはしなかった。

　吉備はぱちくりと瞬まばたきを数回繰り返してから、満面の笑みで茶を寄よ越こした。

「そういえばあおいは悩なやんでいましたね。きみの酷ひどい態度に」

「俺の、態度？」

「連雀が怒おこっている、拒きよ絶ぜつされている、酷い、冷たい、悲しい、どうしてだろうと」

　心当たりがない連雀は眉をひそめ、そしてふと思い出した。

　そういえば、最近の態度について直接訊きかれたことがあったのだ。あれを否定すればよかったのだろうか。だが今振り返れば、余計に誤解をされるような態度を取った気がした。

（あれは、あおいが……ああいう顔をするからいけない）

　じっと真っ直すぐにこちらを見み据すえたと思ったら、急につぼみが綻ほころぶように微笑ほほえんだ。

（態度が変、だと？　むしろ、どうしてあおいは普ふ通つうにしていられる？）

　思い出すと途と端たんに頰ほおが熱くなる。

　吉備にからかわれる前に、連雀は茶碗をあおってそれを隠かくした。苦い味だ。やはりもう一口甘味が欲しい。

「禾火祭のことも、もっと早くに話をすればよかったのです」

「言えば、翼よく変へんの練習がしたいと言うに決まっていた」

「させたらよかったではないですか。ここで」

「…………」

「結局他所よそから飛び立たせるのでは、悩んだ意味もないでしょうに。きみはもう絶対的に言葉が足りませんね」

　ポ太郎が茶菓子の追加をそっと差し出す。連雀は無言でとりあえず五個ほどを吞のみ込んだ。
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「まずは話をしたらどうです。禾火祭のこと、翼変のこと。最近の酷い態度の理由、そして謝罪をするのです。あおいは案外現金……ではなく寛かん大だいで素す直なおですから、真しん摯しに話せばわかってくれます。きちんと気持ちを伝えて誤解を解いてから戻もどってくるよう言えばいいでしょう」

「お前、怒っているのか？」

　長年の付き合いでなんとなくわかる。尋たずねると、「もちろんです」と鉄てつ扇せんで口元を隠した。

「わたしはきみと違ちがって瑠璃姫の屋敷には入れないのです。出禁があと四十年残っているのですよ。なんとつまらない。はやくわたしの茶友を引きずり出してきてください」

　出禁になるようなことをする方が悪い、と連雀は思ったがあえて口にはしなかった。

「わたしのためにも失敗は許されませんよ。わたしはあおいのように面の皮が厚……ではなく、なんと言いますか鈍どん感かんですぐ忘れるというか、単純というか現金で、そう、寛大で素直！　な者で無いと仲良くしていられないのです」

「……お前な」

　連雀は言いたいことが山のようにあったが、どうせ言っても無駄なので吞み込んだ。

「いいですか、決して睨んではいけませんよ。きみに睨むつもりがなくともそういう顔なのです。あおいが話を聞いてくれる気になるよう、穏おだやかな表情を作り上げて話しかけるのですよ」

「……要するに鬢鏡てかがみを持ち歩けということか？」

「鬢鏡などなくとも」

　途端、吉備はにっこりと笑みを浮うかべた。怪あやしい笑顔だな、と思いながら吉備が持ってきた羊羹の包みに手を伸のばした。

「知っていますか？　鬢鏡が手元になくとも、じつは相手の目の中に鏡と同じものがあるのですよ。それを使えば一石二鳥です」

　一石二鳥？　と疑問に思ったが羊羹に気を取られた。甘くてよい香かおりだ。

「いいですか、真しん剣けんに話をするときはまず肩かたを摑つかみ、よくよく顔を近づけて自分の顔を相手の瞳ひとみの中に映すのです……ってこらこら、人が買ってきた羊羹を丸かじりする人がありますか」

「……なんだこれは、味がしないぞ」

　連雀は深く項うな垂だれた。
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　あおいの女中としての仕事が終わったのは、夕飯の片付けが終わり、台所で沸かした湯を瑠璃姫の湯ゆ殿どのまで大行列で急ぎ運んだあとだった。

「ぴよ、あんたもうここはいいから、檜ひのきの間に行っていいよ」

　壬佐々にそう声をかけられ、あおいは竈かまどの熾おき火びを確かく認にんしていた顔を上げた。

　土間に差し込む光はもうわずかで、外はすっかり黄昏たそがれ色に染まっていた。

「檜の間ですか？」

　それはどこにあっただろうかと記き憶おくを探さぐる。

「奥樹園の手前が檜の間がある檜ひのき棟とうさ。左さ翼よくのどん詰づまりだからわかりやすいだろう。修練はそこで受けるんだ。ほらほらさっさと支度して行く！」

　壬佐々はあおいの手を取ると、ぐいぐいと使用人棟に用意されたあおいの部屋まで引っ張って歩いた。なんと贅ぜい沢たくにも一人部屋だ。ちょっとした家具や茶具まで用意されていて、あおいは喜びの声を上げた。

「いいんですか、こんな立派なお部屋！」

「立派なもんか。たったの四よ畳じよう半はんだよ。はいはい、ほらほら、こっちの白い単衣ひとえに着き替がえて。これは姫ひめ様が育てた奥樹園の綿で作られた特別仕立てさ。修練の時には必ずこれを着るんだよ。ああもう、手の煤すすなんてそのままでいいんだ」

　壬佐々がテキパキとあおいの支し度たくを手伝ってくれる。一人でできるとは思ったけれど、世話を焼かれるのはなんだかくすぐったい心地ここちよさがあった。

「ありがとうございます。仕事、途中で抜ぬけてすみません」

「なに言ってんだい。ぴよは雛ひななんだ。雛は修練が一番の仕事さ、頑がん張ばりな。ほらほら、髪かみはおろすんだよ」

　壬佐々があおいの結ゆい髪をほどき、櫛くしを通してくれる。丁てい寧ねいな梳くしけずり方だった。

「桃治の部屋ってこの棟むねの中にありますか？」

　握にぎり飯のお礼をちゃんと言いたいと思って尋ねたが、壬佐々は「いんや」と首を振ふった。

「あいつは通いさ。番士を除けば男の多くはそうだよ。今ここの主あるじは姫様だからねえ。女連中は基本住み込みだが、職替えの希望者は通いでも可だ」

「職替えを希望するひとは、どのくらいいるんでしょう？」

「ほんの一つまみさ。希望したってほとんど通りゃしないからね」

　あおいは驚おどろいた。もちろん誰だれもかれもの希望を叶かなえられるわけではないことくらいはわかるが、それがほとんど通らないとは。

　難しさをわかった上で、桃治は屋や敷しき衆として頑張っているのだ。彼の希望が叶えられたらいいと、そう思った。

「あんたの生みの母親も、屋敷衆として働いてたよ。舞まい子こをやめたいってね。でも長く待っても職替えは叶わなかった。だから二人で逃にげたのさ」

「そうだったんですか……。壬佐々さんは？」

「あたしはこれが本職だよ。あたしの場合、女中頭と台所番の二つが姫様から与あたえられた仕事ってわけさ」

　あおいが「二つも」と驚くと「無む駄だに年を食ってるわけじゃないってことさ」と、からから笑う。壬佐々は見た目で言えば連雀よりやや上に見える程度だが、実際の年ねん齢れいは全く計り知れない。不老の鳥ちよう仙せんの年齢は謎なぞだ。

「屋敷衆の中にわたしと同じ雛はいますか？」

「残念だけど今はいないねえ。鳥仙なんてそう簡単に増えるもんじゃないのさ。不老なのにぽこぽこ生まれたらあっという間に鳥界山がいっぱいになっちまうだろう？」

　確かにそうだ。頷うなずいたところで髪の櫛通しが終わった。

「あんたの前に羽う化か昇しよう天てんしてきた雛は、梟ふくろう仙の福乃じゃなかったかねえ。もうどのくらい前だったかなんて忘れちまったよ。時の流れを覚えるなんて不老の身には無駄な事さ」

「福乃、ですか」

　本当なら年が近い鳥仙に色々話を聞きたいところなのだが、それが福乃では難しそうだ。

　梳り終えた壬佐々に礼を述べてから、あおいは外を通って檜の間へと向かった。

　秋の日は釣つる瓶べ落としという。すでにとっぷりと暮れた庭を、あおいは急ぎ足で歩いた。

　庭には灯とう籠ろうが灯ともされ、外に面した廊ろう下かからも一定の間かん隔かくで蠟ろう燭そくの光が漏もれている。特に足もとに不自由を感じることはない。

　いくつかの棟を越こえると、夜気に清せい涼りような檜の香りが漂ただよってきて、あおいはもっとも香りの強い棟の下げ駄た脱ぬぎから縁えんに上がった。

「たぶん、ここでいいのよね？」

　あおいは小さく身み震ぶるいしながら心こころ許もとない声を出した。秋の夜風が冷たいせいもあるが、なにより底知れない雰ふん囲い気きを感じたからだ。

　灯されている蠟燭が、この棟だけ血を混ぜたかのように赤い。どう見ても他ほかの棟と比べて異様だった。その火が大きく揺ゆらめくたびに、深い陰いん影えいが不安をあらわすように妖あやしげに踊おどる。

　開いた襖ふすまからも灯あかりが漏れていた。恐おそる恐る中をのぞくと板張りの大広間だった。ここが檜の間だろうか。長押なげしには広間をぐるりと囲むように赤蠟燭が灯されている。

「桶おけ？」

　何に使うのか、片かた隅すみには十個ほどの手桶がずらりと並べられていた。

「あんさんが、不如帰ほととぎす仙と郭かつ公こう仙のあいだに生まれはったいう仙どすか？」

　かけられた声に驚いてあおいは振り返った。

　立っていたのは煙管キセルを手にした女によ仙せんだ。ややきつめの艶あでやかな顔立ちで、その立ち姿は凜りんとして一分の隙すきもない。まるで舞ぶ踊ようの師し範はんのような佇たたずまいだった。

「わたし、あおいといいます。檜の間で修練を受けに来ました」

　頭を下げる。女仙からは強い肉につ桂けいの香りがした。

「あおい、ええ名どすなあ。こなたは鳶とび仙が飛と環わ。雛の修練を仰おおせつかりし者もんどす。よろしゅうお頼たの申します」

　名乗ると飛環はあおいに中に入るよう促うながした。

　広間は二十畳じようほどの広さだった。床とこの間には三幅ふくの掛かけ軸じくが飾かざられている。どれも描えがかれているのは雉きじだった。太陽のもとで舞う雉、月の下で眠ねむる雉、そしてもう一つは矢で射られて落ちる雉だ。

「これが何かは知ってはりますやろか」

「はい。鳥界山の祖神、雉神鳴なき女め様の画ですよね」

「鳥界山の始まりについて、ひとまず知識はあるいうことでよろしおすか？」

「その程度までなら大体は……」

　ちょうど座学で習ったあたりだ。あおいは頭の中で連雀の授業を思い出す。

　神かみ代よの昔、天つ神天あま照てらす大神おおみかみが国つ神大おお国くに主ぬしの神かみに、地上界《葦あし原はらの中つ国》を譲ゆずり渡わたすよう迫せまっていたときのこと──世に言う『国譲り』の最中だ。

　国つ神に懐かい柔じゆうされてしまった天つ神、天あめの若わか日ひ子こを説得するために、天照大神の命を受けて地上界に降り立ったのが雉神鳴女だった。鳴女は張り切り、天若日子に使命を思い出すよう説とき伏ふせようとしたが、煙けむたく思われ射殺されてしまうのだ。──三幅目の掛け軸はそれを描いたものに違ちがいない。

　飛環はゆっくりと紫し煙えんをくゆらせながら、射られた鳴女の画をそっと撫なでた。

「祖神はえろう天照様を慕したっておいなはったんやろなあ。そやのうて飛び散った御み魂たまから仙界を生み出すなんて事出来ひんかったやろし」

　あおいは頷いた。地上界に飛び散った鳴女の羽根や血が仙を生み出す理ことわりとなり、遠く霊れい峰ほう鳥海山まで飛んだ頭部は仙界となったのだという。鳥仙が天つ神々に仕えるのは、天照大神の役に立ちたいという鳴女の強い想おもいによるものだと連雀も言っていた。

　次に飛環は長押に並ぶ蠟燭へと視線を向けた。

「ここの蠟燭、他と違ちごて赤あこおすな？　この赤蠟燭は何なん時とき燃もそうとも燃え尽つきることあらしまへん。これは祖神の神しん血けつによってつくられてはるからやという話どす」

「雉神の血……」

　目を瞠みはり、あおいは火ほ影かげを揺らす赤蠟燭を見上げた。

「この棟は今でも祖神が見守っておいなはるとも言うさかい、せえだいお気張りやっしゃ」

「はい！」

　すると飛環は何かを見み透すかそうとするかのように、目を眇すがめてあおいの体を上から下までじっと眺ながめた。なるほど、と人差し指で唇くちびるを撫でる仕草をする。

「しかしまあ……仙気がえろう揺らいではりますなあ。こないに波があるようでは翼よく変へんしはったにしても、すぐに墜つい落らくしかねまへんなあ」

「墜落……」

「人として育ったがゆえどっしゃろか。精の供給が偏かたよってはるのやわ。あんさんはこれからまず、仙としての呼吸を得なあきまへん」

「はい」

　精とは何か、という説明を随ずい分ぶんと前に聞いた気がする。たしかまだ鳥界山に連れてこられたばかりの頃ころだ。

　記き憶おくを手た繰ぐろうとしたところで、顔に紫煙を吹ふきかけられた。肉桂の強い香かおりがあおいを包む。

「人の世で育ったゆう僥ぎよう倖こうも、ここに連れてこられたら単なる災難どすなあ」

「…………っ！」

　あおいは自分の身におきた異変に驚きよう愕がくした。

（──こ、呼吸が、できな……っ！）

　口を大きく開き肺を膨ふくらませようとしても、まるで空気が入ってこない。見えない何かに遮さえぎられているかのように、吐はくことも吸うことも叶わなかった。

（なに!?　いったい何が!?）

　半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいりながら、あおいは口もとを手でまさぐった。だが塞ふさいでいるものは何もない。

　次し第だいに頭の芯しんが痺しびれてくる。ぎいんと耳鳴りが響ひびいた。

（く、くる、し……）

　あおいはのど元を搔かきむしった。あまりの苦しさに目が飛び出しそうだった。

　もがいているうちに指先も痺れ、足から力が抜ぬける。膝ひざをついたつもりだったが顔面に鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。

「落ち着きなはい。体内に残る精を練り、気を廻めぐらしますのや」

　飛環の声が酷ひどく遠く聞こえる。助けて、と言いたかったが声も出ない。

「あんさんの呼吸は人のもんどす。仙の呼吸は空気を吸うもんにあらしまへん」

　あおいの苦しみが噓うそのような、はんなりとした穏おだやかな口調。

「さあ気張りやっしゃ。この飛環の紫煙は精しか通さしまへん。呼吸も精の廻りのうちと意識しなはい」

　訳もわからないまま、飛環の声が遠ざかっていった。
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　翌日のまだ暗い早朝、台所へ着くとあおいが一番乗りだった。

　米を研といで水に浸ひたしておき、井い戸ど端ばたで野菜を洗う。今の時期になるととにかく水が冷たくて辛つらい。

　真っ赤になった指にあたたかい息を吹きかけていると、大きな鯉こいを担かついだ壬佐々が出仕してきた。かわたれ時とはいえ、真っ白な髪かみはよく目立つのですぐに分かる。

　壬佐々はあおいを見つけると、にかっと豪ごう快かいな笑え顔がおを見せた。

「おはよ！　体の調子はどうだい、こたえただろう！」

「お早うございます。体は……思っていたより苦行でした」

　思い出すだけで憂ゆう鬱うつになった。昨夜はただ苦しんだだけで、何の収しゆう穫かくもなかったような気がする。翼変の練習の前にこんな難関があるとは思ってもみなかった。

　ちなみに並んでいた水みず桶おけの意味もあの後すぐにわかった。あれは気を失った雛ひなを地じ獄ごくに舞い戻もどすためにあったのだ。

　壬佐々は疲つかれ切った表情のあおいに「だろうよねえ」と笑いながら、大きな桶を井戸端に用意した。あおいは指示される前にそこへ水を汲くみ入れる。この上にまな板を渡し、魚を捌さばくのだ。

「あたしが雛のときは幸い飛環もまだ雛でね、誰だれがやってたかは忘れちまったが、修練は今ほど悪評が立っちゃいなかったんだよ。飛環に修練を受ける雛はかわいそうさ」

「あ、悪評……」

　壬佐々は鯉の鱗うろこを処理しながら、眉まゆを上げてあおいを見た。

「桃治から事情は聞いたけどねえ、ぴよも物好きだよ。せっかく苦しい思いをしなくても屋や敷しきの外で暮らせて、しかも仕事までもらえたってのに、わざわざ面めん倒どうな方に飛び込んでくるんだからねえ」

「物好きというか、自分がもう一丁前に鳥ちよう仙せんらしい事が出来るなら、わたしだってたぶん修練を受けに来たりなんてしません。ただ、今の状態では、まだ飛べもしないのに巣から落ちてしまった雛鳥のようなものというのか……自分では何にも出来なくて情けなくて」

「巣から落ちても親鳥は餌えさを運んでくれるさ。姫ひめ様はきちんと親鳥をあてがってくれただろう？」

　壬佐々の言葉にあおいは一いつ瞬しゆん目を丸くした。連雀が親鳥……なんだか似合わな過ぎだ。

「しかしそう考えると、あんたには親がたくさんだねえ。克倉たちはもういないにしても親孝行が大変だよ」

「確かにそうですね」

　あおいはくすりと笑った。会えなくても、いや会えないからこそ、胸を張れる立派な成長をしないといけない気がした。

「じゃあやっぱり仙気の修練を頑がん張ばらないと」

「飛環じゃなかったらねえ……。やる気があるのはいいけど気をつけなよ。飛環は姫様のお側そば衆しゆうの頭かしらなんだ。お側衆は姫様のお世話から屋敷衆の監かん察さつまでなんでもやる。目をつけられたら終わりだよ。あいつは申し開きを聞かない事でも有名さ。即そく座ざに切り捨てられるから気を許すんじゃないよ」

「お側衆、ですか」

「べつに飛環さんがおかしいわけじゃないわ」

　突とつ然ぜん響いた尖とがった声にあおいは振ふり向いた。眠ねむそうに襷たすきを結びながら歩いてきた福乃だった。

「ぬるいのよ、小鳥が統すべる今の鳥界山は」

「どういうこと？」

「青せい鵬ほうの君きみの前、鳥界山を束ねていた首しゆ座ざ仙は、大きく立派な大おお鷲わしの仙だったの。強く猛たけ々だけしいお方が統べているあいだ、鳥界山は天にも地にも轟とどろく大勢力だったというわ。小鳥が統べる今とは違ってね。ねえ壬佐々？」

「あんたは『金きん爪そうの君きみ』の時代にはまだ生まれてなかったはずだがね」

「できることならその時代に生まれたかったわ。ねえ、どうして小鳥が鳥界山の主あるじなのかしら。鳥の王といったら空の王でしょう？　空を制するのは猛もう禽きんだと思わない？」

「馬ば鹿かなこと言ってないで、早く来たなら早く仕事につくんだね」

「べつにちょっと小用があって早く来てみただけよ」

　福乃はつまらなそうに鼻を鳴らして台所へと入っていった。







　その日の仕事はひたすら忙いそがしかった。任される仕事が増えたのだ。

　台所仕事は壬佐々の目があるせいか変わりなかったものの、彼女の目が届かない掃そう除じの担当場所は更さらに増え、あおいが要領よくそれを終わらせると、今度はこれでもかとばかりに雪せつ隠ちん掃除と汲み取りまで任された。

（うぅ、吐くものがお腹なかに入ってなくてよかったわ）

　七つ時になってようやく休きゆう憩けいをもらい、肥ひ桶おけを片付け、部屋で長着を着き替がえた。

　手も足も清めたのに、体のどこかから未いまだに臭におってくる気がする。たぶん気のせいではない。

「後で洗せん濯たくしなくちゃ」

　はあ、と疲ひ労ろうの濃こい息が漏もれた。下働きになれているとはいえさすがに疲れた。

　汚よごれてしまった長着を桶に入れて縁えん側がわに置く。連雀の屋敷を出るときにあおいが持ってきた着替えは少ないから、今日中に洗っておかないといつ乾かわくかわからない。ポ太郎が山のような荷物を包んでくれたけれど、必要最低限の物だけ頂いていくと丁てい重ちように辞退したのだ。

　そもそも連雀の仙貨で購あがなったものであおいの物ではないのだから、最低限の着替えにしたって申し訳ないくらいだった。

「置いてきた荷物も持ってきた着替えも、仙貨が出せるようになったら買い取るからなんて言ってあるけど、あとどのくらいかかるかしら」

　早く成果を出さなければと焦あせりばかりが募つのる。禾火祭までには翼変ができるようにならなくてはいけない。それから仙貨、最終的には鳥ちよう変へんだ。

（空気を吸うのじゃなくて、精を吸う？）

　ちなみに精がなんだったかは掃除をしているうちに思い出した。体中を流れている、たしか『気』のもとになるものだ。『精』を練って『気』にすると連雀が言っていたはずだ。

「呼吸で精を吸う。ってことは精は空気中にあるもの？」

　さっぱりわからない。途と方ほうに暮れて空を仰あおぐ。憂鬱まっしぐらな気分とは裏腹に、爽さわやかな青く高い空だ。

「今日はちゃんと気持ちの準備をしておかなきゃ。具体的な方法も聞かなかったし、できればコツとか詳くわしい説明も先に訊きいて……」

　そう考えてから、あおいは半目になった。

（ええと……もしかすると初日に詳しい話をされなかったってことは、そもそもする気がないんじゃ……。連雀の時も説明もなく空から落とされたし）

　仙は寿じゆ命みようがないくせに皆みなせっかちなのだろうか。せめてもう少し話をする時間を持つべきだ。断固として、絶対に、とあおいは密ひそかにこぶしを握にぎった。

　連雀に関しては尚なおのことだとも思う。最近の態度の理由をきちんと言ってほしい。言われれば直しようだってあるかもしれないのに。

　腹立ち気味にそこまで考えたところで、胸の中に隙すき間ま風かぜにも似た寂さびしさがよぎった。

（……連雀、どうしてるかな）

　また夏の時のように無理をして疲労を溜ためていないだろうか。ちゃんとご飯を食べてちゃんと眠っているだろうか。

　なんだか母親のようなことを心配している、と自分でもおかしく思う。

（でも、夏の時はわたしの練習に付き合っていたから、あんなに忙しかったのよね）

　そう考えると、寂しいけれど出てきてよかったのだという気持ちにもなった。

　あおいが居い候そうろうさえしていなければ、禾火祭の事で連雀が後ろめたく思うこともないだろうし、以前教えないと言っていた歌を結局指導してくれたように、親切心からやっぱり翼よく変へんの稽けい古こをつけてやると言い出したりすることもないだろう。それくらいは迷めい惑わくをかけずに済むのだ。

　あおいが彼の屋敷を出たことで、彼の余計な肩かたの荷は下りた。寂しいけれど、きっと間ま違ちがっていなかった。

「…………連雀」

「なんだ」

　無意識に漏れた声に答えがあって、あおいは驚おどろき飛び退すさった。

　限界まで見開いた目に、軒のき先さきにぶら下がる逆さまの連雀の顔が映る。首から上の逆さ生首だ。瞬しゆん間かん、あおいは「あ、夢か」と安あん堵どした。

「なんだ、と訊いてる。名を呼んだだろう」

　軒先にぶら下がった逆さ生首……もとい連雀は、翼つばさの羽ばたき音とともにくるりと回って着地を決めた。夢ではなかったらしい。

　向き合うと、今どうしているだろうかと気になったばかりだというのに、何の言葉も出てこなかった。なにか言いたい。話したい。気持ちだけが空回りする。きっと突とつ然ぜん現れるからいけないのだと少しだけ責めた。

「…………あの、久しぶり……でもないか。ポ太郎は元気？」

「……ポ太郎？　それは当然、元気だが」

　あおいが必死に笑え顔がおを作って挨あい拶さつをすると、連雀は目に見えて不満げな顔をした。

　まだこれだけの会話しかしていないのに、もう彼の気に障さわることを言ってしまったのだろうか。──せっかく会えたのに切ない思いが湧わいてくる。

（そうよね……連雀がわたしに対して何か怒おこってるの、まだ解決して無かったんだわ……）

　それなのに暢のん気きに挨拶なんてされて不快だったのかもしれない。

　辛つらい、と思った。

　好きな人に拒きよ絶ぜつされるのは、心臓を真綿でやわらかく絞しめられるような、もどかしい苦しさだ。

　それでも何とか仲直りをするきっかけを作りたい。あおいは懸けん命めいに会話を続けた。

「急に声をかけてきたから驚いたわ。連雀はどうして瑠璃姫様のお屋敷に？」

「神事の手配だ。……それだけだ」

　言ってから、少しの間なにかを躊躇ためらうように視線を泳がせ、意を決したように縁側に立つあおいに近づいて来る。

　あおいははっと顔を上げ、とっさに悲鳴に似た声を出していた。

「近づかないでっ！」

　ぎょっとした顔で連雀が固まる。

　その隙すきに急いで障子の陰かげに身を隠かくした。手だけを伸のばして汚れた長着の入った桶を必死にたぐり寄せる。

　切ない胸の苦しさなんてもう一瞬にして吹ふき飛んでいた。

（だってわたし今、絶対絶対っ雪せつ隠ちん臭くさいじゃないのっ！）

　こんな臭い、連雀に嗅かがれたくない。絶対無理絶対無理だ！

「ご、ごめんなさい！　いま無理なの、じゃあ、あのっ、またね！」

　早く帰って！　とあおいは心の中で叫さけんだ。

　自分の鼻はもうほとんど臭いになれてしまったけれど、連雀が少しでも鼻で息を吸えば確実に臭うだろう。そんなの恥はずかしすぎる。嫌いやだ。絶対に耐たえられない。

「……怒っているのか」

　感情がこもっていないような、静かな声だった。いやいや、とあおいは見えないところで首を振る。

（怒ってない！　全然怒ってないから！）

「今は会いたくないだけなの！」

「会い……たくない……」

　手元にたぐり寄せた桶がぷんと臭った。ううっと言葉に詰つまる。

　連雀はいつも涼すずやかな香こうの香かおりがする。それに対してあまりにも恥ずかしい臭いだった。思わずそのまま障子を閉める。

「ごめんなさい！」

　締しめ出すような態度を詫わびながら、それでも頭の中では「早く帰ってー！」を繰くり返す。

　しばらくしたのち、障子に大きな一対ついの翼の影かげが映ったかと思うと、羽ばたきとともに連雀は去っていった。

　ほっと胸を撫なで下ろして安堵の息をつくと、深く吸った呼吸に悪あく臭しゆうが紛まぎれ込んで顔を顰しかめた。

「……早く洗わなきゃ」

　緊きん張ちようが解けると力が抜ぬけた。汚れた長着に突つっ伏ぷしそうになってあわてて立ち上がる。

　あおいはふらふらしながら井い戸どへと向かった。







　最悪な気分を抱かかえて井い戸ど端ばたで洗濯をしていると、今度やってきたのは桃治だった。

　今日顔を合わせるのは初めてだった気がする。お疲つかれさま、と挨拶をすると桃治は腕うでを組みながらあおいを見下ろした。

「お前なんで昼飯食いに来ねえ」

　なんだか同じことを昨日も聞いたなと思いながら桃治を見上げる。桃治はまたしても不ふ機き嫌げんそうだった。

「どうかした？」

「俺が訊いてんだよ。飯は食え！　たいしたもんは出ねえけどな、食わねえと体がもたねえだろうがよ！」

「あ、そうだ。昨日は握り飯ありがとう。刻んだたくあんが入ってて美味おいしかったわ」

「今日も、だろ」

　桃治は袖そで下から笹ささの包みを取り出した。

「え、いいの？　……ありがとう。でも気を遣つかわなくていいわよ？　なんだか悪いし」

　桃治はあおいにそれを差し出しながら、逆の手で鼻を覆おおう。

「つかこの臭におい……まさかお前、雪隠係になったのか？」

　あおいは長着をくんくんと嗅いだ。まだ臭うのだろうか。洗っても臭いなら、さっきはもっと酷ひどかったという事だ。

（連雀にはやっぱり嗅がれちゃったのかしら……うぅ、恥ずかしい）

　激しく落ち込みながら、「まあね」と答えた。表向きは別な仙せんが担当のままなのだが、誰だれもがやりたくない汚よごれ仕事だ。新入りに押し付けるにはちょうどいいのだろう。

「なんで断らねえ？　そいつらはお前をいびって日ひ頃ごろの鬱うつ屈くつの溜りゆう飲いんを下げてるんだろ。腹が立たねえのか」

「そういうひとたちはどこにだっているわ。奉ほう公こうしていた材木問屋にもいたし」

　長着の水けを絞しぼりながら、あおいは立ち上がった。中ちゆう腰ごしで作業をしていたので腰が痛い。うーんと背筋を反らしながらあおいは笑った。

「それにね、じつは気分がいいのはわたしの方だったりするのよ？　いびりって自分が辛いと思うものを押し付けることでしょう？　だからわたしは内心で『あなたたちにとっては辛いことかもしれないけど、わたしは完かん璧ぺきにこなしてやったわ。どうよ？』って胸を張ってるの。生意気でしょ」

「はあ？」

　桃治はまじまじとあおいを見つめてから吹き出した。快活な笑い声が響ひびく。

「お前、ぴよぴよしてるくせに案外としぶといじゃねえか！　雑草だな、雑草魂だましい。見た目も雑草っぽいしな！　はは！」

「雑草は言い返しようがないけど、ぴよぴよってなによ。なんか馬ば鹿かにしてる？」

　むっと口を尖とがらせると、桃治はさらに笑う。

「だってお前、歩き方がぴよぴよしてんだろ！」

「あ……歩き方。わたしてっきり未熟なひよこでぴよなんだと思ってた」

　未熟な雛ひな、未熟な仙、そういう意味だと思っていた。

　よかったーと安堵しかけて、いやいやと自分につっ込みを入れる。歩き方がぴよぴよもじゅうぶん酷い！

「もう！　ぴよって言うのやめてよ失礼だわ。やめてくれないなら、わたしも変なあだ名つけてやるから」

「たとえば？」

「えーと、『針はり男お』」

　どうだ、と胸を張って桃治を見てぎょっとした。桃治は頰ほおを染めてうっとりとしていた。

「げ、ものすごく嬉うれしそう……！　やっぱり無し。桃治は桃治ね」

　あおいが撤てつ回かいすると目に見えて桃治は落らく胆たんした。一体どれだけ針が好きなのかと呆あきれてしまう。

「あそうだ、桃治って針仕事好きよね」

「命だな」

「じゃあお願い。桃治にはお願いしてばかりな気がするけど、お裁さい縫ほうを教えてほしいの」

　修練の際に着た白い単衣ひとえは、今朝目が覚めた時には酷いありさまだった。あちらこちらがほつれ、破れていたのだ。どうやら苦しんだ時に無意識に力を込めて摑つかんだようだった。

「針と糸は借りたんだけど、わたしお裁縫苦手で」

　あおいがいつまでも雇こ用よう条件の悪い、しかも意地悪な姐ねえさんのいる材木問屋で働いていた理由もここにある。問屋の奥さまは針上手で有名だったのだ。手すき時に裁縫や仕立てを教えてくれるのをあおいは楽しみにしていた。なにせ針仕事を身につければ、どこで働いても二分から一両ほど収入が上がる。

（……まあ、結局四年もいてほとんど身にはつかなかったけど）

　姐さんの邪じや魔まが多かったとはいえ、あおいには向いていなかったようだ。代わりに庭仕事や掃そう除じの腕は磨みがかれた気がする。

「なんだ。家事全ぜん般ぱん得意なわけじゃねえのか。ああ、でも飯はうまく炊たけてたぞ、特におこげ。香こうばしくて、しかもあんなにじゃりっとしないのは初めて食った」

「あれね、わたしもおこげ大好きだからちょっと手をかけたの」

　勝手にかけたひと手間でも、誰かが気が付いて喜んでくれるのは嬉しいものだ。あおいははにかむように笑えんだ。

　桃治はいつものごとくぺこぺことあおいの頭を軽く叩たたいた。

「うまいおこげの礼だ。この百舌もず仙桃治の裁縫術を、特別に伝授してやる」

「やった！　宜よろしくお願いします」

　あおいは長押なげしに掛かけてあった単衣を下ろして裁縫道具を取り出した。
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「精を吸うとはどないなもんや、と？」

　その夕方の修練。

　あおいは今日もまた突とつ然ぜん始まりそうだった苦行に慌あわてて〝待った〟をかけた。

　問いを掛けられた飛環は真っ赤な紅を引いた唇くちびるで煙管キセルを含ふくみ、あおいに向かって紫し煙えんを吐はき出す。肉につ桂けいの刺し激げきある甘やかな香りが檜ひのきの間に満ちた。

「そんなん、死に近ちこうなれば本能的に理解できるもんどす。そのための修練に他ほかならしまへんなあ」

（出た！　本能論！）

　あおいの顔は引きつった。とはいえここで「ですよね、わかります」などと引くわけにはいかない。

「あの、どうもわたしの本能は鈍にぶいらしくて、まずは耳で学びたいのです。お願いします」

　食い下がると、飛環は面めん倒どうそうな視線を寄よ越こしたものの、すとんとその場に腰を下ろした。あおいにも座るようにと床ゆかを叩く。

「精とは命の源どす。空気の中、植物の中、生き物の中、あらゆるもんに含まれとるもんどす。あんさんの場合、体に必要な精をおおかた食べ物からしか摂とっとらへんさかい、腹の空すき具合でなんぼでも精が濃こうなったり薄うすうなったりして仙気が乱れるのどっしゃろ」

「ああ、なるほど」

「精は命の源、気の源。まずあんさんは、精を安定的に体内に取り込むことを覚えなあきまへん」

「はい」

　仙気が不安定、波が激しいといった話は今までに何度か聞かされている。それは精の取り込み方がなっていなかったからだったのかと、飛環の説明に深く納なつ得とくがいった。

「では、精とはどのようなものですか？」

「精は目に見えひんもんどす。感覚は今あんさんが息を吸ってはるのとおんなじおすなあ。そやさかい、これで口をふさぐんどすな」

　飛環が紫煙をくゆらせる。ぽわん、と薄い綿のようにそれは固まった。

「こなたの仙気が混じった煙けむりどす。これは空気を遮さえぎり精だけ通しますさかいに、ええ練習になりますやろ。あとはもう生理的なもんですよってに、コツなんぞあらしまへんなあ」

　言い終えるや否いなや、浮ういていた紫煙の塊かたまりが宙を滑すべってあおいの口をふさいだ。

（始まった！）

　これは修練というよりも拷ごう問もんに近い。地じ獄ごくだ。

（どうする!?　どうしたらいい!?）

　飛環の紫煙は、空気を通さない。あおいが人としての呼吸をしているうちは、いつまでたっても地獄からは抜ぬけ出せないということだ。

（でも！　今の呼吸と仙としての呼吸とではどう違ちがうの？　全然わからない！）

　あまりの苦しさに両手で口を押さえた。空気を求めて肺がべこりべこりと波を打つ。

　懸けん命めいに考えなければならないのに、苦しさがどんどん脳内を侵しん食しよくする。

（だめだ！　何も考えられない！）

　指が痺しびれ、思考までも痺れてくる。冷たい床の感かん触しよくが頰にあたった。気が遠とお退のく瞬しゆん間かん、冷たい衝しよう撃げきに意識が引き戻もどされる。

「──ご……ごほっごほっ！」

　飛環の紫煙が解除されて、数回の深い呼吸が許される。二度、三度と深く息を繰くり返すと、乾かわいた土の割れ目に雨が吸い込まれるかのように、急速に体中に感覚が戻ってきた。

「よろしおすか、呼吸も仙せん気きの廻めぐりの一部どす。意識して吸いなはい」

（呼吸も、仙気の廻りの一部？）

　再び紫煙が口にあてがわれる。苦しさからあおいは必死で仙気の流れを意識した。

「体ん中にすでにある精の感覚を辿たどるのすえ」

　理解できそうなのに、今一歩のところでそれができないまま、秋の夜長は更ふけてゆく。

　もどかしさと焦あせりを抱かかえたまま、あおいの修練は毎夕続いた。
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　黒々と輝かがやく甍いらかの波の上に、連雀はふわりと軽やかに着地した。

　今日の風は穏おだやかだ。背に翼つばさを折りたたみ、カラコロとうるさい下げ駄たを脱ぬいで甍の上を歩く。

　目的の場所へと着くと、軒のきから少し身を乗り出して下をのぞいた。入いり側がわを隅すみ々ずみまで磨く一人の少女──あおいの姿が見える。この寒空の下、小さな体をせっせと動かしているせいか、頰はほんのりと上気していた。

　寒がりの連雀は身み震ぶるいを堪こらえながら、あおいの仙気に目を凝こらす。

　激しく波があり、常に安定しないそれだったのが、今日は前よりやや弱くはなったものの、しっかりと安定していた。五日目にして飛環の修練の成果があったということだろうか。

　良い変化だと、喜ばしい気持ちが胸を温める。

　同時に腹立たしいと苛いら立だつ気持ちも湧わきあがった。こうしてあおいは連雀の与あずかり知らぬところで成長し、羽ばたきを始めるのだ。それが悔くやしく、勿もつ体たい無く、腹立たしい。

　なぜこうなってしまったのか、今度は後こう悔かいの念が押し寄せる。

（……とにかく、話をしなければ）

　最近なぜかポ太郎までもが毎日「あおい様とお話をしてほしいのでス！」などとせっつくようになった。そういえば、あおいもポ太郎のことを一番に気にかけていた。そんなに二人は仲が良かったのだろうか。それもなんだか腹立たしい気がした。

　そもそもポ太郎にせっつかれなくとも、連雀はあおいと話をするつもりでいるのだ。

　ただ再び声をかけ、同じ拒きよ絶ぜつの言葉を突つきつけられるかもしれないと思うと、その一歩が踏ふみ出せないだけだった。考えただけで心臓が凍こおりついてしまいそうだった。

（どうする。行くか、だがなんと言う？）

　また近づかないでと言われたら、なんと返したらいいのだろう。どのような顔をしたらいいのだろう。

（……耐たえられそうにない）

　懊おう悩のうする連雀に気が付く様子もなく、あおいは長い廊ろう下かを磨き終えると今度は掃除具を抱えて隣となりの棟むねに移動した。紅こう梅ばい棟とうだ。襖ふすまや天てん袋ぶくろなど至るところに紅梅が描えがかれている全八室の棟だ。あおいは手を休めることなくはたきをかけ始めた。

（なぜ、あんなに生き生きとしている？）

　連雀は眉まゆをひそめた。下働きなどに身を粉にしているというのに、わずかに汗あせばみながら動き回るさまは不思議と生き生きしているように見える。それは自分の屋や敷しきで預かっていた頃ころの表情とはずいぶんと違う気がした。

　なんだかこれも面おも白しろくない。

　連雀はもやもやとした気分を抱えたまま、あおいの姿に目を凝らした。

　よく見れば、赤いのはあおいの頰ほおだけではなく指先もだった。それは健康的なものではなく、痛々しいあかぎれの色だ。足袋たびを履はいていない足先は、赤くなるどころかすっかり血の気の無い色をしていた。

　今度はむずむずとした不安感が湧いてくる。

　血が凍ってしまったかのような真っ白な足は、さすってやらないと壊え死ししてしまうのではないだろうか。足袋を重ね履きしていても寒いのに、素す足あしなのだ。寒くないのだろうか。温おん石じやくが必要ではないのだろうか。

（確かどこかに使っていない温石がしまってあったな。天の河原の石を磨いたものも。あれなら、体を温めるだけでなく仙気の巡めぐりもよくするはずだ）

　今度もってきてやろう、と連雀は決めた。あおいに温石を渡わたし、その時に話をすればいい。そうしてまずは、自分があおいに対して怒おこっているという誤解を解くのだ。

　道筋が見えてきた、そう愁しゆう眉びを開いて懐ふところから饅まん頭じゆうを取り出した。

　最近甘いものが食べたいと無む性しように思うのに、なぜか味がしないという謎なぞの状態に陥おちいっていたのだが、今なら美味おいしく食べられそうな気がしたのだ。

　さっそく齧かじり付こうとしたところで、あおいが突とつ然ぜん顔を上げて濡ぬれ縁えんまで出てきた。

　こんなところから盗ぬすみ見まがいの事をしていることがばれたのだろうか。ぎょっと身を引いたが、どうやら気付かれたわけではないようだった。

「おつかれ、桃治！」

　明るい声であおいは男の名を呼んだ。「よお！」と軽く手を上げて答えたのは庭を横ぎってきた若い百舌もずの仙だ。──どう見ても二人の仲は親しげだった。

　何事かを言いながらあおいは裸足はだしのまま庭へと駆かけ出し、見つめあったかと思った次には、百舌仙の頰へとそっと手を伸のばす。

　ぽろ、と饅頭が瓦かわらの上を転がり落ちていった。







「──ん？」

　奇き妙みような物音にあおいは振ふり返った。

　庭の夏なつ椿つばきが揺ゆれている。折れて尖とがった枝の先には、なんと重そうな饅頭が突き刺ささっていた。

「はやにえかしら？」

「今日はなんかついてねえ」

　疲ひ労ろう感かんある桃治の声に、あおいは再び桃治に向いて頰に手を伸ばした。桃治の両側の頰は無残に赤く腫はれ上がってお多福のようになっているのだ。せっかくの男前も台無し、見れば頭にもたんこぶが鏡かがみ餅もちのようにもりもりになっていた。

「どうしたの、これ!?」

「男の厄やく年どしって六十一歳の次っていつだ？　俺いま何歳だったっけか。ぜってえなんかの厄か呪のろいだぜこれ。クソっ」
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　あおいは掃そう除じ用に汲くんであったきれいな水に手しゆ巾きんをひたしてから、桃治の頰にあてた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　なにがあったの？」

「馬に蹴けられた」

「はあ？」

「今朝出仕する途と中ちゆう、猛もう然ぜんと走ってきた馬の獣じゆう精せいに蹴り飛ばされた……しかも一回じゃねえぞ。道すがら三回だ！　厄じゃなくてなんかの祟たたりか？」

「な、なにそれ」

　確かに厄日だ。さっきの饅頭のはやにえも、何かそれに関係あることなのだろうか。ちょっと怖こわい。

「とにかく手当てしないと」

　屋敷の中に医師はいただろうかと訊きくと、桃治は平気だとひらりと手を振った。

「仙せんの体は丈夫だ。気をガンガン回せばすぐ直る」

　言ってから、何かに気が付いたようにまじまじとあおいを見つめる。

「な、なに？」

「お前、なんか変わった」

　全身眺ながめまわされて、ふだんならば気き恥はずかしい気持ちになるところだけれど、今日は違ちがった。少し誇ほこらしい気持ちで胸を張る。

「わかる？　ちょっとは仙らしくなれたでしょ」

　屋敷衆となり仙気の修練を受け始めてから今日で五日目。

　今朝がたようやく飛環の紫し煙えん越ごしでも細々と息ができるようになったのだ。精を吸うという呼吸ができた。

　あの瞬しゆん間かんをどう表現したらよいやらわからない。

　気が遠とお退のきそうになる息苦しさの中で、高原の空気のように爽さわやかに『精』が舌の上を転がってきたあの瞬間はもう、胸が震ふるえるほどの歓かん喜きが湧わいた。

「悪くねえ仙気だ。やったじゃねえか」

　もっと喜べと桃治があおいの背を叩たたく。

　まだ雛ひなを卒業どころかようやく正しよう真しん正しよう銘めいの雛になっただけな気もするのだが、やっぱり嬉うれしくてあおいは気恥ずかしげに笑えんだ。

　すると桃治は何かに気が付いたようで、おもむろにあおいの肩かた口ぐちに顔を寄せ、くんかくんかと鼻を鳴らす。

「それになんかお前、いい匂においがする」

「ああ、わかる？」

　無ぶ遠えん慮りよに匂いを嗅かぐ桃治を「鳥なのに犬みたい」と内心おかしく思いながら、あおいは自分の袖そでを鼻にあてた。ほんのりと甘い花の香かおりがする。

「丹桂花きんもくせいよ。許可をいただいて庭から少しもらったの」

「あー、お前雪せつ隠ちん臭くさかったからか」

「……年とし頃ごろの娘むすめに対してもっと言いようはないのかしらね」

　じろっと睨にらんだけれど動じる様子がない。また無遠慮に肩口から匂いを嗅がれて、なんだかくすぐったい思いをした。

「匂い袋ぶくろでも作ったのか？」

「ううん、部屋にあった長持に花と一いつ緒しよにしまっておいたの。花の香りを移した水で体を洗ったし」

「急に色気づいてどうしたんだよ」

　あおいの肩から顔を離はなした桃治の頰はほんのりと赤い。

「べつに色気づいたわけじゃないし！　一応娘だもの、臭におうのは嫌いやなだけよ」

「ふうん」

　なんだかいたたまれなくて、あおいは素っ気ない挨あい拶さつで仕事に戻もどった。

（──だって連雀に次に会った時、臭いなんて思われたくないんだもの）

　慌あわてていたとはいえ、この前は酷ひどい追い返し方をしてしまった。

　次に会ったらあの時の事を謝らないといけない。そのためにはいつ顔を合わせても恥ずかしくないように臭いを誤ご魔ま化かすものが必要だったのだ。そのための香りだ。

「謝ったら、あとは何を話そうか……」

　なんて話しかけたなら、夏の頃のような仲で話ができるのだろう。単語ではない返事をしてくれるのだろう。

　話がしたい。そう思う半面、怖くもある。

　最近の態度のように、あきらかに拒きよ絶ぜつをされるのは辛つらい。睨みつけるように見られるのも、耐たえ難がたいとばかりに視線を逸そらされるのも。

　期待と不安がせめぎ合って、息が震えた。

（──でも、それでも）

　連雀がどんなにあおいを腹立たしく思い、嫌っても、あおいは連雀のことがどうしても好きなのだ。その気持ちは拒絶されたくらいでは消えそうにない。頑がん是ぜないほど強ごう情じように胸の中に居座っている。

　切ないな……そう呟つぶやきかけて、あおいは何とか堪こらえ、力いっぱい床ゆかを磨みがいた。







　徹てつ夜やの影えい響きようが仕事に出ないようにと気を張っていたあおいだが、その日一日、体は軽快だった。

　夕飯の片づけを終え、火の始末をしながらそのことにあおいはほっと胸を撫なで下ろす。仕事に悪影響がなくてよかった。

　仙気が整えば体調も整うのだとポ太郎に聞いたことがある。今がまさにその状態なのだろうか。そう思うと嬉しさがこみ上げる。

「おや、これから死地に赴おもむく娘の顔とは思えないねえ」

　明日あすの食材の手配を済ませた壬佐々が台所へと戻ってきた。あおいの肩に腕うでをがっちりと回して小鼻を膨ふくらませる。

「んー、それにいい匂いだ。これはあれだね、修練をすっぽかして好いい人と逢おう瀬せに行く算段だろう」

「ち、違いますったら。これは臭い消しです」

「いいねえ若いって。あたしも若いころは好いい人が何人もいたもんだが、こうも年を食っちまうといろんなことが面めん倒どうになっていくもんだ。まいっちまうね、年中寝ね床どこと台所の往復さ！」

　肩を組んだまま壬佐々は笑う。鳥界山に来てから親しい同性がいなかったあおいには、この体温がなんだかくすぐったくて嬉しかった。明るくて気っ風ぷのいい、こういう姉が欲しかったとも思う。

「ほらほら、修練に行く時間だよ。ちゃっちゃとおしよ」

　他ほかの台所女中に残りの指示を出して、壬佐々は肩を組んだままあおいを廊ろう下かへと連れて行く。強ごう引いんに歩かされながらもなんとか先せん輩ぱいたちに上がりの挨拶を述べた。

　蠟ろう燭そくの灯ともされた廊下をたわいのない話をしながら歩き、部屋に着くなり壬佐々は髪かみを梳すいてくれる。壬佐々に世話を焼いてもらうのが修練の前の日課になっていた。

（壬佐々さんが姉さんなら、桃治は兄さんね。なんだかわたし抜ぬきにしても二人は姉弟きようだいみたい）

　闊かつ達たつで面倒見がいいあたりそっくりだ。最強の姉弟になりそうだとこっそり笑う。

「ぴよ、あんたいい嫁よめになるね。針仕事も上手うまいもんだよ。好い人が羨うらやましいねえ」

　長押なげしに掛かけられた単衣ひとえを手にして、壬佐々は口笛を鳴らした。

　実際にはほとんど桃治が直したようなものなのだが、正直には言いづらい雰ふん囲い気きだ。好い人云うん々ぬんという話が出ている以上、変な誤解をされるのは困る。

（そういえば桃治も丹桂花のこの匂い、妙みように気に入ったみたいだったわね）

　桃治も壬佐々と同じようにすっかり日課になってしまったらしく、毎日あおいの休きゆう憩けい時に合わせて握にぎり飯を持ってくるようになった。しかもはやにえの衝しよう動どうが堪こらえきれないのか、最近の握り飯にはなぜか串くしまで刺ささっている。

　以前の約束通り、その際に裁さい縫ほうも教えてもらっているのだが、今日はなんだかんだと近づく度たびにあおいから無遠慮に花の匂いを嗅いでいた。きっとよほど丹桂花が好きなのだろうと思う。

（いつものお礼に匂い袋でも作って贈おくろうか……）

　そこまで考えて、すぐに却きやつ下かした。縫ぬい物ならどう考えても桃治の方が上手いのだ。針下手なあおいが作った物では渡わたされても迷めい惑わくだろう。今は美味おいしいおこげを作ることに専念した方がよさそうだ。

　髪を梳くしけずってもらい、単衣に着き替がえ、あおいは「頑がん張ばってきな！」と送り出された。

　檜ひのきの間に向かいながら、連雀の姿を脳のう裏りに描えがく。

（連雀は、この丹桂花の香り……少しは気に入ってくれるかしら）

　気に入ってくれたら、それこそ匂い袋でも贈ろうか。男のひとだから花の香りでは使い道もないだろうか。

（どっちにしてもまずは裁縫の腕を上げなきゃだめね）

　修練への緊きん張ちようと併あわせて、そんなことを考えた。

　檜の間に入ると、それを見計らったように飛環がやってくる。今日は濃こい茶ちや色の髪が花魁おいらんのように結ゆい上げられていた。とてもよく似合っている。

「宜よろしくお願いします」

　頭を下げると飛環は煙管キセルを咥くわえながらついと目を細めた。あおいを見ているようで見ていない。その鳶とび色いろの瞳ひとみに映しているのはあおいの仙せん気きの廻めぐりだ。

「呼吸もそこそこ安定してはりますなあ。ほな、今日から本格的に始めまひょか。鳥ちよう仙せんの証あかしたる翼つばさの具現。翼よく変へんの練習どす」

　きた。ようやく翼変を練習できるのだと、あおいは期待に胸を躍おどらせた。

　それを読み取ったように、飛環は口元に酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「ぎょうさん苦しむ覚かく悟ごをしといてや」

「はい！　……え？」

　飛環が煙管を投げ捨てた。あ、きちんと火の始末を、とそれを目で追う間に飛環が距きよ離りを詰つめる。その長い両手の指があおいの腹部に押し当てられた。

　何かを握るような仕草をすると同時に、あおいの全身に脂あぶら汗あせが浮かぶ。

「あ、……う……」

　苦く悶もんしながら、あおいは飛環の手を凝ぎよう視しする。

　あおいの腹部に淡あわい光の渦うずが見えていた。丹たん田でんだ。飛環が指をめり込ませて握りしめているのはあおいの丹田そのもので、彼女が手に力を込めるたびに赤黒く明めい滅めつし、ぐにゃりと歪ゆがむ。激しい吐はき気があおいを襲おそった。

「仙気を翼の形に広げる。これが翼変の方法どす。こなたがあんさんの仙気を弄いじってやって見せますさかい、感覚をよう覚えとおくれやす。──ああ、あと吐く時は横向いて吐き」

　最後の言葉を聞き終える前に、あおいは飛環から身を捩よじって嘔おう吐としていた。

　胃が引っくり返るような、耐え難い悪お心しんだった。

　それはまるで、自分という一つの意識が飴あめ細工のように強引にこねくり回されているような悪夢だった。意識が縦に伸のび、横に伸び、ぐるぐると回る。それが時折りあおいの背から噴ふき出す。

　視界の隅すみにひらひらと散る羽根が映った。けれど確かく認にんする余よ裕ゆうがない。

「竹馬と同おんなしおすえ。いっぺん感覚が身についたらもう、忘れることはあらしまへん。お気張りやっしゃ」

　声が出なかった。けれど、眼まな差ざしだけで肯こう定ていを伝える。

（背中から、確かに何かが形になる瞬しゆん間かんがある……。これが、きっと翼変）

　くにゃりと意識が歪む。あおいは悪心に苦しみながら、それでも翼変できる日が近づいているのだと思うと頑張れる気がした。
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　ある日の昼八つ時。

　連雀は日課のように甍いらかの上を歩きながら、ひたすら重いため息を量産していた。

　最近のあおいはなぜだか花の香かおりを纏まとっているのだ。連雀の屋や敷しきにいた頃は、梔子くちなしの花がらを摘つむことはあっても、香りを身に纏うことは無かった。それが急にだ、どうも気になる。

　──女性が香りを身に纏うのは、なぜだか知っていますか？

　今朝会った吉備にその話をしたら、不ふ愉ゆ快かいなほど楽しそうにそんなことを言いだした。

　──好いた相手をそばに呼び寄せたくて、花になっているのです。良い香りで愛いとしの揚あげ羽は蝶ちようを呼んでいるのですよ。まあ悪い虫が寄り付くこともありますが。

（好いた、相手だと？）

　それはいったい誰だれなのだろう。

　考えるより先に、一人の仙の姿が浮かぶ。あおいが一心に見上げ、その頰ほおに手を伸ばした男。

（……あれは囃はや子し方かたの桃治か）

　まだ若い仙だ。そういえば、あおいに屋敷衆の話をしたのも桃治だと聞いていた。二人は、いつから親しくなったのだろう。

　じり、と胸の辺りが疼うずいた。

　夏の間、あおいはずっと連雀の保護下だった。なにを言われても腐くさることなく、ときには鼻っ柱強く前を向いて頑張っていた。その様子はすべて連雀だけが知っている。

　それが今はどうだろう。もはや連雀の雛ひなではない。屋敷衆としてたくさんの仙に囲まれて働いている。連雀が知る様子など今やほんの一部でしかない。──知らない事の方が多すぎる。それが戸と惑まどいを覚えるほどに嫌いやな気分だった。

（あいつは、いいのか？　あいつには言わないのか）

　俺には言っただろう、と苦い気持ちで奥歯を嚙かんだ。

　近づくなと拒きよ絶ぜつをしたくせに、あの男には自分から裸足はだしで駆かけ寄っていくのだ。

　腹立たしい、と思った。納なつ得とくがいかない。苛いら立だたしい。

　それなのに、もどかしく、苦しい。

　ため息を連続投下しながら進み、連雀はその間に努めて意識して、気持ちを切り替かえた。

　これから謁えつ見けんするのは鳥仙をとりまとめる主あるじだ。連雀は両りよう翼よくに風をはらみながらひらりと地面に着地した。茂しげった桑くわの葉に翼が触ふれ、かちゃ、と硬こう質しつな音を立てる。

　連雀は翼変を解きながら、日当たりよく手入れの行き届いた奥樹園を足早に歩いた。

　この広い奥樹園に育つ植物はみな、瑠璃姫の仙気を吸いながら育っている。莫ばく大だいな仙気を養分にして生長し、翡ひ翠すいの葉と珠たまの花を結ぶのだ。

　奥樹園の中心に建った宮へとたどり着くと、連雀は宮の前に置かれた籠かごから淡い萌もえ黄ぎ色いろの繭まゆをひとつ取り出して出来を確かめた。羽は衣ごろもを織るのに使われている繭だ。この繭を作り出す天てん蚕さんも、奥樹園のクヌギやコナラの葉を食べて育つように放し飼いがされている。

　中に入ることを許す声がかかり、連雀は繭を置いて宮の中へと足を踏ふみ入れた。

　まず目に飛び込んできたのは圧あつ倒とう的に鮮あざやかな瑠る璃り色いろの髪だ。見事な打ち掛けを羽織ってはいたが、神しん与よの瑠璃色を持つ瑠璃姫の前ではただの引き立て役にしかならない。白はく鶴つるが瑠璃姫の召めし物を仕立てるのを嫌がる気持ちもわからなくはないほどだ。

　同じ色のまつ毛が彩いろどる大きな目が真っ直すぐに連雀へと向けられた。

「ご苦労ね」

「有りがたきお言葉です。瑠璃姫様におかれましては今こん日にちも──」

「おやめなさい、連雀。あなたが改まるとわたくしもそうせねばならないの。それはわたくしのためにならないわ。少しくらい息いき抜ぬきをさせてちょうだい」

　伏ふして口上を述べようとするのを瑠璃姫の声が遮さえぎった。いかなる至高の楽器も及およばない、魅み力りよくにあふれた美しい声だ。ゆっくりと面おもてを上げながら、近くに控ひかえる番ばん頭がしらの男を窺うかがった。

　瑠璃姫がいくら良しと言っても、この暴走気味の番頭が許さなければ、後になって物もの陰かげで首を斬きり落とされかねない。番頭は諦あきらめと不快の混じった表情をしていた。ならば可だと判断する。

「それではお言葉に甘えさせていただきます」

「甘えなさい。わたくしの友は少ないのだから」

　瑠璃姫は花のような唇くちびるをほころばせた。

　姿勢を正して瑠璃姫の正面に座り直すと、飛環が織り上がった一枚の羽衣を連雀の前に差し出した。

　天蚕が翡翠を食べて紡つむいだ萌黄色の絹糸は、玉をちりばめたかのようにきらきらと光っている。禾火祭本番ではこれが十五枚、茜あかね色いろの夕ゆう陽ひを受けて燃えるように輝かがやくのだ。

「よい出来です」

　先日漉すきあがった紙垂しでに使われる紙もよい具合だった。

　問題ないことを確認し、連雀が早々に拝辞の挨あい拶さつを述べようとしたところで、めずらしく飛環が口を開いた。

「ところでそなた様さん、近ごろよう屋根の上を散策しておいなはるとか。なんぞ空に面おも白しろきことでもござりましたので？」

「ああ、ちがうの飛環。連雀は面白くないから屋根に上がっているの、ねえ連雀」

　ぱちんと愛らしく手を合わせ、瑠璃姫が嬉き々きとした顔で代わりに答える。

　連雀はぶほっ、とおかしな咳せきがこみ上げた。

「新しく屋敷衆に入ってきた雛がいるでしょう。あれは夏のあいだ連雀が育てていたの」

「ああ、あの克倉の娘むすめのことでござりますか。ほうしますと、親心からの監かん視しゆうやつでいらしゃりますな」

　ははんなるほどという風に飛環が視線を寄よ越こしたが、目を合わせられなかった。変な汗あせが噴き出してくるのはなぜなのだろう。

「姫ひめ、飛環、そういうことでは」

「そう。ちがうのよ、親心だなんて。だって連雀はその雛に囀さえずりまで……」

「ひ、姫！」

　あまりのいたたまれなさに腰こしが浮いた。なんだか顔がどんどん熱くなってくる。

「……それでは、私はこのあと白鶴のところも回らねばなりませんので」

「その前に雛のところでござりますな」

　にやにやと目を細めて飛環が言う。しかも図星だったので言葉に詰まった。

　赤くなった顔を隠かくすように頭を深く下げながら挨拶を述べて退室する。これから茶湯の時間だという瑠璃姫もともに宮を出た。

　奥樹園を抜け、檜ひのき棟とうの渡わたり廊ろう下かを越えたあたりで瑠璃姫が立ち止まった。じっと連雀の胸むな元もとを見つめている。

「あら、連雀。これは天の河原の石ね？　なつかしいこと」

　そう言って連雀の胸にそっと手をあてた。そこにしまってあるのは瑠璃姫が言った通り天の河原の石だ。

　瑠璃姫はむず痒がゆそうな顔になって連雀を見つめた。

「これがまさに兄の恋こい文ぶみを盗ぬすみ見た夢見る少女の生温かい気持ち、というやつかしらね、飛環」

「ご、ご冗じよう談だんを……」

　あおいに渡すために持ってきたのだということを見み透すかされていて、連雀は動どう揺ようした。

　しかもなんだろう、恋文という言葉は。妙みように気き恥はずかしさがこみ上げて、冷めかけていた頰の熱が再び上じよう昇しようした。

　真っ赤になっている連雀をにやにやと見ていた飛環がおや、と急に遠くに視線をやった。

「話をすれば、件くだんの娘にござりますなあ」

　紅こう梅ばい棟とうの下げ駄た脱ぬぎから下りかけた格好で固まりながら、確かに少女がこちらを見ていた。







　どうして、と思う。

　どうしてこんな時に。最悪な会い方だ。

　雪せつ隠ちん掃そう除じを終え、さあ早く身を清めようとしたところで、紅梅棟の雪隠に雑ぞう巾きんを忘れてきたことに気が付いた。慌あわてて取りに戻もどった帰り、あおいは見てしまったのだ。

　頰を染めて悩なやましい顔をした連雀と瑠璃姫が、互たがいに熱く見つめあっているところを！

　考える間もなくあおいはとっさに駆け出していた。

（やっぱり、二人はそういう仲だったの……？）

　二人の仲は誤解だったのだと、そういう希望を胸に抱いだいていたのに。

（姫様、連雀の胸に手をあててた）

　いまにも二人抱だき合いそうな、そんな様子で……。

　あおいは走りながらぎゅっと胸元を握にぎり締しめた。胸が苦しい。呼吸が苦しい。急に全力で走りだしたからだろうか。

　そう思ってから、違ちがうとわかる。視界がぶわりと歪ゆがんだ。涙なみだだ。嗚お咽えつを堪こらえているから息が苦しいのだ。

（な、んで。なんで泣くの！　わかってたことじゃない！）

　囀りを聞かせてくれたのだって、神事が迫せまる中での苦く渋じゆうの決断だった。

　びいどろの簪かんざしをくれたのだって、あおいが泣いていたからその慰なぐさめにくれただけで、他ほかに意味は無いのだ。百合ゆりの簪だってそう。あれは褒ほう美びだって連雀自身が言っていたじゃないか。

　二人の仲を誤解だと思ってしまったのは、そうだったらいいと自分が強く望んでいたからだ。

　二人の仲を信じたくなかったから、きっと自分に都合よく解かい釈しやくをしていた。なんて恥ずかしい。心得違いも甚はなはだしい。

　福乃の言葉が耳によみがえる。

　──あんたは別に、特別でもなんでもなかったんだ。

　その通りだ。本当に、その通り。

　みっともなく泣くのが嫌いやで、歯を食いしばって涙を堪える。

　見事な打ち掛かけを羽織って歩く瑠璃姫と、すっかり薄うす汚よごれた長着を纏まとった汚きたならしい自分の対比が辛つらかった。嫉しつ妬と心ではなく、惨みじめな羞しゆう恥ち心しんがあおいの胸を苦しくさせる。早く去りたい。消え去りたいとすら思った。

「待て！」

　逃にげるように去るあおいに声が掛けられた。音を立てて血の気が引いてゆく。

（き、聞いてない。聞こえない！）

　それに誰だれに待てと言ったのか、名前を呼ばれたわけじゃない。自分の事ではないかもしれない。何でも自分の事だと思うのはきっと自意識が過か剰じようというやつだ。呼び止められるようなことは何もしていないのだから！

　ところが、自分に言い訳をしながら全速力で駆かけるあおいの頭上を、何かが飛び越えた。

　大きな一対ついの翼つばさが見えると同時に、反射的に向きを変えて走る。

「待て、俺だ！」

　隠れる場所を探しながらあおいは走った。

「それともやはり、俺だから……逃げるのか？」

（無視したい無視したい無視したい！）

「…………」

　それなのにその声があまりにも切なく聞こえて、あおいはついに立ち止まった。

　後ろで着地した連雀が、躊躇ためらいがちに近づいてくる。

　すぐに玉たま砂じや利りを踏ふむ音があおいの真後ろで止まり、心臓が跳はね上がった。衝しよう動どう的にまた逃げ出そうとして、すんでのところで思い止とどまる。

（そうだわたし、次に会ったら謝ろうって……そう考えてたじゃない）

　前に会った時に酷ひどい追い返し方をしたことをまず謝って、それから何を話そうかとずっと考えていた。会った時に恥ずかしくないようにと着物には丹桂花きんもくせいの香かおりもつけた。

「…………」

　あおいは呼吸を整えた。

　みっともない真似まねは、もうよそう。

　泣きそうな顔をしていたら連雀に気を遣つかわせてしまう。迷めい惑わくはかけないと何回誓ちかっただろう。誓いというのは果たすためにあるのだ。

（よ、よし）

　えいっとあおいは自分を鼓こ舞ぶして振ふり返った。明るい顔をつくりあげる。

「あの！　この間はごめ……って近っ!!」

　あおいは思わず仰のけ反った。

　今まさに親の仇かたきを斬きり捨てようかという物もの凄すごい殺気こもった形相の連雀が、あおいの鼻先に壁かべのように立ちふさがっていた。

「あおい」

「きゃ！」

　殺気に圧あつ倒とうされるように半歩を下がると、連雀が驚おどろいたように目を瞠みはった。一いつ瞬しゆん傷付いたように瞳ひとみが揺ゆれるのが見えた。

（──なに？）

　吸い込まれるようにその目を見つめると、突とつ然ぜん手を取られた。

　無言のまま、手のひらに冷たく硬かたい何かが握らされる。それをなんだろうと確かく認にんする間もなく、あおいの頭の中は一気に混乱状態になった。

　連雀の手が、今度はあおいをがっしりと捕とらえたのだ。大きな手が抵てい抗こうを許さない力であおいの両りよう肩かたを摑つかんでいる。

（ち、近い近いっっ！）

　雪隠の掃そう除じをしたのはつい先ほどだ、いくら花の香りを染しみ込ませたって絶対に悪あく臭しゆうの方が勝まさっている。絶対に嗅かがれたくない。早く離はなれなくてはと思うのに、彼の手があおいの肩を摑んで離さない。恥ずかしさから逃のがれるように俯うつむいた。

（い、痛……）

　あおいはわずかに眉まゆを歪めた。連雀の手には力の加減というものが感じられない。痛みからではなく、切なさからあおいは泣きたい衝動に駆られた。

　きっとこの手に込められているのは苛いら立だちだ。

　夏の神楽かぐらの後からずっと続いていたあおいへの腹立ちが、この力に込められているに違いない──そう思うと、切なくて悲しくてやるせない。

　せめてあおいを不快に思う理由を教えてほしい。そう口にしようと長身の連雀に向かって顔を上げかけ、ふと気が付いた。

（この手……震ふるえてる……？）

　驚いて凝ぎよう視しする。あおいの肩を捕らえた連雀の手は、寒さにかじかむように小刻みに震えていた。

　今日はそれほど寒くはない上、連雀はこれでもかというほど厚着をしている。それなのにどうして、と不思議に思っていると、その手に一層力がこもった。

　連雀を見上げると、彼は何かを決意した顔で一度強く唇くちびるを引き結ぶ。

「あおい、きちんと俺を見ろ」

　言われたからではなく、その言葉に啞あ然ぜんとして彼の目を凝視する。

「目を逸そらさないでくれ。──まずはお前の瞳に、俺の顔を映したい」

「は……」

　呼吸のしかたを数拍はく忘れた。

　切れ上がった鋭するどい連雀の目。最悪に不ふ機き嫌げんそうな眉。それなのに目元はほんのり赤く色づいていて、じっとあおいの目を見つめながらどんどんと近づいてくる。

　本当に言葉通り、あおいの瞳に自分の顔を映そうとするかのように……。

　息を詰つめてそれに見入っていたあおいは、互いの息がかかりそうなほどの距きよ離りになって、ついにはっと我に返った。

　潤うるんだ連雀の瞳。まつ毛の一本一本まで数えられそうで。あらゆる熱を込めてあおいの瞳を一心に求めている。もう鼻の先が触ふれそうだった。

「──っちょ、ちょっと、れ、れ、連……っ！　いやあ！」

　羞恥心が限界を超こえた。
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　あおいは渾こん身しんの力で腕うでを突つっぱねる。

「あ、あお……」

「それじゃ、さよならでス！」

　あおいは手の力が緩ゆるんだすきに身を捩よじって抜ぬけ出し、茹ゆで上がった顔を隠かくしながら脱だつ兎とのごとくその場を去った。
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「お前、なんか変じゃねえ？」

　休きゆう憩けい時。汚よごれた長着を洗い、着き替がえて自室で裁さい縫ほうをしていると、桃治が庭を通ってやってきた。縁えん側がわに腰こしを掛けての第一声がそれだった。

「なにも！　なにも変じゃありませんのでス！」

　ついポ太郎口調になってしまったあおいの顔を、桃治は身を乗り出してまで胡う乱ろん気に覗のぞきこんでくる。なんだか無む性しように恥ずかしくて顔を逸らした。頰ほおが熱い。

「いや変だろ。なんかあったのか？」

　問いに、つい先ほどの連雀とのことを思い出して顔が真っ赤に燃え上がった。

（なんだったの、あれは。肩を摑まれて、どんどん顔が近づいて…………。お前の瞳に、なんだって言ってた!?）

「あああっっ！　もうやだもうやだなんなのあれは！」

「だからなにがあったんだって訊きいてんだよ」

「なにもないっ！」

　鼓こ動どうが速い。顔が熱い。桃治の視線が痛い。

　あおいは呻うめいて顔を隠すように俯いた。そして再度呻く。修練用の単衣ひとえの袖そでを繕つくろっていたのだが、いつの間にか右の袖と左の袖を筒つつ状じように縫ぬい合わせていた。なんだろうこれは。

「しゃあねえなあ、貸してみろ」

　あおいの手からそれを取り上げ、代わりに懐ふところから取りだした握にぎり飯の包みを寄よ越こす。有り難がとうを告げる時にはすでに器用な手つきで糸を切り始めていた。

　木目の美しい長なが火ひ鉢ばちでは湯が沸わいている。あおいが茶を淹いれて桃治のそばに置くと「いいから握り飯食ってろ」と言われ、じゃあ遠えん慮りよなくと手を合わせた。

「いただきま──あがっ」

　か、硬い！　歯が折れそうなほどかちかちの握り飯だ！　…………と思ってよく見たら、あおいが齧かじり付いたのは握り飯ではなく、先ほど連雀に渡わたされた饅まん頭じゆう大の何かだった。

「……飯、こっちだ。お前大だい丈じよう夫ぶか？」

　歯ではなく頭の心配だ。あおいは笑って誤ご魔ま化かした。

　今度こそ握り飯を食べながら、謎なぞの饅頭大の硬い何かを手のひらで転がしてみる。

（なんだろう？　石かしら？）

　すべすべしていて、白くてきれいだ。ちょっと粉がかったような色味をしているので大だい福ふく餅もちに見えなくもない。

　甘党で餡あん子こ大好き連雀のことだから、これも珍めずらしい饅頭なのかも、ともう一度歯を立ててみた。やっぱり硬い、石だ、と判明したところで、桃治の物凄く不ふ審しんな視線に気が付いて慌あわてて懐にしまう。

　お前なあ、と心底あきれた様子で桃治が頭を搔かいた。

「食えねえよ。そりゃ温おん石じやくだ」

　長火鉢を指差す。入れてみろという仕草だ。あおいは懐から取り出し火の中に転がした。

　二人で火鉢をのぞきこむと、白かった石が夕ゆう陽ひのように赤く燃えていた。あおいが握り飯を平らげたころ、桃治が火ひ箸ばしを使って器用に取りだした。

「くるむような真綿も布もないわ」

「手しゆ巾きんでいい。これは天の河原の石だから火傷やけどすることはねえ」

　あおいが手巾を広げるとその上にぽすっと落とす。恐おそる恐る包み込んだが、確かに熱くない。じんわりと心地ここちよい温かさだった。懐に入れると気持ちいい。

「これ、どうしたんだ？　食おうとするくらいだからお前のじゃねえんだろ」

　心地よさにほっこりしていると、桃治が訊いてきた。その表情はどこか苦みを帯びていた。

「もらった……のかしら？　渡されただけだから、ちゃんと確認するまで勝手に使うのはよくないかも」

　やる、とは言われていない。思い出して、再び顔が熱くなる。

　大たい概がいやることがよくわからない連雀だけれど、この温石にもさっきの行動にもじつは何かきちんとした意味があったのだろうか。

　……でも今理解してあげることは難しそうだ。あおいは考えることを放ほう棄きした。脳みそが完全に茹で上がってしまう。

　くそ、という微かすかな悪態が聞こえた気がして顔を上げ、あおいはその顔に茶の水みず鉄でつ砲ぽうを食くらった。湯ゆ吞のみに口をつけた桃治が噴ふきだしたのだ。

「ぶ！　んだこれっ!?　薄うす!!」

「ちょっと、桃治汚きたない！」

　手巾は温石を包むのに使ってしまった。仕方なく袖で拭ぬぐおうとすると、桃治が「悪わりぃ」と謝りつつ代わりに拭ふいてくれた。

「つかなんだこの茶は……。色しかついてねえ。味も香かおりもねえ！」

「ああごめん、出で涸がらしだから」

　あおいにとっては馴な染じみのある味だったのでつい普ふ通つうに出してしまったが、仙せんが口にするような味ではなかったかもしれない。

「なんで出涸らし……？　茶葉はどうした、支給されてんだろ」

「ごめん、これがそうなの」

　あおいが答えると桃治はぽかんと顎あごを落とした。

「どゆこった」

「うーん、誰だれか暇ひまな人が出涸らしの茶葉を乾かん燥そうさせて、この部屋の茶筒に詰めてくれたみたい」

　この部屋を用意された日からすでに中身は出涸らしだった。しかもちゃっかり乾燥させてあるのだから恐れ入る。

「みたいって。なんだその言い方、軽っ！　捨てろよ、取り替かえてもらえよ」

「一回は替えてもらったんだけど、仕事して帰ってくると元に戻もどってたし。面めん倒どうだからいいかなって」

「新人いびりもここまで来ると、もうなんも言えねえな。飲んでるお前にも呆あきれるわ」

「べつに口をつけたものじゃないし、もったいないし」

　出涸らしといっても本当に出涸らしてあるわけではなく、一、二杯はいしか飲んでいないようなもので、しかもそもそもの品質も良い。桃治は色しかついてないと言ったが、あおいにとってはまだまだ飲める高級茶だったのだ。

「だけどお客さんに出すようなものではなかったわね、ごめんなさい。下げるわ」

　あおいが湯吞を下げようと手を伸のばすと、先に桃治がぐいっとそれをあおって飲み干した。

「──ん、これは茶じゃなくて色つき湯だ。まあ不味まずくはねえな」

　ごっそさん、と空の湯吞を渡される。気を遣つかってくれたのだとわかってあおいは笑えんだ。

「桃治っていいやつね」

「知ってる」

　ほらよと失敗した糸をほどいた単衣を渡されて、あおいは再びほつれた袖を縫い始めた。

「しかしお前な、泣き寝ね入いりばっかしてるとなめられるぜ」

　時折り針使いに指導を入れ、結局見ていられなくなったのか取り上げて縫い始めた桃治がそんなことを口にする。苛いら立だちを堪こらえているような表情だ。

　いくつかあった新人いびりと言われるような出来事に対して、あおいの代わりに腹を立ててくれているのだ。

「いつも心配してくれてありがとうね。でも泣いてなんかないわ。出涸らしのお茶をわざわざ乾燥させて茶筒に詰つめるなんて、よく面倒なことやるなーって感心はするけど。完全無害だし」

　地道に労力をかけて仕組んでいる人物がいると思うと正直可笑おかしい。出涸らしなどではなくいっそ下げ剤ざいだとかにする手もあるだろうにとも思う。

　とはいえ、もしそうなった場合はさすがにあおいも黙だまってはいないので、騒さわぎにはなるだろう。不審な動きを見ていたものがいれば犯人は割れ、仙らしからぬ行いにお咎とがめがあるかもしれない。それを考えればこのくらいの嫌いやがらせが丁度いい……というと語ご弊へいがあるけれど、相手としては手の打ちどころなのかも知れない。

「──丹桂花きんもくせい」

「え？」

　桃治の華か麗れいなる玉結びに見入っていたあおいは、その声が妙みように近かったことに驚おどろいて顔を上げた。

　身を乗り出して距きよ離りを詰めた桃治があおいの肩かた口ぐちに鼻を寄せているところだった。

「こらっ」

　あおいは厳いかめしい顔を作って桃治の額を軽く小こ突づく。桃治は急に怯おびえともとれるような気弱げな目をしてあおいを見た。

「あのね。いくら花の香かが気に入ったからって、そんなことしてると周りから変な誤解されるわよ？」

　特に壬佐々だ。あおいが花の香かを纏まとい始めたことを何か誤解しているようだった。

　桃治はばつが悪そうに目を逸そらして俯うつむく。

「…………悪わり」

「うむ、許す。ってわけだから、その玉結びのやり方教えて？」

　反省した桃治の頭を、あおいは得意顔でぺこぺこと叩たたいてやった。
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　問題が起きたのは、その日の夕方。

　いつも通り台所で沸かした湯を瑠璃姫の湯ゆ殿どのに運び終え、廊ろう下かにこぼれた水すい滴てきがないかを確かく認にんし、台所で火の始末をしていた時のこと。

　ピィ──ッ！　とけたたましい笛の音が響ひびいた。

　なんだろうと顔を上げるより早く、その場にいた壬佐々に腕うでを取られた。

「これは番ばん頭がしらの笛の音だ。集合だよ！」

　戸と惑まどうあおいの手を引き、壬佐々は台所を出る。

　警備の筆頭である番頭が笛を鳴らして集合を呼びかける……不ふ穏おんなものを感じてあおいはわずかに身を緊きん張ちようさせた。

　二人が向かったのは裏門前の門庭だった。遅おくれたつもりはなかったものの、翼よく変へんせずに走った分あおいたちは遅おそかったようだ。すでに多くの仙が集まっていた。

　輪のようになった人ひと垣がきの中からあおいを見つけて桃治が手招きする。

　中心にいたのは闇やみを纏ったかのようなひょろりと背の高い鳥ちよう仙せんだった。どこか儚はかない雰ふん囲い気きの、翳かげのある顔立ち。後ろでゆるく結ばれた髪かみは夜よりも深い黒。同じく黒色をした目と、その周りに施ほどこされた刺青いれずみにも似た青い隈くま取りが印象的だ。

　今にも壊こわれそうな雰囲気を纏いながら、茜あかね色いろの空の下、光をすべて吸い込んでしまいそうな闇色の存在感は他を圧あつ倒とうしていた。

「あれが番頭、三さん光こう鳥ちよう仙の青あお瑪めだ」

　桃治がそっと耳打ちしてくれる。

　青瑪は屋や敷しき衆が全員そろったことを確認すると、どこか危あやうげな笑みで一同を見回した。

「さあ、誰を殺したらいい？」

　開口一番の不穏な言葉に全員が目を剝むいた。

　舌打ちとともに女中頭の壬佐々が口を開く。

「なにがあったんだい、説明するのが先だろう」

「説明をしたら、殺されに来てくれるのかな」

　儚げな雰囲気でありながら、青瑪の目には狂きよう気きが宿っているようにも見えた。

「青瑪はん、勝手に始末したらあきまへんえ」

　いつもよりもずっと低いが飛環の声だ。声がしたのは頭上だった。見上げれば、茶色い翼つばさを悠ゆう然ぜんと広げて滑かつ空くうしてくる飛環の姿があった。

　そのまま青瑪のそばに着地し、翼をたたむ。いつもの凜りんとした面おも差ざしには今あきらかな憤ふん怒ぬが浮うかんでいた。

　飛環はぐるりとその場にいた全員、一人一人を入念に睨にらみつける。

「よく聴ききや。この屋敷の中に、瑠璃姫様に害をなそうとしさらす者もんがいよる」

　怒いかりを押し殺した飛環の声に、辺りがざわついた。

「湯殿の糠ぬかに漆うるしが仕込まれてあった。全員に話を聞くさかい、このまま一列に並びや」

「それで、姫ひめ様はどうなんだい？」

「大事あらしまへん。けどな、仕込んだ者もんがどうなるんか、ようわかっとるやろな」

　後の言葉は全員への脅おどしだ。青瑪は既すでに仙気で作りだした大おお鎌がまを手にしている。

「まさか冤えん罪ざいで殺されたりしねえだろうな」

　ぼそりとした桃治の言葉にあおいも不安を感じながら、飛環と青瑪に向かって延びた列に並んだ。あおいは列の最さい後こう尾び。前は桃治だ。何人か前には福乃の姿もあった。

　事情を一人一人に訊きく作業は、仕方のないこととはいえ予想以上に時間が掛かかる。

　警備の番士とお側そば衆しゆうを除き、屋敷衆は全部で三十人。桃治のように通いの者もいれば、壬佐々のように住み込みの者もいる。それらの区別なく、列の先頭になった者が少し離はなれた位置にいる飛環と青瑪のもとへ行き、今日一日の行動を説明するのだ。そしてそれは証言を証明できる他者がいるほど良い。

　聴ちよう取しゆの時間がとにかく長かったのは、福乃とその友人たちだった。どうやら瑠璃姫に反はん抗こう的だということで前々から青瑪に目をつけられていたらしい。

　今にも何気ない顔をしたまま鎌をひと薙なぎしそうな雰囲気の青瑪を前に、あの福乃が顔を青くして緊張しているのがわかる。

　最後尾にいたあおいの順が回ってきたときには、すでにとっぷりと日が暮れていた。







「はぁーあ……」

　布ふ団とんにもぐりこむなりため息が漏もれた。

　今日の修練は中止にされてしまったのだ。確かにそんな場合ではないけれど、禾火祭まで時間がないあおいには大きな損失になった。

（それにしても瑠璃姫様、大だい丈じよう夫ぶかしら）

　飛環によると大事はないとのことだったが、漆はかぶれると酷ひどい。触ふれた箇か所しよだけでなく全身に発ほつ疹しんや水ぶくれができるのだ。肌はだの弱いものなら顔は目も開かないほどに腫はれ上がって、四よつ谷や怪かい談だんもかくやというありさまになる。

（なんともないとは言わなかったから、きっとかぶれが出たんだわ）

　軽い症しよう状じようだといいけれど、と思いながら胸に手を当てる。

　また以前のように嫉しつ妬とに駆かられてしまうかもと自分でも警けい戒かいしたけれど、予想外に心は穏おだやかだった。早く姫の容体が良くなりますように、と素す直なおに祈いのれる自分が嬉うれしい。

　懐ふところでは連雀に渡わたされた温おん石じやくが、まだほかほかとあおいを温めていた。

（昼間……二人は何をしていたのかしら）

　どこをどう見てもよい雰囲気だった。誤解のしようがない。

　あおいは完全に玉ぎよく砕さいしたのだ。

　それなのに、泣けないのはどうしてなのだろう。




　──お前の瞳ひとみに、俺の顔を映したい。




　思い出し、あおいは耐たえきれず呻うめいた。

（…………ほ、ほんっとになんだったのよっ、あれはっ！）

　悶もだえるようにごろごろと畳たたみの上を転げまわる。

　神事の夜と違ちがって連雀は素面しらふだったのだ。なんてたちの悪い。玉砕したことがいまいち実感できないのはこのせいだ。

（ち、ちがうわ、冷静に……。きっと意味があるのよ。空から落としたのは本能を目覚めさせてわたしが身を自分で守れるようにさせるため、で）

　神楽かぐら舞まいの練習では休きゆう憩けいを終える時に物もの凄すごく睨まれていたけれど、あれはあおいが台座で躓つまずかないかと注意してくれていた目だった。外出を嫌いやがられてたのは、やっぱり安全のためで……。

（わたしの目に顔を映したいっていうのは、自分の顔が見たいから……そうだわ！　鏡にしたかったのね！）

　自分正解！　がばりと起き上がってから、やはり違うと突つっ伏ぷした。

（だったらわたしの目じゃなくて、いくらでも手水ちようずや池があったじゃないの……）

　あおいは力ちから尽つきた。やはり考えても理解できそうにない。それに考えれば考えるほど鼓こ動どうが速くなって頰ほおが熱くなる。

　あおいは気持ちを落ち着かせるためにも仙せん気きの流れを把は握あくするためにも、静かに瞑めい想そうをすることにした。

　寝ね転ころんだまま、腹部に手を当てる。息を──精を吸い、体内に取り込み、気に練って回す。その流れを強く意識する。

　浅く吸い、深く吐はく。

　それを繰くり返すうち、あおいは久しぶりの穏やかな眠ねむりについていった。
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「無ぶ粋すいですねえ。炬こ燵たつ開きはまだまだ先でしょうに。これほど早く炬燵を出す者は仙界どころか地上界を含ふくめても他にいないでしょうね」

　留守だとチャ助に告げさせたにもかかわらず、今日も吉備は書しよ斎さいまでやってきて、開口一番に呆あきれ口調でそんなことを言った。

　返事をするのも連雀は億おつ劫くうだった。今日は風が強い。時折り隙すき間ま風かぜが吹ふき抜ぬけて、体力のすべてを根こそぎ奪うばっていこうとする。

　ぼうっと炬燵に体を押しこめていると、吉備はさすがに妙みように思ったのか心配した様子でそれを覗のぞきこんだ。

「きみ、どうしたのです。様子が……いえ仙気もおかしいじゃないですか。息、してます？　食事は摂とってます？」

「どうでもいい」

　吉備はちらりと廊ろう下かへ視線を向けた。控ひかえていたチャ助が水も食事も摂っていないと答える。困り顔のたぬき玉たちがモコモコと廊下に押しかけていた。

「いったい何があったのです？」

「……悪い虫は俺の方なのか」

「はあ？」

　吉備はポ太郎を振ふり返った。しかしポ太郎も状じよう況きようがわからないらしく首を振る。

「なぜこうも体が重い。なぜ吐いた息は地面にめり込んでいく。それもこれもやはり、俺が悪い虫だからなのか」

「きみはなに乙女おとめなことを……ではなく、とぼけたことを？」

「吉備様、どう見ても顔が『わくわく、どきどき』状態なのでス」

　ポ太郎に鬢鏡てかがみをかざされて、吉備はさっと扇せん子すで口元を隠かくした。

「何があったのか知りませんが、いえ、なんとなく察しがついてちょっと楽しいのですが、きみ。炬燵に引きこもっていて何になるのです。仕事は溜たまってしまいますし、あおいの様子も見に行けないでしょう」

　連雀は『あおい』の名にびくりと肩かたを揺ゆらした。ふい、と顔を逸そらす。

「俺が行って何になる。俺はあおいに嫌きらわれているんだぞ」

　吉備は少し考える仕草で斜ななめ上を見つめた後、まあ、と扇子でぽんと手を打った。

「玉の輿こしだと騙だましてさらってきたところから始まって、空から三度も落としてみたり軟なん禁きんしてみたり、突とつ然ぜん何も言わず態度がおかしくなったり、禾火祭について説明するのを躊躇ためらいまくっていたり、目つき悪かったり人ひと斬きり人相だったりと、まあ徹てつ頭とう徹てつ尾び嫌われる要素有りまくりでしたが」

「…………」

　連雀の顔色はみるみる青ざめた。

「ですがまあ、そのあたりで嫌うくらいなら、きみのために金つばを買ってきたりなどしないでしょう。あおいの貴重な仙貨だったのです」

「…………」

　連雀は無意識のうちに口元を押さえた。あの味は、舌が覚えている。

　潰つぶれ、砂がついてしまった金つば。あおいの様子ですぐに、自分に買ってきてくれたものだと察しがついた。居い候そうろうをしていることを恐きよう縮しゆくしているようだったから、そのことへの礼だったのかもしれない。それでも、胸が温かくなった。

　初めて出せた仙貨はどの雛ひなにとっても特別なものだ。連雀もそうであったし、吉備や瑠璃姫でさえそうだった。浮うかれ、喜び、自分の好きなものを購あがなおうとする。それは仙になった自分自身への祝いでもある。だが、あおいはそのたった一枚の鼈べつ甲こう仙から連雀の好物も選んできてくれたのだ。驚おどろきとともに、嬉しかった。

　砂が交じっていても、美味おいしかった。甘かった。連雀にとっては忘れられない味だ。

「夏の間のあおいを一番よく知っているのはきみです。いま躊躇っていたら、この秋の間に二番に転落しかねませんよ。きみの知らないところでどんどん笑え顔がおを増やしていく。それに、瑠璃姫の屋や敷しきで〝脅おどし〟が起きたのだとか。報しらせがきているでしょう」

「もう見み舞まいには参じた。大事は無かった」

　吉備は焦じれったいと言わんばかりに指で炬燵を叩たたく。

「大きな声では言えませんから小さな声で言いますがね、姫ひめなんてどうでもよいのですよ、わたしは。問題はあおいです。どう巻き込まれるやらわかりませんよ」

「わかっている。だが、嫌う男に守られて嬉しいはずがないだろう」

「なに言ってるんです。〝嫌われている〟ではなく〝嫌われているかもしれない〟から恐おそれているのでしょう。確信に変わってしまうことが恐ろしいのです、きみは」

　連雀は軽く目を瞠みはった。吉備は扇子をたたみ、びしりと連雀につきつけた。

「嫌よ嫌よも好きのうちと言うでしょう。ここは嗜し虐ぎやく心をむき出しにして迫せまるところですよ！　どうせきみのことですから、桃治との仲を疑っているのでしょう。あれは犬のように馴なれ馴れしい男ですから、放ほうっておくと危険です。今回ばかりは手を貸してやりたいところですがわたしは蟄ちつ居きよ中ですし」

　蟄居？　と連雀は胡う乱ろんな目で吉備を見た。桃治が危険なのはもうわかっている。それより謹きん慎しんを命じられているならなぜここにいるのだろう。全く蟄居を守っていない。

「何をやらかしたんだ？」

「ちょっと獣じゆう精せいに不当な労働を依い頼らいしたのがばれてしまいましてね」

「なんだそれは」

　どうせまた何か悪わる巧だくみでもしていたのだろうと見当をつけて、連雀は書案つくえに向かった。

　あおいの様子を見に行くにはまず瑠璃姫の屋敷を訪おとなう必要がある。その口実になるような仕事や書類はなかっただろうか。

　紙をめくる指が恐ろしいほど焦れったい。しかし結局、目的のものを探すにはある程度仕事を片付けねばならないようだった。下の方の書類はどうやっても確かく認にんのしようがない。

　炬燵を出る決心がついたのに、そう簡単に敷地内からは出られないようだった。

　連雀は渋じゆう面めんを作りながら、もどかしい思いで積み上がった書面の決裁を始めた。
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　あおいの安あん眠みんとは裏腹に事件は続いた。

　朝、強風が吹き荒あれる中、池の鯉こいが切り刻まれているのが発見されたのだ。

「……なんでこんなことに」

　屋敷衆の昼飯時、台所の隅すみであおいは汁しる物ものを飲む手を止めて呟つぶやいた。

　風で台所の戸板ががたがたと物音を立てる。それが一層不ふ吉きつな空気を煽あおっている気さえした。しかも外はまだ昼だというのにすでに薄うす暗ぐらい。

「まあとりあえずきちんと昼飯をとれるようになったんだ、そこを喜んだらどうだい」

　一人食事を先に終えた壬佐々が、さらさらの白い髪かみをかき上げて快活な笑みを見せた。

　なんでも、入りたてで信用の薄いあおいを掃そう除じのために屋敷内で自由に歩かせるのは問題があると番所からお達しがあったそうで、今朝からあおいや数名の女中は配置換がえとなったのだ。

　雪せつ隠ちん掃除も同じ理由で外され、あおいは現在台所雑用と洗せん濯たく係で、きっちり昼に休きゆう憩けいをとれる立場になった。とはいえ気分は全然有りがたくない。

「壬佐々さんなんてお毒見役なんて命じられて……。必要な役だとは分かるけど、なんだかいい気分じゃないわ。いつもやってるならともかく、急にっていうのも余計に納なつ得とくしがたい感じ」

　壬佐々が誰だれより早く食事を終えているのはそれが理由だ。食事が出来上がると配はい膳ぜん女中とともに奥おく御ご殿てんへ出向き、毒見をさせられている。

「あたしが台所の責任者だからねえ。作った者が責任持てってこったろうよ。そもそも仙せんならちょっとした毒くらいじゃ死にやしないはずさ」

　試ためしたこたないけどね、と壬佐々は肩をすくめてみせる。

　おどけて見せてくれたのはわかるけれど、とても笑う気分にはなれなくて、あおいはただ困った顔で椀わんに口をつけた。

　そこへ桃治がようやく仕事に一区切りをつけてやってきた。膳を持ちあおいの隣となりに腰こしを下ろす。

「お疲つかれ。顔に土ついてる」

「おう」

　あおいが頰ほおを示してやるとぐいっと男らしい仕草で拭ぬぐう。

「お前らもひとまずお疲れさん。聞いたか？　午後の仕事の前にまた聴ちよう取しゆがあるらしい」

「まさか、またなんかあったのかい？」

「瑠璃姫の下げ駄たや草ぞう履りに漆うるし液が塗ぬられてたらしいぜ。番士が見つけたとか」

　あおいは眉まゆをひそめた。

「いったい何が目的なのかしら？」

「そりゃあ、なあ」

　桃治と壬佐々は二人訳知り顔で視線を交かわして頷うなずく。

「もちろん姫様への嫌いやがらせだろうねえ」

「どうしてそんなこと」

「しょうがねえだろ、瑠璃姫の統治は長すぎだ」

　あっけらかんとした言い方にあおいは驚いた。しかも、しょうがないと言った？

「なにその些さ末まつ事みたいな反応は。それに統治が長すぎって？」

「ぴよ、『金爪の君』ってしってるか？」

　あおいは頷いた。いつだったか福乃の口から聞いた名だった。

「先代の鳥界山の主あるじだとか」

「そうだ。瑠璃姫の前が大おお鷲わしの鳥ちよう仙せんで『金爪の君』という。仙もあやかしも入り乱れ、争い乱れた時代の君だったが、それまでにない長い期間仙を率いた賢けん君くんとされる。それが三百年だ。首座を引き継ついだ瑠璃姫はいま、その倍を超こえてる」

「倍!?」

　あおいは飲みかけていた茶を噴ふいた。

「……ち、ちょっと人間五十年よ？　わたしからすると途と方ほうもない話なんだけど……。でも長いってことはいいことなんじゃないの？」

「ある程度はそうだろうな。そうそう首座交代なんてあっちゃ困るだろ。だが長すぎるのも膿うみを生む。『百ひやく仙せん随ずい行こう』があるからな」

　桃治はいったん言葉を区切って飯をかきこんだ。

　代わりに壬佐々が説明を継いでくれる。

「首座の仙は任が明けると神の一員として天上界へと召めし上げられるのさ。その際に新あらた神がみの随従として百の仙が選ばれ、ともに天上界へと昇のぼるんだ。それが『百仙随行』。任がいつ明けるのかについては特に期間が決まってるわけじゃ無いね。天意だって言われてるよ」

「瑠璃姫様は神様になるってこと？　すごい……」

　鳥が仙になり、さらには神にさえなるのだ。翼つばさに風をはらみながらどんどん高みへと飛ひ翔しようしてゆく様を思い描えがいて、あおいは感かん嘆たんの声を漏もらした。その間に桃治の膳はすっかりからっぽになった。

「まあだからだな、要するには待ちきれねえせっかちな仙も出てくる。瑠璃姫の統治は尋じん常じようでなく長なげえ。いつ終わんのか、誰にもわかんねえ。永い生に倦うんだものの中にはこういう考えが湧わいてくる。──瑠璃姫が死ねば、めでたく首座は交代に相成るのではないか、そうなればこの鳥とり籠かごから出て天上界へ行けるのではないか……ってな」

「は？　殺して強制的に天に召し上げちゃおうってこと？　そんなの有りなの？」

「何代か前の首座はあやかしに殺やられたらしいけど、万ばん事じ滞とどこおりなく昇しよう天てんも随行も為なされたらしいぜ。なあ壬佐々」

「らしいねえ。まあだからといってまさか実際に命を狙ねらうことはないだろうがね。さっさとその座を降りろって脅しなら何も初めての事じゃないんだよ」

　初めての事ではないという言葉にあおいは啞あ然ぜんとする。だから二人ともこんなに普ふ通つうにしていられるのだろうか。

「でもそんな。天意なんでしょう？」

「その理り屈くつは膿で腐くさりきった頭のやつには通じねえんだろうよ。屋や敷しきの中で何かあんのは珍めずらしいがな。六十年ぶりか？」

「そうだったかもねえ。仙が不老不死ってんでどうにも番士はたるみがちだ。肝かん心じんの番ばん頭がしらの青瑪はただ危ないだけだしねえ。これを機に人材を一新した方がいいだろうね」

「だいたい、屋敷の広さに対して番士が少ねえと俺は思うぜ。十しかいねえ。犯人だって鳥ちよう変へんすりゃいくらでも身を隠かくす場所があるしな」

「なに言ってんだい。仙が住む仙界で、しかもその中でも本当に仙しか出入りしない姫ひめ様の屋敷内で何か起きる方が間ま違ちがってるのさ。本来番士は外から侵しん入にゆうしてくる獣じゆう仙せんに対応するためにいるんだ」

　二人の会話を聞きながら、あおいは口をぽかんと開けた。

（豊かで平へい穏おんに見える鳥界山でも、瑠璃姫様を筆頭にした一枚岩ではないということ？　仙界って、本当に桃とう源げん郷きようとは違うものなのね……）

　前にも思ったことをしみじみと実感しながら、あおいは半ば呆ぼうとしたまま箸はしを進めた。




　この日の空は一日中大おお荒あれだった。

　今にも落ちてきそうな暗雲が垂れこめ日差しを遮さえぎり、午後になると風はさらにごうごうと勢いを増した。

　あおいたち洗濯が担当の女中は、使用人の詰つめ所で番士たちの羽織に火ひ熨の斗しをあてていた。

「すごい風だわー。しかも嫌な湿しめり気ね、洗濯物も全然乾かわかないわねー」

「参ってしまうわ、この天気」

　女中たちが嘆なげきの声を上げる。境界にあるこの瑠璃姫の敷地内で、これほどに天気が荒れるのはとても珍しい事なのだという。だからこそ今朝も女中たちはすぐに天候が回復するだろうと踏ふんで洗濯に踏み切ったのだ。ところが天気は回復の兆きざしを見せないばかりか悪化している。

　びしょぬれの洗濯物を抱かかえてみんな途方に暮れていた。

「あと何枚ですか？」

　あおいが尋たずねたところで、詰め所の戸が大きな音を立てて外れた。強風が室内を吹ふき荒れる。あおいたちは必死に洗濯物に覆おおいかぶさった。

「ああ！」

　誰かが大きな声を上げた。あおいが顔を上げたとき、先ほど火熨斗をあてて乾かしたばかりの羽織が一枚、舞まい上がったところだった。

　とっさに手を伸のばすが、すんでのところで届かない。あおいは抱えていた洗濯物を近くの女中に任せると、松の庭へと飛ばされていく羽織を追いかけた。

　瑠璃姫の屋敷を構成する右う翼よくと左翼に挟はさまれた庭園は、青々と茂しげった松が雄ゆう大だいな景観をつくる見事としか言いようのない景色だった。

　強風吹き荒れるその庭園では、男たちが右に左にと駆かけ回っている。あっちで瓦かわらが飛んだだの、松の枝が危ないだのといった叫さけびが聞こえた。風の音がうるさいぶん、どうしても叫ばずにはいられない。

　羽織は高く舞い上がったかと思えば、松の枝に引っかかり、かと思えば再びはらりと風に流されていった。追いついたかと思えば、離はなれていく。あおいはまるで誰かに遊ばれているようだとすら思った。

（もう！　わたしが追いかける方が時間が掛かかって迷めい惑わくだったんじゃないの？）

　自分は走るしかない。けれど他ほかの仙は飛べるのだ。絶対に翼よく変へんして追いかけた方が早いのに、それに思い至らず一番に駆け出してしまった自分の猪ちよ突とつさが恥はずかしい。

　中庭に下りるのは今日が初めてのあおいは、まさか迷子だなんて恥の上うわ塗ぬりは起きないだろうかと不安になりながら走った。

　松の枝が差しかけられた池を抜ぬけると、覚えのある景色が見えてきた。右翼の棟むねを繫つなぐ絢けん爛らんな渡わたり廊ろう下かが向こうに見える。瑠璃姫の湯ゆ殿どのの近くだ。毎日湯を持ち運ぶからはっきりと覚えている。

「やだ。奥おく御ご殿てんに近いってこと!?」

　まずい、と思う。あおいが近づけるのは湯殿までだ。その向こうの奥御殿は限られた者しか近づくことも許されない。守っているのは当然、番頭の青瑪だろう。

「見つかったら殺される！」

　冤えん罪ざいで殺されないかと桃治も心配していたくらい、青瑪の目には狂きよう気きを感じる。こんなところを見つかったらあの鎌かまで一刀両断にされかねない気がした。

　ぞっと鳥とり肌はだを立てながら羽織を追い、あおいはなんとか湯殿の手前ではっしと摑つかみ取った。ほっと胸を撫なで下ろす。

「おい、ぴよじゃねえか！」

　掛けられた声の方へと向くと、庭仕事をしている桃治だった。肩かたには重そうな綱つなの束が掛けられている。枝を吊つるための綱だ。

「お前ここは危ねえぞ！　青瑪に見つかったら殺される！」

「やっぱり!?」

　あおいは引きつり気味にここまで来た経けい緯いを説明しながら、そそくさと奥御殿から離れた。風はいよいよ酷ひどい。怒ど鳴なるように声を出さないと相手の耳まで届かない。

　桃治の髪かみはすっかりぐしゃぐしゃのありさまだった。桃治はがしがしと頭を搔かいて、結局それもほどいてしまう。長い髪が風に吹き流された。

「それからな、ぴよ！」

「なあに！」

　耳元をびゅうびゅうと風が吹き抜ける。庭園の松が激しく揺ゆれた。

「あのなあ！　今日はお前の裁さい縫ほう指導に行けねえ！　庭から離れらんねえから！　悪わりい！」

「わかった！　いつもありがとう！」

　それじゃあ！　と叫ぶように挨あい拶さつしてわかれたそのすぐ後のこと。

　暴風の中を番士たちが強こわ張ばった顔で駆け抜けた。

　奥御殿にある瑠璃姫の寝しん所じよ近くの廊下に、小刀がずらりと突つき立てられているのが発見されたのだった。







　その夕の修練は中止にならずに済んだものの、檜ひのきの間に現れた飛環はどこか落ち着きのない様子だった。

　それもそうだろうとあおいは思う。飛環は瑠璃姫のお側そば衆しゆう頭なのだ。こういう時に側を離れなくてはならないのは不安でたまらない事だろう。「いいんですか」と思わず尋ねた。

「なにがどす」

　煙管キセルを咥くわえながら訊きき返す飛環の眉み間けんには、あきらかに苛いら立だちが現れている。

「わたしは正直に言えば修練をしていただけるのは助かりますけど、飛環さんは姫様のお側についていたいんだろうと思って」

「そら当然どっしゃろ。そやかて、こっちも姫様に仰おおせつかった大事な仕事どす。あっちは妖よう刀とうがつききりやさかい、どないな凶きよう手しゆも姫様には指一本触ふれることかなわしまへん。問題あらしまへんな」

　つんと顎あごを上げて言いきった飛環だが、それでも愁しゆう眉びを開くことは無い。

「犯人の目星はついてるんですか？」

「しらんわ。それは番士の職務どっしゃろ」

「やはり『百ひやく仙せん随ずい行こう』がらみなんでしょうか」

　ついつい気になって、飛環に訊いても仕方がないのをわかっていながら尋ねてしまう。

　途と端たん、飛環の目つきが変わった。

「それをこなたに訊きはりますの」

　ぎらりと昏くらい光が鳶とび色いろの瞳ひとみに揺らめいた気がする。

　しかしそれを深く考える間もなく、あおいは呻うめき声を上げた。

　飛環があおいの丹たん田でんに手を伸ばし、仙気を摑んで引き伸ばそうとしていた。その手つきはいつになく乱暴だ。

　意識が縦に伸ばされ、横に引かれ、潰つぶされ、搔き混ぜられるように歪ゆがむ。

「『百仙随行』がいかなもんか知りもせんと……。あんさんみたいに生なま半はん尺じやくな雛ひなが口にしてええ話と違ちやいますわ！」

　背中から仙気が広がる感覚とともに、ぐらりと酷い眩暈めまいが襲おそった。

「信しん頼らいが不信に変わる。真実が噓うそに変わる。誇ほこりが恥に変わる。『百仙随行』も不老の体も、獏ばくかて食わんおどろおどろしい悪夢や！」

　飛環の言葉の意味を考える余地はまるでなく、あおいは悪お心しんに抗あらがうことで精いっぱいになった。
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「ああこれ！　これがいいんだよね！」

　鷦鷯みそさざい仙と名乗った少年は、くうっと目を細めて身み悶もだえた。

「はあ？　お前食いすぎ。俺のが無くなるだろうが」

　桃治は渋じゆう面めんで、けれどもどこか自じ慢まんげに手にしていた皿を頭上に掲かかげた。鷦鷯仙はそれを何とか奪うばおうと飛び跳はねたけれど届かない。体格がいい桃治に背の小さな少年が敵かなうはずがなかった。

「ちょっと！　桃治のじゃないじゃん！　あと一個！」

「なに言ってんだよ、ちびのくせに一番食ってんだろ」

「もう、仲良く食べてよ」

　あおいは桃治の腕うでを引っ張り、皿を取り上げた。鷦鷯仙は桃治にあかんべーを繰くり出しながら、最後の一つをつまみ、頰ほお張ばった。

「んまーい！　カリカリ！」

「ぬってある味み噌そがいい味だよ。白いご飯にも合う」

　そう言って、皿に残っていた大葉味噌をすくい上げてご飯にのせたのが目め大だい千ち鳥どり仙。それを横目に見ながら味噌汁椀わんを大おお仰ぎように掲げたのが台所女中の山やま雀がら仙だ。

「なにを言う。おこげを味噌汁に浸ひたして食すのが乙おつというものであろう」

「ああ？　んなことしたらせっかくのカリカリが半減だろうが！　罰ばち当あたりか！」

　がやがやと賑にぎやかな昼飯の風景に、あおいはそっと目を細めた。

　昼の賄まかないを台所でとるようになると、新入りとして浮ういていたあおいの周りに少し人が集まるようになったのだ。桃治いわく、『おこげ愛好会』だという。彼らは他の仙たちが白いご飯をほとんど食べ終わった後にやってきて、釜かまの底に残ったおこげを根こそぎ持っていく。しかもおこげを我が物顔で分配しているのは何故なぜか桃治だった。

「あおいが飯めし炊たきになってからおこげが美味おいしいよ！　今までのは何だったのかって思う！　カリッ、じゃなくてガリッジャリッて感じだったし！」

「ああ、小石ね」

「わかる。『おこげ食いたし小石は怖こわし』っていつも思ってたよ」

　目大千鳥仙が『河豚ふぐは食いたし命は惜おしし』風に過去のおこげを嘆なげいた。

「そうなのだ。カリッと香こうばしいおこげの難点は混入する砂さ礫れきや小石だ。精米時や炊く時の井い戸ど水みずから、どうしても少なからず混入してしまう。それが沈ちん殿でんしておこげに交ざる。じゃりっと歯にあたった瞬しゆん間かん、なんとも言えない不快感に背が震ふるえるのだ」

　目大千鳥仙と山雀仙は「それがこのおこげには無い！」と目を輝かがやかせてあおいを見つめた。

「これはね、お米を研とぐ前に、白い布の上にお米を広げて石を取るの。研ぐ水は必ず目の細かい布ふ巾きんで漉こして使ってるし」

「お前そんな面めん倒どうなことやってんのか」

「だって勿もつ体たい無いじゃない。おこげはほとんど捨ててたでしょ？」

　鳥界山の仙は贅ぜい沢たくだ。彼らおこげ愛好会が残した分は肥料として廃はい棄きするのが日常だったのだ。だから誰だれも石取りや水漉しをしていなかった。不可食部位という扱あつかいだったのだ。

「あおいのおかげで思う存分おこげが食べられるようになったよ！　もう小石に怯おびえる時代は終わったんだあ！　おかわり！」

「もうねえよ！」

　仲がいいのか悪いのか、二人はどちらがおこげを多く食べたのかを責め合ってぎゃあぎゃあと騒さわぎまくった。

　それから今度はあおいについてに話題が移った。雛のくせに妙みように下働きが板についていると不思議に思っていたらしい。桃治がいかにも「俺知ってます」顔でざっと事情を説明すると、しかしなあと腕を組んで顎をさすった。

「なんで克倉も、もっといい家に預けなかったんだかな」

　桃治が前と同じことをぼやくように言った。

「だから、父が生きていた頃ころはよかったの。それにわたし、あの家に育って嫌いやだったなんて一度も思ったことないし。いい家を選んでくれたって、そう思う」

　どんなに豊かな家に托たく卵らんされていたとしても、あの父と母、そして弟でなければ意味がない。自分だってきっと別な自分になっていた。

「しかしのう、もっと仙にふさわしい格式ある身分だって選べたのではなかろうか？」

「武家とかあるよね！　庄しよう屋やでもいいし、今は商人が羽は振ぶりがいいよね！」

「僕なら南なん蛮ばん船の船長の家がいい。広い海に出られるだろう？　楽しそうだよ」

「俺は鰻うなぎ屋でもいいぜ。串くし打ち……楽しそうだ」

　がやがやと自分が育つならと口々に意見が出始めると、近くで庖ほう丁ちようを研いでいた壬佐々が「なに言ってんだい」と口を挟はさんだ。

「克倉も志し紀きも考えた上で、庶しよ民みんの家を托卵先に選んだんだろうよ」

「わざと危ない暮らしをさせたってことか？」

　全員が興きよう味み津しん々しんに壬佐々を向いた。あおいももちろん気になる。それに母親である不如帰ほととぎす仙の名も今初めて聞いた。

「そりゃあそうだろうさ、駆かけ落ちまでして産むんだ。二人で十分考えた末の托し先だろう。あたしはきっと、普ふ通つうの暮らしをさせてやりたかったんじゃないかと思うね。仙の暮らしは豊かだが、それだけだ。淀よどんだ鳥とり籠かごから出たら、やっぱり望むのは風通しのいい普通の暮らしだろう」

「鳥籠？」

　それは何度か聞いた言葉だった。前にあおいを騙だました獣じゆう精せいは、鳥は鳥籠を嫌きらうというようなことを言っていた。

（良くわからないけど、鳥ちよう仙せんたちはこの仙界を鳥籠のように思っているってこと？　暮らしぶりは悪くないのに、嫌なのかしら？　鳥籠のように狭せまいと感じるような規模でもないんだけど）

　この場の誰もその言葉に疑問を感じないようだった。長く暮らすうちにあおいにもわかる日が来るのだろうか。

　あおいがそんなことを考えていると、突とつ然ぜん脇わき腹ばらをつつかれた。

「ねえねえ！　仙同士の間には子が生まれないはずなのに、どうしてあおいは生まれたの？　どんな方法か教えてよ！」

　鷦鷯仙がぶつかりそうなほど顔を近づけてくる。教えてと言われてもあおいは何も知らないので困ってしまう。

「いや、産んだのはわたしじゃないし……自分が鳥仙ってことも最近まで知らなかったし」

「知ってんのは克倉たちだろ、亡なくなったって聞いたが？」

「ううんと、正確には不如帰仙は亡くなってて、郭かつ公こう仙だけ見つかって、でもすぐに亡くなった……みたいな話だったと思う」

　会うことも叶かなわなかった、生みの両親。もし話ができるものなら訊ききたいことはたくさんある。いや、もし実際に会えたとしたら、「幸せだった？」と、それしか言えない気もする。きっとお互たがいにそうなのではないだろうか。

「死んじゃったんだ！　なんでなんで！」

「それでは瑠璃姫もさぞかし気落ちなされたことであろうな。仙せんの子を生なす術すべを見つけることが、新たなる時代への鍵かぎとお考えのようであった」

「新たなる？」

「ああ、俺も聞いたことあるぜ。停てい滞たいしてる鳥界山の空気を変えるきっかけになるんじゃないかっていう考えらしい。なにせ仙の寿じゆ命みようは永久だろう？　今回の事件起こしたやつみてえに、『百ひやく仙せん随ずい行こう』だけに執しゆう着ちやくするようなやつも常に出てくる。それが夫婦めおとを結んで子が生まれるようになれば、自分の生に意味を持てるようになって変わるんじゃねえかって話だ」

　他ほかの仙たちもうんうんと頷うなずく。なるほど、とあおいは思った。

「わたしが生まれた以上は不可能じゃないって事よね？」

「そうだがねえ」

　壬佐々が肩かたが凝こったような仕草をするのであおいは後ろに回り、肩を揉もみながら話を聞いた。

「その記念すべき第一例が托卵っていうのが問題でもあるのさ。果たしてこれは、托卵だからこそできたのか？　それとも郭公仙と不如帰仙という組み合わせだからできたのか？　じゃあ托卵じゃないと成功しないのか、同じ郭公仙同士では成功しないのか、さっぱりだからねえ。不可能じゃないってことが分かっただけに過ぎないよ。全容が解明されるのはいったいいつの話になるのやら、途と方ほうもないねえ」

　あおいがいかにも吞のみ込めていない顔をしていたのか、目大千鳥仙が足をカツカツ鳴らしながら補足してくれた。

「今この鳥界山には托卵をできる仙がいないんだよ。きみは謎なぞだしね。仙はそう簡単には生まれないから、試ためしようもないよ」

「他の鳥仙が托卵してみるっていうのは無理なの？」

　あおいの疑問には全員が微び妙みような顔をして笑った。どうやら当然のことを訊いてしまったらしかった。

「遠い国にねえ、自分で塚つかを作ってそこに卵を産み捨てていく鳥がいるよ。塚は発はつ酵こうしてあったかいのさ、卵が孵かえるくらいにね。そこに産み捨てた後、親鳥は決して卵を顧かえりみない。雛ひなに餌えさを運んでくることもしない。それでもきちんと鳥は育つのさ」

　壬佐々は苦く笑しようを零こぼしながらあおいを振ふり向いた。

「でもねえ、他の鳥が同じことをやっても駄だ目めなのさ。たとえ卵が孵っても、雛は育たない。そういうもんなんだよ」

「そうなんだ……」

　難しい問題だ、とあおいが唸うなった時、壬佐々にがしっと肩を組まれた。首を刈かり取るような豪ごう快かいな組み方でそのまま歩かされ、少し皆みんなから離はなされた。

「でもねえ、謎の存在のぴよだけは別だよ」

　にやにやこそこそと、からかうことを楽しんでいる悪い笑え顔がおだ。

「あんたはできるかもしれないよ？　好いい人がいるんだろう？　隅すみに置けないねえ！」

「な、壬佐々さん！」

　こんなところでまたその話が出るとは思わなかった。あおいは慌あわてて壬佐々の口をふさぐ。うんうんと頷くのでそっと手を離した。

「わかったわかった、内ない緒しよなんだね。あんたと桃治の仲、黙だまっておこうじゃないか！」

「…………違ちがいます」

　あおいはがくりと項うな垂だれた。危き惧ぐしていたことだがやはりそうなってしまった。

「隠かくすこたないよ、握にぎり飯に裁さい縫ほう、あいつにとっちゃどっちも親しい証あかしさ！」

「でもそういうのじゃないですから。桃治はわたしを紹しよう介かいした責任を感じてるっていうか、そういうことです」

「はいはい。それにしてもぴよのこの香かおり、いいねえ」

　あおいははっとした。そういえば、もう雪せつ隠ちん掃そう除じも汲くみ取りもしなくてよくなったのだから、丹桂花きんもくせいの香りをつけておく必要はないのだ。すっかり習慣になっていた。

（でも、わたしも気に入ってるし……。花がある限りはしばらくこのままでもいいかな）

　香りは無いよりある方がいい気がする。なにせ手は荒あれ髪かみはぱさぱさ、長着はすっかり汚よごれてしまっている。少しだけでも女の子らしいところを残しておきたい。

　香りつけの継けい続ぞくを決めたところで、壬佐々があおいの腹をつついて豪快に笑み崩くずれた。

「恋こいする女は花になるってね。いいじゃないか。今は黙っててあげるけど、こんど桃治のやつ連れて挨あい拶さつにきなよ！」

　あおいが訂てい正せいする前に、壬佐々は皆の輪に戻もどっていった。
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　お毒見役の壬佐々が毒にあたった。

　その情報がもたらされたのは翌日の朝のこと。

　朝飯の片づけをしていたあおいたち四人は愕がく然ぜんとなった。

「誰だれなんだ！」

　一人の台所女中が叫さけび、残りの三人に疑いの視線を向ける。

「誰が毒なんか盛った！　壬佐々が毒見をしてるって知ってるだろう！」

「何を言うんです！　仲間を疑ってるってことですか!?」

「ふん、こういう時は、率そつ先せんして他人を疑う小者が犯人と相場が決まっておるわ」

　最初の一人を皮切りに険悪な雰ふん囲い気きが広がった。おこげ仲間の山雀やまがら仙でさえ刺とげ々とげしい空気を纏まとっている。もともと台所女中たちは気が荒あらいのだ。

「そういえばお主、福乃と仲が良かったのう。反瑠璃姫組といったところか」

「福乃が反瑠璃姫だと決めつけるのなら、飛環さまだってそうだって事になりますよ！　飛環さまは福乃をかわいがっていらっしゃるんです。私を疑うということはそういうことになりますよ！」

[image: ]

　隅で食器を拭ふいていたあおいは耳をふさぎたくなった。

　壬佐々が毒見をしていることは台所女中なら誰もが知っている事実だ。この中に瑠璃姫への害意を持った者がいるのなら、届かない毒をわざわざ盛る必要がない。

　この中に犯人なんていない。皆きっと本心ではわかっているだろうに、どうしてしなくてもよい喧けん嘩かなんてするのだろう。

「犯人に言うておく。瑠璃姫が首座を降りることになろうとも、暴力で脅おどしをかけるような腐くさった仙を天が『随行』としてお召めしになることは決してあるまい。自分の首を自分で絞しめているとなぜ気が付かぬのだ」

「そう言う自分は『金爪の君』時代からのお古だろう。なかなか首座を退しりぞかない姫ひめはさぞかし邪じや魔まだろうな！」

「たった一人のせいで私たちまで疑われるんです。なんて迷めい惑わくなんでしょう！」

「──みんな、何を言ってるの！」

　黙って耳をふさぎ無心に仕事をしようと考えていたはずのあおいは、気が付けば立ち上がって叫んでいた。

　今にも摑つかみ合いになりそうなほど距きよ離りを詰つめていがみ合っていた女中たちが、驚おどろいたようにあおいを見る。

「他人ひとを疑えば自分の疑いが晴れるの？　なんの証しよう拠こもなく、ただ自分が犯人ではないって主張するために他人を貶おとしめることが仙せんのすることなのかしら！」

　なにを、と勢いを増してあおいを取り囲もうとする女中たちを斬きるように睨にらみつけ、あおいは一報を運んできた配はい膳ぜん女中の前へと進み出た。

「壬佐々さんの具合はどうなの、深刻なの？」

　すっかり竈かまどの前で身を縮めていた小こ柄がらな女中はふるふると首を振る。

「嘔おう吐として……仙気が弱ってるけれど、大だい丈じよう夫ぶ。いまは部屋に寝ねかせてあります」

「そう、無事なのね。よかった」

　ほっと胸を撫なで下ろし、背に掛かけられる「生意気な」といった些さ細さいな罵ののしりを無視して台所を後にする。ちょうど食器拭きも終わったところだ。洗せん濯たくに取り掛かる前に壬佐々の部屋に見み舞まいに行きたかった。







　女中頭がしらである壬佐々は、あおいのような下っ端ぱ女中とは別べつ棟むねに部屋を持っていた。

　台所のすぐ近くではあるが松の青々とした庭に面した日当たりのよい部屋で、広さもあおいの部屋の三つ分はゆうにあった。壬佐々はそこでたった一人、布ふ団とんに寝かされていた。

「お医者様もいないなんて」

　来てみてよかった、と桶おけで巾きんを絞しぼりながらあおいは思う。

　てっきり屋や敷しき衆には御ご典てん医いのようなものもいて、毒にあたった壬佐々の手当てをしているのだとばかり想像していたのに。

「なに言ってんだい、仙に医者なんか必要ないだろうさ。薬膳を摂とることはあってもわざわざ煎せんじた薬飲むやつなんかいやしないよ」

　巾で汚れた口元を拭ぬぐってやると、壬佐々はいつものからっとした笑顔を見せた。ただその顔に血色はまるでなく、かえって痛々しかった。

「でも来てくれて助かったよ。水が欲しかったんだが、まだ立てなくてねえ」

　あおいは力なく横たわっていた壬佐々の上体を起こして、持ってきた白さ湯ゆの湯ゆ吞のみを口に当ててあげた。

「身代わりに毒を受けたようなものなのに、ちょっと扱あつかいが酷ひどいんじゃないかしら」

　いくら仙とはいえ怪け我がをすれば痛いし、毒を飲めば当然苦しい。それなのにたった一人布団に寝かせただけだなんて、正直納なつ得とくがいかない。

　時間をかけて白湯を飲み干した壬佐々は、腹を立てるあおいの頭をそっと撫でてくれた。その手に心地ここちよさを感じたのは一いつ瞬しゆんで、袖そでから覗のぞいた青白い腕うでとくっきり浮うき出た赤黒い血管に息を吞む。

「なんでこんなことに……」

「そんな顔しない。大丈夫さ。毒を仕込んだやつだって馬ば鹿かじゃないだろう。毒見がいることをわかったうえでやってるのさ。単なる脅しだよ。それに毒見の時に姫様にあったがねえ、事件の事なんかまったく気にも留めて無かったよ。一寸ちよつとの怯おびえも持っちゃいないんだ。いつも通りさ。気にするような事じゃない」

　壬佐々の言葉をあおいは意外な思いで聞いた。

　あおいが見た瑠璃姫は美しい小柄な少女で、とてもそんな豪ごう胆たんそうには見えなかった。

「瑠璃姫様ってどんなお方？」

　夏の間も姿を見たのは連雀邸ていの前でと、夏の神楽かぐらの夜だけ。どちらも遠目に見ることはあっても言葉を交かわすことはなかった。先日紅こう梅ばい棟とうの近くでも見たけれど、やはり為人ひととなりを知るほどの事は何もない。

　あおいが尋たずねたところで、廊ろう下かから声がかかった。

「こら、ぴよ。弱ってる壬佐々にあんまり長話させてんじゃねえぞ」

「桃治？」

　こちらで襖ふすまを引く前に、桃治がさっさと開けて中へと入ってくる。あおいは失礼を咎とがめた。

「ちょっと、女性の部屋にずかずかと」

「ああん？　壬佐々は女だったか？」

「どうだったかねえ。もう忘れちまって久しいね」

　おどけたように言って壬佐々は再び体を横たえた。もう、とあおいは桃治の背を小こ突づく。壬佐々が怒おこらなくてもちょっと失礼だ。

　しかし桃治は気にすることなく壬佐々の側そばにどっかと腰こしを下ろす。「ほらよ」と袖下から何かを取り出すと壬佐々の口にぐいぐい押し付けた。

「も、桃治あなた何してるの!?」

「飛環から預かってきた。奥樹園の榊さかきだ」

　見ればそれは翡ひ翠すいの葉をつけた五寸ばかりの榊の枝先だった。

　硬かたそうなそれを乱雑に押し当てられた壬佐々は、じろりと桃治を睨んでから丸ごと口に含ふくむ。あおいはきょとんとした。

「榊？　仙貨みたい。食べるの？」

「これは瑠璃姫が仙気を吸わせて育ててるやつだ。まあ確かに仙貨と似てるな。これを食えばだいぶん仙気が回復するだろ」

　そういえば、とあおいは思う。以前に連雀が口かヘソからなら仙気を注ぎ込めると言っていた気がする。似たようなものだろうか。

　そう考えたところで桃治が怪け訝げんな顔をあおいに向けた。その時の状じよう況きようを思い出してあおいの頰ほおが一気に赤くなったせいだ。

「飛環さんがこれを？　もう、粗そ野やな桃治じゃなくて飛環さんがそのまま持ってきてくれたらよかったのに」

　早口で誤ご魔ま化かすと、壬佐々がかちゃかちゃと翡翠の葉を舌で転がしながら口を開いた。

「姫様から持っていくよう言われたけど、顔を見たくなかったんだろうよ。まああたしもなんだがね」

「ああ、壬佐々と飛環が仲悪いってありゃマジなのか」

　桃治が耳にしたことがあるほど有名な話なのだろうか。初耳だったあおいはどういう顔をしたらいいかわからず、とりあえず巾をもう一度桶の水で洗う。

「マジな話さ。似たもん同士、馬が合わないんだろうねえ」

「金爪時代からずっとなのか？　それはそれで頑がん迷めいだな。仲良くなる時間は腐るほどあっただろうに」

「金爪時代？」

　つい反復してから、それが『金爪の君』の時代という意味だと分かった。

「ええと、っていうことは、少なくとも六百年くらいずっと仲なか違たがいってこと？」

「そんな所さ。頑迷だろう？　──さ、二人とも早く仕事に戻もどりな」

　もう大丈夫だからと壬佐々が二人を促うながした。

　壬佐々の顔色はまだ悪い。一人置いていくことに抵てい抗こうはあったけれど、桃治が「大丈夫だ」とあおいの手を引いて部屋を後にした。

「瑠璃姫の仙気を分けてもらったんだ。すぐ元気になる」

　ぽすぽすと頭を軽く叩たたきながら桃治が安心させるように言う。

　そうね、とあおいは顔を上げた。壬佐々は仙なのだ。それもあおいよりずっと熟練した鳥ちよう仙せん。体に仙気を満たす術すべも、雛ひなであるあおいが想像もできないほど長たけているに違ちがいない。きっとすぐ元気になる。

　自分にそう言い聞かせながら、あおいは桃治と別れて洗濯に向かった。







　桃治が大丈夫と言った通り、壬佐々の容体はすぐに回復を見せた。

　昼飯の支し度たく時になるといつも通りの闊かつ達たつな笑え顔がおで台所にやってきて、皆みんなを安心させてくれたのだ。まだその白い髪かみに艶つやは戻っていなかったものの、顔色は随ずい分ぶんと良くなっていた。

　刺とげ々とげしかった台所女中たちの雰ふん囲い気きも和やわらぎ、ふだんと変わりのない活気ある風景が戻った──と思ったのも束つかの間のこと。

　瑠璃姫の昼飯を受け取りにやってきた配はい膳ぜん女中たちに、台所女中たちは色めきたった。

「お毒見役だと!?」

　男おとこ勝まさりな一人が真っ先に声を荒あららげた。

「壬佐々は無理を押して台所に入ったんだぞ！」

「まだ朝の毒だって完全に抜ぬけてはいないんですよ！」

　今回ばかりはあおいも冷静ではいられなかった。こぶしを強く握にぎって配膳女中たちを睨にらむように見る。──彼女たちは壬佐々を再び毒見役として連れて行くというのだ。素す直なおに頷うなずけるわけがない。

　配膳女中たちは眉まゆを上げた。

「そのようなことわたくしたちは存じません。飛環さまが壬佐々に、と」

「金爪の君の時代、もっとも多く悪あしき獣じゆう仙せんを払はらい、穢けがれを祓はらった功あるお方を台所に押しこめたばかりかこのような仕打ちとは！　納得ゆかぬ！」

　今朝、『金爪の君時代からのお古』と言われた山雀やまがら仙が眦まなじりを吊つり上げた。詰つめ寄られた配膳女中は対照的に淡たん々たんとしている。

「お側そば衆しゆう頭がしらである飛環さまの方が格は上。命に従ってください」

「冗じよう談だんじゃない！」

　台所女中たちは壁かべを作って壬佐々を庇かばうように立ちふさがった。あおいも壬佐々を行かせまいと彼女の腕を摑つかむ。とうの壬佐々は困ったねえと息を吐はいたが、その表情はどこか嬉うれしげだ。

「──なにしてはるの」

　その場を鎮しずめたのは、配膳女中の後ろから現れた飛環の低く冷たい声だった。

「瑠璃姫様のお食事が遅なってしまうやないの。壬佐々、さっさと来きいや」

　台所女中たちが猛もう反はん論ろんを始めようとするのを、鋭するどい眼光で睥へい睨げいし黙だまらせる。猛もう禽きん特有の覇はを感じさせる眼まな差ざしは覿てき面めんの効果があった。あおいも目があった瞬しゆん間かん、飛環があおいを捕ほ食しよくしようと急降下してくる鳶とびに見えて身がすくんだ。

　壬佐々だけはそれにも動じることなく、堂々たる歩みで女中たちの壁を抜けていく。「これだからトンビは嫌きらいだよ」と軽口を言いながらも配膳女中たちの後に続いた。

「あんたたち、いいんだよ。気持ちは嬉しいさ。でもねえ、あたしは台所に押しこめられてるんじゃない。この平和で活気ある台所が大好きなのさ。なにより食を預かるってことはそれだけ姫ひめ様から信用を得ているって証あかしじゃないか、ねえ」

　どんと豪ごう快かいに胸を叩いて見せる。

「台所で働くのは誇ほこらしいよ。あたしはあんたたちを信用してるから何度でも毒見できるのさ、だから喧けん嘩かすんじゃないよ」

　そう言って配膳女中たちとともに廊下へと消えていった。

　残された台所女中たちは壬佐々の言葉に感じ入りながらも、意い気き消しよう沈ちんと肩かたを落とす。

「……壬佐々さまを負けさせてしまいました」

「狂きよう気きのトンビめ」

「なんなのだ、鼻持ちならない配膳女中たちめ……」

　配膳女中はお側衆頭である飛環の管かん轄かつだ。飛環と壬佐々の仲の悪さが、配膳と台所との対立の図式をも作り出しているのかもしれない。やり込められた彼女たちの悔くやしさは一ひと入しおのようだった。

　くそう、と一人がまな板に出で刃ばを叩きつける。

「飛環のやつ、いつも壬佐々を目の敵かたきみたいにしやがって！」

「毒を盛ったのはあいつかもしれぬ。お側衆として姫を慕したう顔を見せてはいるが、内心忌いま忌ましくて仕方がなかろう」

「そうだ！　金爪の君のお側衆でありながら、『百ひやく仙せん随ずい行こう』に選ばれなかったのは飛環のやつだけだ！　とんだ大おお恥はじをかいたのに、今度の首座は六百年を超こえてもいまだ任期が明ける兆きざしもない。よほど恨うらめしいだろう！」

「飛環は二度目の『百仙随行』を誰だれより待ちわびている。本心はそうに違いなかろう」

「じゃあ、やっぱり飛環さまも反瑠璃姫組……？」

　今朝とは打って変わって、今度は飛環への反感から台所女中は一いつ致ち団結していた。

　蚊帳かやの外にいるあおいは彼女たちの会話を聞きながら、一人屋や敷しき衆用の賄まかないの支度を始めた。壬佐々の事は気になるが、仕事を優先しなくてはいけない。

（……そういえば）

　ふと手が止まる。以前、一連の事件は『百仙随行』がらみだろうかと飛環に意見を聞こうとしたことがあった。

（あのとき、飛環さんの態度がすこし変だった……？）

　はっきりとは覚えていない。すぐに始まった修練に意識のすべてが向いてしまったからだ。

　もやもやを抱かかえながら、あおいは漬つけ物ものをきざみ始めた。
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「あんさんが代わる？」

　その夕、飛環と檜ひのきの間で顔を合わせるなり、あおいはお願いしますと頭を下げた。

　壬佐々の代わりに自分をお毒見役に任じてほしいとの申し出だった。

「台所番は壬佐々や思うてましたわ。こなたの耳の及およばない所でえらく出世しはりましたなあ」

　飛環は不快気に眉を寄せ、下っ端ぱが差し出がましいと鼻で嗤わらう。

　あおいは食い下がった。

「いいえ、下っ端だからこそです。危険が生じる仕事はわたしのような新入りが受けるべきではないかと思います」

「そら違ちやいます。姫様のお毒見は責任職、台所で盛られた毒に台所番が責任持たんで誰が持つ言わはるの。そない毒を食くらいたいなら、あんじょう気張ってほんまに出世したらよろしいわ。今は壬佐々が台所番を仰おおせつかってはるさかいに、壬佐々の他ほか、いかな名乗りがあろうとも任すわけにはいかしまへん」

「でも」

「えずくろしいわ。壬佐々の身を案じはるなら他の女中をしっかり見張っといたらよろし」

「でも、毒を盛れるのが台所のみとは限りません」

　飛環の取りつく島の無い態度に、あおいはつい思ったことをそのまま口にしてしまった。

　飛環の目つきが変わり、空気が一気に冷える。

「……それは配膳女中を疑うたごうてはるゆうことやろか」

　ぎろりとあおいを睨む。捕食者としての圧あつ倒とう的な覇を感じさせる瞳ひとみだ。

　背筋にじわりと嫌いやな汗あせが浮ういた。けれど目を逸そらすわけにはいかない。

「可能性として排はい除じよすることはできないのではないでしょうか」

　湯ゆ殿どのの糠ぬかに漆うるしを仕込んだり、池の鯉こいを刻んだりといった行こう為いは誰にでも可能だったとあおいは思う。

　内部警けい邏らが本来の職務ではないので致いたし方ないのかもしれないが、敷地の広さに対して番士の数がまず少なすぎる。そのうえ鳥ちよう仙せんには『鳥ちよう変へん』という警備上もっとも厄やつ介かいな能力があるのだ。雀すずめのような小型の鳥仙ならいくらでも身を潜ひそめて犯行に及べる。

（でも、きっと毒は違ちがうわ）

　瑠璃姫の膳ぜんに触ふれることができるのは、料理した者と配膳する者だけなのだ。さすがに鳥変した曲くせ者ものがこっそり目を盗ぬすんで毒を混入するというのは難しい。

　あおいは飛環の殺気に体中が粟あわ立だちそうになるのを堪こらえながらその目を見み据すえた。

「壬佐々さんに台所の責任があることはわかります。ですが、せめて体調がもとに戻もどるまではわたしにやらせてもらえないでしょうか」

「誰に向かって意見してはるのどっしゃろ。壬佐々にはいざという時に胃を浄じよう化かする『薬やく水すい』を渡わたしてありますわ。たった一個の貴重なもんどす。いざとなったら本人がそれを使うよってに、大事あらしまへん」

　それは初耳だった。けれど、命いのち綱づながあるからいいというものではない。せめて一日くらいは休ませてあげたい。

　あおいが引き下がらないのを見ると、飛環は嘲あざけるように口の端はしを吊り上げた。

「そないに庇わはるけどなあ、漆を持ち込んだんは壬佐々かも分からしまへんえ？」

　飛環は威い圧あつするように距きよ離りを詰める。その圧あつ迫ぱく感かんにあおいは彼女が何を言い出したのかすぐには理解できなかった。

「入門の際には持ち物検あらためがありますやろ。通いの者もんは持ち込むことが出来ひんのす。屋敷ん中にも漆なぞ生えとらしまへん。そやけど壬佐々には食料の搬はん入にゆういう仕事がありますのや。食材に紛まぎれ込ませて検めをやり過ごすことも可能やと思わしまへんか。もちろん毒もどす」

「そんなの、こじつけです。持ち物検めだって全ぜん裸らで受けるわけじゃないじゃないですか。誰にだって可能です。どうしてそんなに壬佐々さんを目の敵にするんですか」

　いけないと思いつつ、どうしても腹が立ってしまった。

　お毒見が必要なことも分かる。台所番の壬佐々に料理の責任があることも分かる。

　けれど、一日くらい体を休ませてあげてもいいんじゃないか。弱った状態で更さらに毒を口にしたならどうなってしまうか、考えただけでも恐おそろしい。嘔おう吐とだけではきっと済まない。それは薬水があるから見過ごせるというものではないのだ。

　飛環とあおいはしばらく無言で睨にらみあった。

　沈ちん黙もくを破ったのは飛環だ。酷こく薄はくな笑えみを浮かべてあおいの丹たん田でんに手を伸のばす。

「この飛環に意見できる身と思うとるんか。生まれたばかりのちょろこいひよっこが」

　低く、忌ま忌ましげな声とともに、暴力的な力で強ごう引いんに仙気を引き伸ばされる。

　どくん、と視界が揺ゆらいだ。背中から翼つばさの形にもならない仙気が噴ふき出す。まるで体内から血が流れ出ているような感覚に恐きよう怖ふが芽生えた。

「意見しよるなら、空くらい飛べる立場になってからにしさらせ」

　あおいはこの時ほど、翼よく変へんできない自分を悔しく思ったことは無かった。
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　酷ひどい頭痛で目を覚ます。

　あおいは起き上がろうとして頭を押さえた。頭の奥がずきずきと痛む。

　あおいが寝ね転ころんでいたのは檜の間だった。どうやら修練を受けている途と中ちゆうで気を失い、そのまま放置されていたようだった。本格的に飛環を怒おこらせてしまったらしい。

　それもそうだとあおいは思う。一いつ介かいの雑ざつ役えき女中が姫ひめ様の側そば近くに仕えるお側衆の頭かしらに意見したのだ。覚かく悟ごの上だった。

（そういえば、飛環さんには目をつけられないようにって忠告を受けてたっけ）

　以前壬佐々から言われたのだ。でも今更思い出したって仕方がない。たとえ覚えていたとしてもきっと言わずにはいられなかっただろう。

　あおいは冷たく重い体を引きずりながら立ち上がり、檜ひのき棟とうの縁えんから空を見上げた。まだ夜明けには少し早い空だった。







　檜の間を掃そう除じしてから自室に戻り、身み支じ度たくを整えて出仕する。台所に着くとまだ中に人の気配は無かった。

　あおいはさっそく井い戸どで水みず汲くみを始めた。かじかむ手で精いっぱい綱を握にぎり、釣つる瓶べを上げる。水は土間の甕かめいっぱいになるまで何度も繰くり返し汲まねばならない。更には野菜を洗う盥たらいの水、米を研とぐ水も必要だ。終えるころには冷え切った体に少し温かさが戻ってきていた。

　次に米を研いで水に浸ひたしておく。栗くりも水に浸した。それから野菜を洗う。

「今朝は冷えるわ。井戸水の方が温かく感じる」

　あおいは洗い終えた野菜を置くと、竈かまどに火を熾おこした。小さな火が付き薪たきぎが爆はぜはじめると、火ひ吹ふき竹をくわえている顔がじんわりとした熱を感じた。

「ああ、生き返る……」

　あおいが一人、暗い台所で火の番をしながら体を温めていると、外からそっと地を踏ふむ音が聞こえた。

　薪の音しかしない静せい寂じやくの中での異音だ。それは朴ほおの葉が地に舞まい落ちたときのような、本当に微かすかな物音だった。

　壬佐々にしては音が小さい。彼女の足音はもっと堂々としたものだ。なんだろうと立ち上がり、外へと出ようとしてあおいは「きゃっ！」と小さく悲鳴を上げた。

　戸口で誰だれかと至近距離で鉢はち合あわせたのだ。

「──び、びっくりした！　福乃じゃない」

「は、それはこっちの台詞せりふよ！」

　同じように驚おどろいた顔をしていた福乃が一気に不快気に顔を歪ゆがめる。その背に広げられた翼を見て、あおいはそうかと胸を撫なで下ろした。

「さっきの音は福乃ね。梟ふくろうの翼は音を立てないんだわ」

　さっきのほんの微かな音は、福乃の下げ駄たが着地時に立てたものだったのだろう。

　じわりと胸に広がる安あん堵どに、あおいは自分が何かに怯おびえていたことを知った。最近不ふ穏おんな事件が続いていたから、とっさに不安を感じてしまったのかもしれない。

「もう、紛らわしい」

　思わずそう吐はき出すと、福乃は眉び宇うを顰ひそめた。

「なにがよ」

「決まってるじゃない。最近のあれの犯人かと身構えちゃったわ。あー一いつ瞬しゆんで肩かた凝こった気がする」

　今朝は体が重くて仕方がないのに、余計な疲ひ労ろう感かんを増やしてしまった。あおいは肩をぐるぐる回しながら福乃を見て、おやと思う。今強こわ張ばった表情をしたように見えた。

「……そういえば、随ずい分ぶん早い出仕ね」

　福乃はたしかあおいが掃除や汲み取りから異動させられたのに伴ともなって、中庭掃除から座ざ敷しき掃除へと配置換がえをされていた気がする。庭もそうだけれど、座敷掃除なら尚なおのことこんなに早朝から出仕してきたとしても手を付けられる仕事はない。

「別に、私がいつ出仕しようとあんたには関係のない事よ」

「わたしには関係なくても、疑われるような事をするものじゃないわ」

「黙だまりな！　生意気な小こ娘むすめが！」

　威い嚇かくをするように双そう翼よくが大きく広がった。猛もう禽きんへの恐怖よりも苛いら立だちの方が勝まさる。

「だって犯人じゃないのなら、攪かく乱らんするようなことをするべきじゃないでしょう。早く犯人を捕つかまえなくちゃならないの。そうでないといつまでも壬佐々さんがお毒見をさせられるのよ！」

　やるせない気持ちが胸を圧迫する。台所は誇ほこりだと笑った壬佐々。けれど、誇りであるなら尚なお更さらだ。仲間の女中たちが作った料理の毒見なんてさせられて、なんとも思わないはずがない。

　あおいが憤ふん慨がいすると、福乃は嘲あざ笑わらうように鼻を鳴らす。

「毒を盛ったのは壬佐々でしょう。本人が食くらったんだもの別にいいじゃない」

「なにを……！」

「知らないようだから教えといてあげる。壬佐々はねえ、青鵬の君にとって厄やつ介かい者なの」

　福乃は勝ち誇ったかのような、優位に立つものの傲ごう岸がんな態度で顎あごを上げ、あおいを見下ろす。

「壬佐々は昔、勇猛果か敢かんな戦いぶりで名を馳はせた仙せんだけど、金爪の君の時代であやかしや獣じゆう仙せんが跋ばつ扈こした混こん沌とんの時代は終わったわ。新たに首座に着いた青鵬の君は扱あつかいに困ったんでしょうね、馬ば鹿かみたいな力を持て余した壬佐々は、平和な今の時代に使いどころがないのよ」

　福乃の態度に反発を覚えながらも、そういえば、と思う。前にも確か山雀やまがら仙が言っていた。功ある方を台所に押しこめている、というような話。

「壬佐々は青鵬の君が持つには切れ味のありすぎる刀よ。小鳥には過ぎた刀。恐れたんだわ」

「それで、台所に押しこめた……？」

「壬佐々は面おも白しろくないでしょうね。命がけで戦い功を上げたのに『百ひやく仙せん随ずい行こう』にも選ばれず、次の主は壬佐々を不要だとばかりに台所に捨てる。そりゃ毒も盛りたくなるってものよ」

「馬鹿を言わないで。自分が毒見をするとわかってる膳ぜんに毒を入れるわけがないじゃない」

「馬鹿はあんた。仙はちょっとやそっとの毒では死なないわ。ばれない程度に膳に盛るような量じゃ、絶対に死なない。死なないってわかってるんだから自分で食ったって平気ってわけ」

「意味がないわ！」

「ほんと馬鹿ね。意味ならある。脅おどしだもの。それに疑いを自分から逸そらすには丁度いいじゃない」

「それは壬佐々さんを犯人だと決めつけた上でのこじつけじゃない！」

　物もの凄すごく腹が立った。壬佐々は、食を預かる仕事はそれだけ姫様から信用されていることだと言って、胸を張っていたのだ。その気持ちを飛環も福乃も否定して踏みにじっている。

「勝手な邪じや推すいで悪く言うなんて許せない！」

「はあ？　それはあんたが単に壬佐々を妄もう信しんしてるからそう思うだけでしょ？　まあ、あんたはそうやって信じて馬鹿を見ればいい」
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　福乃の話を聞いてから、その日あおいの口数は少なかった。

　顔も難しい表情をしていたのだろう、昼休きゆう憩けいのとき、桃治が心配して声をかけてきた。

「ぴよ、具合でも悪いのか？」

「……よし、桃治も一いつ緒しよに考えて！」

　あおいは膳を片付けると、きょとんとした顔の桃治の手を取り、早足で自室へと向かった。

「な、なんだよ」

　あおいの部屋に着くと桃治は所在無げにあちらこちらへと視線をやっている。

「なに？　初めて来たわけじゃないでしょ。なにか珍めずらしい物でもある？」

「いや……」

　否定しながらも視線は泳ぐ。

「なんつか、縁から入らないの、初めてだし……障子も閉まってるし」

　もごもごと言って、なんだか落ち着かない様子だ。少しでも環かん境きようが変わると駄だ目めな性せい癖へきのひとだったのだろうかと少し驚いた。桃治にはあまりそういう繊せん細さいな印象を抱いだいていなかった。

「まあ、座って？　急に連れ出してごめん、びっくりしたわよね。ちょっと二人で話がしたくて」

「ふ、ふた、二人っきり……？」

「うん、台所だと壬佐々さんがいるし、聞かせたくなくて……って、なに？」

　暖を取るため火ひ鉢ばちに火を入れ顔を上げると、桃治があおいに向かって笹ささの包みを突つき出していた。

「え、と、握り飯？　ありがとう、でもわたし最近はちゃんと賄まかない食べてるわよ？」

　桃治だって知っているはずだ。ほとんど一緒に食べているのだから。

「いや、芋いも菓が子しだ。言うだろ、〝とかく女の好むもの〟って」

　そのまま桃治は下げる様子がない。受け取れということだろうか。あおいは妙みように思いながら礼を言い、包みを受け取った。桃治はどこかもじもじとした様子でようやく腰こしを下ろす。

「あ、もしかして寒かった？　ごめんね、台所の方が暖かかったわね」

「いや、すげー熱い」

　そう言いながら長火鉢の横でやはりもじもじしている。強がりを言わせてしまっただろうかと思いながら、本題を切り出した。

「あのね、こんなこと考えるのは、新入りの分際でおこがましいっていうのはよくわかってるんだけど」

「いや、おこがましくなんかねえ！」

　桃治は勢いよく顔を上げた。目め尻じりのあたりが真っ赤だ。

「わたし犯人の見当をつけたいの。協力してくれる？」

「俺も────は？」

　桃治は物凄く呆ほうけた顔をした。それもそうだろうとあおいは言葉を続ける。

「驚かせてごめん。でもわたし、何かせずにはいられない。このまま壬佐々さんがお毒見をさせられるなんて嫌いやだし、また毒を盛られたらって思うと怖こわいの。壬佐々さんを犯人だって思ってる人も中にはいるみたいだし」

「ああ？　ああ、あぁ……」

「早く犯人の見当がつけば、壬佐々さんも疑われなくて済むでしょう？　せめて壬佐々さんじゃないっていう証しよう拠こだけでも見つからないかって思って。協力してくれない？」

「んだ、そういう話か」

　桃治はがくりと頭を落とした。

「いや、でも何度も受け取ったしな……」

「聞いてる？」

「……ああ。正直、難しいと思うぜ」

　桃治はがりがりと頭を搔かいた。

「確かにな、壬佐々の境きよう遇ぐうは瑠璃姫を恨うらんでておかしくねえ。毒を盛る機会もあった。脅しのためだったなら自分で口にするとわかってても、やることに意味はある。どうせ死なねえし」

「毒を盛ることくらい、配膳女中にだってできたわ。他ほかに瑠璃姫様が箸はしをつける前に膳に近づける立場の人は？」

「さあな、奥おく御ご殿てんのことは俺も知らねえんだ。あっちに入れるのは配膳女中、お側そば衆しゆう、番ばん頭がしら、あとは姫ひめと親しい者だけだ」

　姫と親しい者と聞いて、あおいはすぐに連雀が思い浮うかんだ。なんだか複雑な気分だけれど、訊きけば中の様子を教えてくれるかもしれない。

「お側衆は何人？」

「飛環を含ふくめて四人だ」

　なるほど、とあおいは顎に手をあてた。

（配膳女中は四人、お側衆も四人、番頭が一人）

　台所女中と一応壬佐々も含めると、毒を混ぜることができたかもしれないのは十三人だ。結構多い。

「今朝、台所で福乃に会ったわ。まだ暗いうちよ？　出仕するには早すぎる時間だった」

「福乃？　ああ、住み込みで職替がえ希望してるやつな」

「何か意味があるんだと思う。朝飯もまだできてないのに、台所になにしに来るの？」

　あれの犯人かと思った、と言ったら表情が変わったのを覚えている。あきらかに怪あやしいけれど、膳に毒を盛る機会はおそらくなかった。

（それに、福乃はさすがにそういうことをする性格には見えないわ……）

　感情に任せた短たん慮りよは起こすけれど、大それたことをするほどではないという印象だ。

　けれど、飛環から何か指示を受けていたら……？　飛環は福乃をかわいがっていると、誰だれかが言っていなかっただろうか。

（福乃は反瑠璃姫組、そういう言葉も聞いたわ。福乃がそうなら、飛環さんも？）

「飛環さんは、壬佐々さんと同じくらいの年なのよね？」

「んだな。どっちも金爪時代の生まれだ。んでどっちも似た境遇だな。飛環は金爪の君のお側衆として功を挙げ、壬佐々は狩鳥かりゆうどとして功を挙げた。あ、狩鳥ってのは地上界に降りて穢けがれた御み魂たまや悪事を働く獣じゆう仙せんを狩る仕事な。──誰もが二人は『百仙随行』の筆頭に選ばれると思ってたらしいぜ」

「でも、選から漏もれた……」

　そして新しい主あるじのもと、壬佐々は女中頭兼けん台所番に。飛環はお側衆頭兼雛ひなの修練の師になった。

　それだけを見ると壬佐々に動機がありそうなのはわかるが、飛環にもないとは言えないだろう。誰かも言っていた。飛環は首座交代を待ちわびている、と。

「お前、飛環を疑ってんのか？」

　あおいは少し躊躇ためらってから、正直に頷うなずいた。

　誰かを疑うのは恥はずかしいことだとわかっている。いくら壬佐々の疑いを晴らすためとはいえ、証拠もなしに誉ほめられたことじゃない。でも、せめて噓うそはつきたくない。

「『百仙随行』の話をしたとき、飛環さんの様子が変だったの」

「変つっても実際、『百仙随行』は飛環にとって何とも言い難がたいトラウマだろう。……まあ確かに飛環にも怪しい噂うわさが有るこた有るがな」

「噂？」

「山雀やまがらに聞きかじった話だ。俺が仙になるより前のことだから、実際のことはわかんねえ。山雀も詳くわしくは知らねえみてえだった。なんでも、二、三百年か前、飛環が刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こそうとしたことがあるとかねえとか。その相手が瑠璃姫らしいって話だ」

「飛環さんが、瑠璃姫様に刃やいばを向けた？」

「だが噂だぞ？　壬佐々の方が疑いは濃こいってとこだ」

「桃治は壬佐々さんを疑ってるのね」

　つい責める口調になってしまうと、桃治は困り顔でさらに頭を搔いた。あまりに豪ごう快かいに搔くので結ゆい髪がみがわさわさ揺ゆれる。

「だってなあ、台所はちょっとねえだろう」

「押しこめられてる？」

　山雀仙もそう責めていた。桃治は頷く。

「壬佐々は狩鳥として功を挙げたんだ。今は地上界も平へい穏おんになって狩鳥の職もすっかり閑かん職しよくだがな、昔はあやかしも跋ばつ扈こして穢れ、酷ひどいありさまだったらしい。それを平らかにした武功だ。猛たけ々だけしい武の仙を、台所っつうのは……な」

　あおいは俯うつむいた。それは腕うでのある武士に刀を持たせないようなものだろうか。まだ鳥界山に来て日が浅いあおいには、いまいちピンとこない。

「でも、壬佐々さんは台所が好きだと言ったわ。食を預かるのも、信しん頼らいを得ているからだって、誇ほこらしいって」

「お前、壬佐々が好きなんだな」

　困った顔のまま、桃治が笑えんだ。あおいは唇くちびるを引き結んで頷いた。

　壬佐々はあおいが鳥界山に来て初めて仲良くしてくれた同性の仙だ。それにあの世話焼きな性格は友達というより、姉のようだった。その壬佐々が疑われ、毒を口にし、体が完全に癒いえないまま、再び毒見をさせられている。見て見ぬふりなんてできない。

「……好きだから庇かばうのって、動機が不純ね。子どもだわ」

「いいんじゃね？　そういうもんだろ。お前は番士じゃねえ。だが、傷付くなよ？」

　たとえ壬佐々が犯人だったとしても。

　桃治はそう言うと、ぽすぽすとあおいの頭を叩たたいて部屋を出た。

　あおいは大きく息を吐はいて、畳たたみに体を横たえた。

（──わたし、なにしてるんだろ）

　何度自分の子どもさ加減に厭あきれれば、大人になれるのだろう。情けない。

「カッコつけたこと、生意気に説いたのに」

　台所女中たちがお互たがいを犯人と疑って喧けん嘩かになった時、他人を疑えば自分の疑いが晴れるのか、と豪えらそうなことを言った。だが今自分がやっていることはどうだろう。結局、飛環を疑うことで壬佐々の疑いを晴らそうとしているのと同じではないのだろうか。

「……大人になりたい。冷静で、公平で、あとは……」

　後こう悔かいの気持ちを込めて呟つぶやいていると、ぱち、と音がした。何かが弾はじけるような音だ。

「なに？」

　長なが火ひ鉢ばちの方から聞こえた。不思議に思って顔を近づけたところで、硬こう質しつな破は裂れつ音が響ひびく。炭火の中で、何かが爆ばく発はつするように連続して弾け飛んだ！

「きゃっ！」

　熱い炭が飛び、灰が飛んだ。反射的に手で庇ったものの、熱いものがいくつか頰ほおにあたった。

「痛っ熱っ！　な、なに！　何が!?」

　破裂音がやんでから、そっと目を開ける。

　火鉢をのぞきこもうかとも思ったけれど、やはり壁かべ際ぎわまで離はなれた。心臓がばくばくしている。落ち着こうと深呼吸を始めたところで煙けむりに気が付いた。飛び散った炭で畳が焦こげている！

　慌あわてて拾い、火鉢に戻もどす。あまりにも動転していたせいか幾いくつかは素す手でで拾って熱い思いをした。

　もう何も起こらないだろうか、そんな心配をしながらじっとしていると、香こうばしい香かおりが鼻先をかすめる。

「──栗くり？」

　焼けた、いや焦げた栗の匂においだ。恐おそる恐る火鉢をのぞきこむと、拾って中に放ほうり込んだ炭に何個か栗が交じっていた。慌てていたせいで気が付かなかった。

「なによ、これ」

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　声とともに、庭に面した障子が勢いよくぶち壊こわされた。転がり込んできたのはなんと連雀だ。あおいはそれにも呆あつ気けにとられた。

「なにがあった？　怪け我がは？」

「あ、うん、大丈夫」

　連雀は肩かたで激しく息をしていた。あおいのそばに駆かけ寄り、怪我がないかを確かめて、安あん堵どしたようにその場にへたりと腰こしを下ろした。

「……よかった」

　そして思い出したように翼つばさをたたむ。

「あの、どうしたの？」

「それは俺の方が言いたい。なにがあった」

「……栗が弾けたみたい」

「そんなに食べたいのなら台所で調理したらいい！」

　荒あらい語気に少しだけむっとした。怒おこられるようなことは何もしていない。

「わたしだって栗を炭の中に入れるなんて馬ば鹿かなことしないわ」

「ではどうした」

　訊きかれて、あおいは返答に困った。瑠璃姫のように脅おどされる覚えはないが、些さ細さいな嫌いやがらせを受けている自覚はある。出で涸がらしの茶葉以外にも、コツコツと小さな細工は続いていた。突とつ然ぜん布ふ団とんが薄うすっぺらく変わっていたり、長持の中に蛇へびを入れられていたりといった、呆あきれるほどどうでもいい細工だ。

　だが今それを連雀に言うのは単なる告げ口をするような感じがして抵てい抗こうがある。

「いろいろあるのよ」

　あおいはすべてを曖あい昧まいにしたままきれいに片づけるいい言葉を思いついたと思った。

　けれど、それを聞いた連雀の瞳ひとみが揺れた。

「──俺には話せない、関係がない、ということか？」

　あおいは息を吞のんだ。切れ上がった連雀の鋭するどい目元に浮うかぶのは、傷付いたと言わんばかりの切なさだった。

（どうしてそんな目をするの……？）

　あおいの胸までぎゅっと切なくなる。耐たえきれない胸の痛みだ。狡ずるい。

　あおいはどうしたらよいかわからず視線をあちらこちらに泳がせた後、そうだ、と懐ふところから温おん石じやくを取り出した。

「あの、はい、これ」

　渡わたされた時の謎なぞの台詞せりふを一いつ瞬しゆん思い出しかけ、鼓こ動どうが速くなる。あれがなんだったのかなんて、一生考えられそうにない。

「温石、使っていないのか……」

　愕がく然ぜんとしたような声に、あおいは戸と惑まどった。ずっと預かったままだったから返そうと思っただけだ。

　連雀の顔はいつの間にか蒼そう白はくになっていた。

「要いらなかったのか。だから、拒きよ絶ぜつしたのか？」

「え、と、ちょっと待って、なんのこと？　これ貰もらってよかったの？」

　何の説明もされずに渡された。温石だということすら初めはわからなかったくらいだ。それなのに、そんな顔をされる理由がわからない。

「連雀は何も言わないから、わからないわ。禾火祭のことだってそう。夏の神事の後、急に避さけはじめたのだって……」

　ずきりと胸の痛みがよみがえる。

　話しかけては視線を逸そらされ、すげない単語であしらわれた。すぐに背を向けられ、避けるように去られた。

　嫌きらわれた理由もわからないままで、ずっと悩なやみ、切ない思いを抱かかえてきたのだ。

　鼻の奥がつんと痛む。

「あれは！」

　連雀は弾かれたように膝ひざ立ちになり、あおいの肩を摑つかんだ。

　吸い込まれるように目と目があって、時間が止まった。

　あおいを見み据すえる連雀の目は真しん摯しだった。そこに今日は苛いら立だちなどを見て取ることはできない。真っ直すぐな視線は何かを必死に伝えようとしているかのようだった。

　悩み、迷い、言葉を探しているような、どこか苦しげなその表情。

「……それは、お前が！　あまりにもじっと人の目を見て話すからいけない！」

「れん……」

「どう、普ふ通つうでいろと？　そのまま目を合わせていろと？　……無理だ」

　連雀は苦しげに顔をそむけた。一瞬ずきりと胸が痛んだけれど、よく見ればその顔は目元がうっすらと赤い。

「そのまま見つめられたら、燃えてしまう。俺のなかに点ともった火はどうしようもない業ごう火かだ。この身を焼き尽つくしてしまう」

　あおいは連雀を凝ぎよう視しした。言われた意味をすぐには理解できない。

「……吉備に、あおいを睨にらむなと言われた。いや、睨んでいるつもりはなかったんだ。ただ、ふと気が付けば目で追ってしまうから、不ぶ躾しつけにならないようにと目にひたすら力を入れて目線を制せい御ぎよしようと試みた。微笑ほほえみとともに話しかけられれば、一つの言葉も出てこなくなった」

　あおいの心臓の音はだんだんと大きくなる。顔どころか、全身がかあっと熱くなった。

　何を言われているのか、ゆっくりと水が滲しみ込むように理解が広がる。

「済まない。悪かった。不ふ甲が斐いの無い俺の態度のせいで、あおいに誤解をさせた。たくさん傷つけた。本当に、済まなかった」

「連雀……」

　熱い感情の塊かたまりが胸から飛び出してきそうだった。泣き出したいような、叫さけびたいような、蹲うずくまってしまいたいような、もう自分でもどうしたらよいのかわからない。

「──わたしのこと、怒ってないの？」

「怒ってなどない」

「わたしのこと、避けてない？」

「避けたかったわけじゃない」

「……ええと、その、瞳に……顔を映したいっていうのは？」

「き……吉備が、そこに顔を映せと……忘れてくれ……」

　あおいは啞あ然ぜんとして、少し吹ふきだした。吉備のからかいは健在だったらしい。真に受けて試ためす連雀にも呆れ、おかしかった。

　あおいはそれから、少し全身に力を入れた。連雀の気持ちにもしかしてと思いながら、直接尋たずねるのはやはり勇気が必要だ。

「変なこと訊いちゃうけど、瑠璃姫様のこと……好き？　恋こい慕したうって意味の、好き、よ？」

　それだけを口にするのに、手にじっとりと汗あせをかいた。

　連雀はぽかんと呆ほうけた顔でそれを聞き、次にむっとしたように眉み間けんにしわを寄せた。

「なんだそれは。姫ひめは素す晴ばらしいお方だが、そういう目で見たことは無い」

「瑠璃姫様が連雀を好きって言ってたり……は？」

「姫の心は唯ゆい一いつ、青瑪だけを向いていた。青瑪も同じで他を見ることは無い。だが姫はその心もまた、遠き昔に封ふう印いんされている。姫の心はもうどこへも向くことは無い」

「そう、なんだ……」

　瑠璃姫と番ばん頭がしらの青瑪がそういう仲だったとは意外だった。なんにせよ、瑠璃姫と連雀との仲はやはりあおいの早とちりだったということだ。

　と、いうことは──。あおいは微かすかに震ふるえた。これはもしかして、思い上がってしまってもいいのだろうか。

「……あ、あの、最後に一つ、訊いてもいい？」

「なんだ」

　連雀が意を決したように向きを戻もどし、再びあおいと視線を合わせた。その目は潤うるみ、目元はやはり赤く色づいていた。

　あおいは二回深呼吸を繰くり返し、胸を押さえる。

　心臓が飛び出してきそうだ。体中が心臓になったように熱く、鼓動は耳の中から聞こえる気さえする。落ち着いて、落ち着いて、と心の中で繰り返した。

　勇気のすべてを振ふり絞しぼって、口を開く。

「わたしのこと、す」

「おい！　さっきの音、ここじゃねえよな！」

　ばしいん、と激しい音とともに廊ろう下か側の襖ふすまが開かれた。超ちよう人じん的な反射神経で、あおいは変な悲鳴とともに連雀を突つき飛ばした。

　駆け込んできたのは桃治だ。「不ふ審しん者か！」と手に大刀を作り出し、構えようとしたところで固まった。桃治が目だけを動かして、あおいと連雀を交こう互ごに見比べる。

「ちょ、ちょっと桃治、前も言ったでしょ、声もかけずに女性の部屋に入ってくるのは失礼だって！」

　何事もありませんでしたっ、という顔をして、誤ご魔ま化かすように怒おこり顔を作る。本当は脱だつ力りよくして突っ伏ぷしたかったがそうはいかない。

「──なんで連雀の野や郎ろうが？」

　桃治は感情が消えた顔で連雀を顎あごで指した。連雀はあおいに突き飛ばされた後、何事もなかったかのようにせっせと壊こわれた障子を直していた。ちなみに背を向けているのでその表情はわからない。

「さっきの音に心配して来てくれたの。でも大だい丈じよう夫ぶだったから。ちょっと栗くりが弾はじけただけ」

　無表情のまま桃治の大刀は出たり消えたりしている。あおいは慌あわてて引っ込めさせた。

　それから間を置かずに番士が事情を聴ききにやってきた。栗の音よりも障子が壊された音が結構大きかったようだ。

　あおいは不注意で栗が弾けたと彼らに謝罪し、連雀も障子を壊した経けい緯いを説明してくれた。連雀は番士たちに信しん頼らいを得ているようで、彼らはすぐに去っていったのだが、あおいはなぜだか疲ひ労ろう感かんでぐったりとなった。

「……なんなの、この酷ひどい空気感は」

　部屋に残った桃治と連雀は、どうやら仲が悪いようだった。
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「壬佐々の毒見を交代したい？」

　とりあえず二人にお茶を淹いれ、険悪な雰ふん囲い気きが和なごむような話を、と考えたあおいだったが、結局口から出たのはこの話だった。飛環には却きやつ下かされてしまったが、瑠璃姫と交流のありそうな連雀なら何かいい案を持っていないだろうかと思ったのだ。

　連雀は湯ゆ吞のみで手を温めるような仕草をしながら、「無理だろうな」と答えた。

「毒見を誰だれがやるかというのは、責は誰にあるのかという問題だ。瑠璃姫の食事は台所番が責任を持つ。たとえ台所の外で毒の混入があったとしても、だ。これは動かしようがない」

「やっぱり……そうなのね」

　あおいは落らく胆たんに肩かたを落とした。前に飛環にも同じことを言われたのだ。あおいの主張は単に横車を押そうとしているだけなのかもしれない。

「壬佐々が心配か？」

　あおいは視線を俯うつむけた。見み舞まいに行った時の壬佐々の血色の無い顔が忘れられない。力無く、たった一人で横たわっていた。その扱あつかいにだって納なつ得とくがいかなかった。

「もしまた、毒を口にしたらって思うと怖こわい。仙せんだって、死なないわけじゃないじゃない」

　薬やく水すいがあると言うが、その効能はどの程度のものなのだろう。飲むのが間に合わないということだってあるのではないだろうか。

「毒見で死ぬことは恐おそらくない。人目を盗ぬすんで、見た目にわからない程度に混入する毒だ。仙の体を死に至らしめるほどの強い毒は混入が難しいだろう。そこだけは心配しなくていい」

「死ななくても、苦しいじゃない！」

　あおいが項うな垂だれると、口を開いたのは桃治だった。不ふ機き嫌げんの塊のような酷い顔で連雀を見た。

「壬佐々はぴよが屋や敷しき衆に入ってからずっと面めん倒どう見てくれてたんだ。心配するのは当然だろう。ぴよを追い出したお前にはわからねえだろうがよ」

　食って掛かかる桃治に、連雀の顔色が変わった。

「──お前ならわかるとでも言う気か？」

「お前よりかはずっとな！」

「あ、あのう」

　口を挟はさむと同時に二人から鋭するどい視線を向けられた。変な汗が湧わいてくる。

「とりあえずほら、お茶でも飲んで一服しましょ。休きゆう憩けいももうすぐ終わりだし」

　ああこういう時に甘味があれば、とあおいは内心でため息を吐ついた。餡あん子こさえあればとりあえず連雀は落ち着いてくれそうな気がするのに。それこそ甘いだろうか。

　あの時の饅まん頭じゆうのはやにえでも取っておくべきだったか、と考えたところで、「ぶ」と変な音がした。連雀が桃治に向かってお茶を噴ふき出したのだ。

「汚きたねぇ！」

「ごほ、ごほっ！　なんだこれは、色つき湯か？」

　連雀は涙なみだ目めでむせている。そういえば出で涸がらし茶だったとあおいは今いま更さら気が付いた。

　ちなみに桃治は咳せき込む連雀の横で、「俺はこの味知ってたぜ！」とでも言うような得意げな顔で茶をすすっている。謎なぞの自じ慢まんだ。

「ごめんごめん、連雀の口には合わないわよね。何かないかしら、口直しの甘味……」

　手しゆ巾きんで桃治の濡ぬれた長着を拭ふきながら、そういえばと思い出す。桃治から芋いも菓が子しを頂いたのだった。

　小こ棚だなに上げてあった包みに手を伸のばすと、今度は桃治が茶を噴いた。

「ごほ、お、お前！　ま、まさかそれを連雀に出す気か？」

　信じらんねえ！　とでも言いたげな表情に、あおいは面めん食くらった。

「結構重いからみんなで食べたらいいかなと思ったんだけど、駄だ目め？」

「いや駄目だろ！　ぴよ、お前それなんだと思ってんだよ!?」

　取り乱した様子の桃治に「芋菓子」とそのまんま答えたら呻うめいて突っ伏してしまった。

　あおいは困こん惑わくしてその包みをじっと睨にらむ。芋菓子と聞いた気がするが、違ちがったのだろうか。

「はっ！　これはもしかして芋は芋でも芋ではなく、芋ム……」

「違ちげえよ！」

「あおい」

　震ふるえるような声で連雀に名を呼ばれた。きょとんとして見ると、連雀が目め尻じりを急角度で吊つり上げていた。

「お前、桃治の給きゆう餌じを受けたのか？」

　静かな、というよりややかすれた声だった。なんだか深刻な様子だ。

（な、なに、なんか怒おこってる？　給餌って、餌えさを運んでくること？）

　それなら受けた。握にぎり飯を何度も持ってきてもらった。

　あおいは困惑しながら頷うなずいた。

「うん。桃治が親切に面倒見てくれて、いつも感謝してる。それがどうかした？」

「お前……俺の歌を聞いたくせに、それはとんだ浮うわ気き者だぞ」

「は？」

　聞き取るのも難しい、もごもごとした声だ。あおいは意味が分からずにただ桃治と連雀を交こう互ごに見た。連雀は大罪を責めるような視線をあおいに流してくる。がばりと起き上がった桃治は苦り切った顔を真っ赤に染めていた。

「ぴよ、お前なあ！　百舌もず仙の給餌と言ったら求愛だろうが！」

「え？　え？　え？」

「お前、俺の求愛受けたんだよな！」

「え？　え？　ええぇ────っっ!?」

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。
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　夕暮れがいつもより早い。

　空が薄うす曇ぐもりだったせいかもしれない。空の茜あかね色いろは既すでに遠く、すっかりと薄はく暮ぼが広がっていた。

　脅おどしと思われる事件が始まって以来、夕の仕事は慌あわただしい。夕飯を作りながら並行して湯ゆ殿どのに湯を運ぶのだ。なにせ食事の膳ぜんは毒見をしなければならない。毒が遅ち効こう性だった場合に備えて、毒見を終えてもしばらくは様子を見なければならないのだ。その間、膳に誰も近づかないようお側そば衆しゆうから二人が見張り役に就つく。そして瑠璃姫が入浴を済ませてから箸はしをつけるという順序になっているのだった。

　台所の片づけをほぼ終え、壬佐々と談だん笑しようしながら単衣ひとえに着き替がえたあおいは、いつものごとく闊かつ達たつな笑え顔がおで送り出された。

　修練を受けるため檜ひのき棟とうを目指して左さ翼よくを足早に歩く。

　ふだんから歩くのは速い方だが今は更さらに早足だ。休憩中のあの出来事以来、なんだかむず痒がゆくて恥はずかしくてたまらない。ゆっくり歩くなんてできなかった。

　あの時のいたたまれない感じはもう一生味わいたくない。知らなかったとはいえ、桃治に対してとんだことをやらかしてしまった。

（でも！　知らなかったんだもの！　どうしようもない、いや、どうしようもなく、無いの？　ああもうわからない！）

　叫さけんで転がって走り去ってしまいたい。次に会う時どんな顔をしたらいいのだろう。

（そういえばあのとき。壬佐々さんもそんなこと言ってたんだ……なんできちんと意味を考えなかったんだろうわたし！）

　握り飯も裁さい縫ほうも、どちらも親しい証あかしだと言っていた。どうしてあの時、詳くわしく訊きき返さなかったんだろう。恥ずかしさと後こう悔かいで悶もん死ししそうだ。

　あの後、あおいは知らなかったことを必死に弁明して謝罪した。

　桃治はいかにも重傷を堪こらえてますといった様子で「いやあ、知らねえならしゃあないよなあ」と空笑いを繰くり返していた。本当に申し訳がない。しかも仲が悪い様子の連雀など、胸を張って「残念だったな。あおいは鳥ちよう仙せんの習慣に疎うとい。なにせ毎日のように囀さえずられても平気という非常識の持ち主だ」などとふんぞり返っていて、それにはあおいも茶を噴いた。平気だったわけじゃない、とは言えなかった。

「────ああもう、こんなんで修練に集中できるのかしら」

　檜棟を目の前にして立ち止まる。桃治のように頭を豪ごう快かいに搔かきむしりたい。

　両手を頭に当てて空を仰あおいだとき、ふと空に火の粉が見えた気がした。

　まさかと思って目を凝こらす。振ふり返れば確かに表おもて玄げん関かんの方角で火の粉が舞まっていた。

「火事!?」

　左翼のどん詰づまりからは建ち並んだ棟むね々むねの陰かげになって、火元がどこかはわからない。だが確かに火事だ。しかも台所とは場所が違うことに胸むな騒さわぎを覚えた。火の気のないところでの出火だとしたら、付け火かも知れない。

　火の粉が舞う上空では、翼よく変へんし水みず桶おけを手にした番士たちの滑かつ空くうが始まっていた。空からの消火活動だ。だがそれは、単なる小火ぼやでは済まない規模だという証しでもあった。

　あおいは急いで踵きびすを返した。修練は大事だが、消火活動より優先されるものは無い。火事の多い江戸で育ったあおいにはそれが身に染しみていた。自分でも必ず手伝えることがあるはずだ。

　近道をしようと外庭の夏なつ椿つばきの樹林を抜ぬける。全力で駆かけていたあおいは、視界に何かを捉とらえて慌てて立ち止まった。

　薄うす闇やみに包まれた庭で、なにか布のような物がひらりと動いたような気がしたのだ。

「誰だれかのふんどし？」

　似た形だと思った。そうだとしたら洗せん濯たく当番として放ほうっておけない。とりあえず拾ってから行こうと足を向けたとき、それが突とつ然ぜんがさりと動いた。

　次の瞬しゆん間かん、あおいから逃にげるように何かが宙に舞った。布の塊かたまりだ！

　驚おどろいたあおいはそれを凝ぎよう視しした。ふんどしかと思ったものは、美しく輝かがやく幾いく枚もの羽は衣ごろもだった。たくさんの羽衣が一塊になって空を飛んで行く。

　呆あつ気けにとられて口を開けたままそれを見上げていたあおいは、ふと眉まゆをひそめた。耳が拾ったのは翼つばさの羽ばたく音だ。まさかと思って目を凝らす。

　暗くてはっきりとは見えないが、確かに羽衣のたなびく隙すき間まから翼の先が覗のぞいていた。黒っぽい、いや、濃こい茶色のような大きい翼だ。

「鳥が……違う、誰かが羽衣を咥くわえている？」

　嘴くちばしに美しい羽衣を大量に咥え、飛び立ったのだ。胸にざわざわとした不安が沸わきあがった。

　咥えた量があまりに多過ぎるのか、一枚、また一枚と羽衣が風に舞いながら落下してくる。鳥は空中で素す早ばやく旋せん回かいするとそれらに向かって鋭するどい爪つめを引っ掛かけた。太い猛もう禽きんの脚あしだった。

「破ってるの!?」

　びりびりに裂さかれた羽衣が散る。そのたびに淡あわい光が散って、あおいは息を吞のむと同時に鳥に向かって駆け出した。

（冗じよう談だんじゃない。これは仙気だわ。仙気が織り込まれた羽衣！　禾火祭で使うっていう、瑠璃姫様が織った羽衣じゃないの！）

　鳥は残りの羽衣を咥えたまま逃げる。速い！　あおいは下げ駄たを脱ぬぎ捨て、猛然とそれを追う。逃がすわけにはいかない！

（捕つかまえないと！）

　鳥は上空高く舞い上がり、夜に紛まぎれて姿を隠かくそうとする。それでもはためく綺き羅らのような羽衣のおかげで、何とか目で追うことができた。

「誰か！　誰か来てえ！」

　声を上げるけれど、辺りには誰の姿もない。もともと左翼には出歩く女中も少なく、更に番士たちは玄関方面の火事と瑠璃姫の警護に集まってしまったのかもしれない。

　歯がゆく思いながら走るうち、檜棟よりも奥へと踏ふみ込み、いつの間にか広大な樹園へとたどり着いていた。あおいが走るとあたりの葉がかちゃかちゃと硬かたく涼すずやかな音を立てた。翡ひ翠すいの葉をつけた草木の樹園だ。

「ここ、どこ……？」

　激しく肩かたで息をついて、あおいはその場に崩くずれるように膝ひざを落とした。ふだんの体力ならなんてことはない距きよ離りだというのに、昨夜の修練でたまった疲ひ労ろうが一気に押し寄せてきた。体は軽いのに力が入らない。

「はあ、はあ、どこに……っ」

　薄闇が漂ただようなか、必死に鳥の姿を捜さがした。濃い茶色をした大きな猛禽。

「──いた！」

　離はなれた木の上に、翡翠の葉に隠れるようにしてとまっている。だがあおいが再び走り出すとすぐに飛び立った。

（駄だ目めだ、追いつけない！）

　宙を飛ぶ鳥と地を走る人とでは競争にすらならない。あおいは唇くちびるを嚙かんだ。

　どんどん遠ざかる鳥の影かげに、悔くやしいと強く思った。

（わたしだって鳥仙なのに。わたしだって鳥なのにっ。どうして……どうして飛べないの！）

　地面をただ走ることしかできないのは屈くつ辱じよくだった。同じ鳥仙でありながら、相手は自由に空を舞い、あおいはそれを見上げることしかできない。翼の無い鳥なんて、只ただの人と同じだ。福乃にも以前言われた。それは正しい。

　嘲あざ笑わらうかのように悠ゆう々ゆうと羽ばたいて猛禽は去ろうとする。

「どうして！　肝かん心じんな時に！」

　狼ろう仙から逃げる時とっさに翼変ができたように、どうしていま翼を得ることができないのだろう。悔しさに胸が裂けそうだった。悔しくて、惨みじめで、嚙みしめた唇からは血が滲にじんだ。

「なんとかしないと！」

　もどかしい感情に胸を押さえると、懐ふところに硬い感かん触しよくがあって取り出した。連雀にもらった温おん石じやくだ。今日は身み支じ度たくをするときに火ひ鉢ばちで温石を温めてから持ってきたのだ。

　ぎゅっと強くそれを握にぎり締しめる。

「連雀、ごめん！」

　あおいは飛び去る猛禽を睨にらみつけて振りかぶり、全力を込めてそれを投げつけた。

　辺りはもうすっかりと暗い。そのせいか、猛禽は速度も高度も落ちていた──鳥仙は基本的に暗闇を飛ぶのは苦手なのだ。なにより標的はひらひらと輝く羽衣を纏まとっているぶん大きい。小さいころ石投げ遊びが得意だったあおいには、当てる自信があった。

　包んだ手しゆ巾きんごと温石は指から離れて行った。投げつけた温石は、うっすらと夕ゆう陽ひ色に光の尾おを引きながら飛んで行く。逃げる猛禽の方はたなびく羽衣で視界が悪いせいか、避よける動きはなかった。

　ご、という鈍にぶい音が響ひびき、女性の呻うめき声が上がる。

「よし！」

　羽衣の塊が地面に滑すべり落ちる。温石の光を目印にしてあおいは走った。

「もう観念しなさい！」

　翡翠の葉をつけた桑くわの茂しげみの中に、羽衣の塊は落ちていた。声をかけても動く様子はない。観念したのだろうか、それとも隙を見て襲おそい掛かってくるつもりだろうか。

「あなたが最近の事件の犯人なの？　瑠璃姫様にも毒を盛った？」

　警けい戒かいしながらゆっくりと手を伸のばした──その時。

　何かを感じてあおいは頭上を見上げ、息を吞んだ。

　あおいのすぐ真上に光が出現していた。夜の闇を歪ゆがめるほどに強く激しい光の渦うず。

（丹たん田でん！）

　反射的に飛び退すさる。光の濃さが練られた気の強さだとわかった。頭上ですさまじい仙気を操あやつるものなど、今追っていた猛禽しか考えられない。

　身がすくむほどに大きく重い音が響き、逃げようとしていたあおいの背に何かがぶつかった。樹園の木かと向きを変えて走ろうとしたが、それも何かに遮さえぎられる。

　手に触ふれた障害物の感触に、あおいは混乱した。両手で握り締めて揺ゆする。硬く、太く、等とう間かん隔かくで並ぶ棒──格こう子しだ。いや、頭上にもそれはある。

「なに、これ……檻おり？」

　あおいの周囲をまるで小さな鳥とり籠かごのごとく檻が取り囲んでいた。

「なによこれ……なんなの！」

　両手で力いっぱい揺すってもびくともしない。冷たく重く堅けん牢ろうな檻。

　周囲の暗闇に目を凝らしたが、すでに猛禽の姿は無いようだった。逃げられたのだ。

「誰か、誰かいないの！　出してっ！」

　摑つかんで引っ張り、力のすべてを込めて押しても動かない。あおいは誰かを呼びながら檻をひたすら揺すった。早く追わなくてはいけない。陰いん湿しつな事件を起こしていた犯人を見つけたのだ。早く追って捕まえなくては！

　しかし咳せき込むほどに叫さけんでも番士が駆けつける様子がない。これではだめだと唇を嚙んだ。自力で何とかするしかない。

（これが落ちてくる直前、丹田で仙せん気きを練るのが見えたわ。仙気を練って作った檻ってこと？）

　あおいが以前槍やりを作り出したように、連雀が刀を手に具現させたように。

　仙気でこういうこともできるのかと少し驚きながら、叩たたいて硬さを確かめる。少なくとも木材のような硬さではない。石や鉄の硬こう度どに近い気がする。蹴けりや体当たりでどうにかなるようなものではなさそうだった。

　あおいは右手を檻に向けてかざし、半ば目を閉ざす。

　一度息を止め、呼吸は精を吸い込むもの、と強く意識をしながら鼻から吸い、口から吐はく。その繰くり返し。

　光のような、水のような、熱く、冷たい丹が肚はらの中で渦を巻く。丹、仙丹だ。

（お願い、力をちょうだい。わたしが仙である証あかしを、力を！）

　右手を強く握る。現れた硬い感触にあおいは目を見開いた。

　歓かん喜きに胸が震ふるえるのがわかった。びいどろで作られたかのような、青く透すき通った槍が右手に具現していた。狼仙と戦った時に無我夢中で出した仙気の槍だ。

「よし！　できた！」

　あおいは両手で槍を構え、力いっぱいに薙なぎ払はらう。激しい金属音が幾いく度ども響いたが、まるで壊こわれる予感がしない。

　何度も何度も繰り返したが、最終的に砕くだけ散ったのはあおいの槍の方だった。

「……そんな」

　せっかく出せた仙気の武器も役には立たなかった。槍とともに自信のすべても砕けた気がして、あおいはその場にへなへなと腰こしを落とした。

　情けない。強くそう思う。

　鳥ちよう変へんした猛禽を地面を駆かけて追い、追い詰つめたと思ったら閉じ込められて犯人を悠々と逃のがし、しかも自力で仙気の檻を破ることもできず、番士を呼びに行くこともできない──これを情けないと言わずになんと言うのだろう。

「…………ちがう」

　座り込んだまま格子を摑んだ。大きく息を吸い込んで顔を上げる。あらん限りの声で「誰だれか」と叫んだ。

「誰か、誰か！　誰か聞いて！　番士に報しらせて！　犯人は茶色い猛もう禽きんよ！」

　あおいはただひたすら声を張り上げて叫んだ。

　力いっぱいに叫び、少しでも早く誰かに犯人を報せることがまだ自分にはできるのだ。自分がここを出て追う事ができなくても、誰かが追えればそれでいい。自分の不ふ甲が斐いなさに落ち込むのは、少なくとも今じゃないはずだ。

「誰か！」

「あおい！」

　すっかり闇に包まれた中を、声とともに提ちよう灯ちんの明かりが向かってくるのが見えた。照らされた大きな翼つばさ。あおいは檻に体を押し付けるようにして相手の名を呼んだ。

「連雀！　こっちよ！」

「あおい！　どういうことだこれは！」

　闇の中では濃こい灰にしか見えないけれど、赤みある灰はい褐かつ色しよくをしていると知っている。白はく斑はんと鮮あざやかな黄色の模様、そして赤あか蠟ろうの飾かざりがついた美しいその翼が羽ばたき、檻の前に着地する。

　提灯を手に降り立った連雀は、あおいの置かれた状じよう況きように瞠どう目もくした。

「仙気で編んだ檻？　なぜこんなものが」

「連雀、追って！　禾火祭の羽は衣ごろもを盗ぬすもうとしてたやつを見たわ！　濃い茶色の翼の猛禽！　まだ近くにいるかもしれない。きっと今までの犯人よ！」

　言葉で伝えるのももどかしい。その一いつ瞬しゆんすら焦じれったかった。しかし言い終えても連雀は檻の前から飛び立たない。

「早く！」

「お前を置いて俺が行くとでも思うのか？　まだ近くに潜ひそんでいて、姿を見たお前を始末しようとしてきたらどうする」

　でも、と言おうとすると、連雀は気分を害したかのようにむっと険を見せた。

「なぜそうも邪じや険けんにする？　火事だと聞いて駆けつけたのに。必死で捜さがした。不老の身でありながら寿じゆ命みようが縮む思いをした」

「じゃ、邪険になんてしてない！」

「とにかく今出してやる、番士を呼びながら二人で追えばいい。少しさがってくれ」

　あおいが指示通りに格子からさがると連雀も数歩檻から離はなれ、右手に一ひと振ふりの刀を具現させた。連雀はそれを大きな踏ふみ込みとともに一いつ閃せんする。

　激しい金属音が響く。反射的に目を瞑つむったあおいが慌あわてて瞼まぶたを押し上げたとき、真っ先に目に飛び込んできたのは愕がく然ぜんとした表情の連雀だった。──格子は壊れていない。

「なんだ、この檻は!?」

　連雀は焦あせりの声を上げると、すぐさま二刀目三刀目を振り下ろす。

　しかし結果は同じだった。格子に傷はついたものの、いくらやっても壊れそうにない。それよりも連雀の手の方が痺しびれたようで、あおいはそれが申し訳なくて、幾度でも刀を振り下ろそうとする連雀を妨ぼう害がいするように格子に手をかけた。

「離れていろ、あおい」

「もういいから、行って。平気。連雀のせいじゃないわ。だってほら見て」

　あおいは格子の隙すき間まから手を出してひらひら動かしてみせる。

「これだけの隙間があれば、本来鳥変できる仙なら一瞬で脱だつ出しゆつできちゃうわ。つまりはわたしの修練不足ってわけよ」

「だからと言って、安全とは限らない場所にお前を置いてはいけない」

　連雀がその手をぎゅっと握にぎった。

「もしお前に何かあったら、俺はどうしたらいい？　あとどれだけの生を後こう悔かいして生きればいい？　俺を苦しめないでくれ」

「なに……言ってるの？　早く行って」

「行かない」

「手、離して」

「離さない」

「連雀！」

　見慣れない樹園は外庭園や松の庭園と違ちがい灯とう籠ろうがない。日の沈しずみきった今、灯あかりは連雀が持ってきた提灯一つだ。こんなことをしている場合ではないのに、彼の手の温かさに心のどこかが安あん堵どしてしまう。一人残されるのは怖こわいと、本音の奥底では臆おく病びような自分が確かに主張していた。

「しかしなんなんだ、この檻は……仙気の練り方が尋じん常じようじゃない。相手は仙気を繰るのに長たけている」

「猛禽よ、茶色い。ねえ、鳶とびって濃い茶色じゃない？　もしさっきのが飛環さんなら瑠璃姫様が危ないんじゃないかしら。やっぱり早く連雀は……」

「猛禽の多くは茶色から濃い褐色だ。屋や敷しき衆にも数人では済まないほどいるのに、今時点で特定するには時じ期き尚しよう早そうだ。それに今は青瑪が姫ひめに付ききりだ。誰も指一本触ふれられない」

　連雀は早口でまくしたてた。まだ食い下がる顔をしたあおいに、連雀は苦しげに呟つぶやいた。

「俺を、遠ざけようとするな」

「でも」

「それよりあおい、もっとこっちに寄ってくれ。出す方法を思いついた」

　言いながら繫つないだままの手を引くので、あおいは素す直なおにそれに従った。あおいがここから出さえすれば、連雀は犯人を捜しに行けるし、番士も呼べるのだ。

　何をどうするのだろうと、檻越ごしに近づいた連雀の顔をじっと見上げた。繫がれた手がほどかれる。

「ではあおい、脱ぬいでくれ」

　真顔で言われて、あおいの頭は爆ばく発はつした。

「な！　な、な、なにを」

「上だけで事は足りる。早く脱げ」

「こ、事は!?　事はどう足りるんでス!?」

「脱いだ裸ら体たいをこっちに押し付けるんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、今は夜だ。お前は何も考えないで、目を閉じていればいい」

　焦れったいと言わんばかりに力説してくる。あおいは羞しゆう恥ち心しんに突つき動かされて数歩下がった。

「早く脱…………」

　あおいの微び妙みような眼まな差ざしにようやく気が付いたのか、連雀は壊れたからくり人形のようにぎこちなく動き、固まった。

「…………」

「…………ち、ちがう。そういう意味じゃない！」

　再び歯車の動力を得たかのように、かくかくと動き出す。あたりは真っ暗だが恐おそらく顔は真っ赤だ。

「い、いい。大丈夫。わかったから。なんとなく、わかったから」

「だったらなぜ離れてる！　多少強ごう引いんに仙せん気きを多く流しこめば、あるいは鳥変できるかもしれない。そうしたら……」

「だって無理！　だってやなの！　だいたいなんでまたヘソなの!?」

　仙気を注ぐ方法は口移しかヘソ移しの二択たくだ。前は気が遠とお退のいている間のことだったからどうしようもなかったけれど、今は違う。意識の完全にある状態で耐たえられるわけがない！

　だがあおいの頑かたくなな様子に連雀はかえってむきになったようだった。

「では口ならいいのか。早く口をこっちに寄越せ」

「口を寄越せって、その言い方！　他ほかに言いようは無いの!?」

　ああもう絶対に無理だとあおいはしゃがみこんだ。脱力感が半はん端ぱではない。

　連雀はなぜかさらに気を悪くしたようだった。提灯に照らされた顔はわずかに赤いまま、むすっとした顔をしている。

「そんなに拒きよ絶ぜつするのか」

「拒絶じゃない。もうわたしのことはいいから行って、ほんとに」

「薄はく情じよう者め。俺の歌を聞いたくせに、出て行ったあげく、若い男の求愛まで受けた。それどころか、口まで拒こばむのか。まさか俺を弄もてあそんでいる？」

「きゅ、求愛……もて……」

（なにを怒おこってるの!?　なんか連雀がおかしいんですけど！）

　あおいは呼吸困難に陥おちいりそうだった。拗すねたように連雀がふいと顔をそむけた。

「──あ、あのねえ！　昼間も説明したけど、百舌もずの求愛給きゆう餌じ行動なんて全然知らなかったし、桃治とはそういう仲じゃないし、屋敷衆になってからずっと習慣になってたっていうか」

　桃治の親切だと思っていた。いや、はじめの頃ころは確かにそうだったのだと思う。どこまでが親切で、どこからが求愛給餌行動だったのか、あおいには全く分からない。いつの間にかあおいの自室で握り飯を受け取り、裁さい縫ほうの指導を受けるのが習慣となっていた。

　時間を戻もどしたい、とあおいは顔を覆おおって突っ伏ぷした。

　それと同時に何かが頭に引っかかり、動きを止めた。

「……あおい？」

　顔を上げたあおいからは表情が消えていた。

　提ちよう灯ちんの橙だいだいの明かりに照らされていても蒼そう白はくだとわかるほどに血の気が無い。

「──連雀、確かく認にんしたいことがあるわ」
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「消火状じよう況きようについて報告を」

　付け火など些さ末まつなことだとでも言うように、瑠璃姫は通常通り夕ゆう餉げを食した。

　膳ぜんが下げられ、瑠璃姫が凜りんと告げると、お側そば衆しゆう頭がしらの飛環が廊ろう下かから現れた。

「ただ今確認して参りんしたところ、表おもて玄げん関かんは鎮ちん火か。付ふ随ずいする渡わたり廊下の一部が現在延焼中とのことでござります」

「青瑪も報告を」

「依い然ぜん犯人は捕つかまらず。まず番士を増やすか屋敷衆を全員殺すかした方がいい。拷ごう問もんでもいいかもしれない」

　側に控ひかえていた青瑪が答え、儚はかなげな面おも差ざしに狂きよう気きの笑えみを浮うかべたところで、がやと廊下が騒さわがしくなった。

「なにごとかな」

　青瑪と飛環が瑠璃姫を庇かばうように立つ。限られた者しか踏み込めない奥おく御ご殿てんに、慌あわただしい足音が近づいてくる時点でただ事ではなかった。通路を守る番士たちは止めなかったのか、やむを得ず共に通る判断をすることなのか。番ばん頭がしらの青瑪は手に大おお鎌がまを握った。

「失礼仕つかまつります！」

　取り次ぎの返答を待たず、慌ただしく襖ふすまが引かれた。「無礼な！」と飛環がいきり立つ。

　青瑪が鎌を振ふり下ろそうとしたが、すんでのところでその手を止めた。崩くずれるように飛び込んできた者の姿に、その場にいたお側衆たちは誰だれもが顔を強こわ張ばらせ、息を吞のんだ。

　赤黒く腫はれ上がった顔、虚うつろな目。口元から湧ゆう水すいのようにおびただしい量流れ落ちているのは鮮せん血けつだ。顔は原形を留とどめていない。仙気を見ても瀕ひん死しの状態だとわかる女によ仙せんが息も絶え絶えに仲間に両りよう肩かたを支えられ、半ば引きずられるようにして運び込まれてきた。

「火急にございます！　夕餉のお毒見役を仕った壬佐々が、今このように！」

「なんやと！　これが壬佐々!?」

　飛環が血ち袋ぶくろのようになった女仙を凝ぎよう視しした。誰もが信じられない、という顔だった。

「はい、戻ってきてすぐはいつもと変わらぬ様子だったのですが！」

「これは……もう助からない。致ち死し量だ……」

「遅ち効こう性の毒やと!?」

　飛環と青瑪を筆頭に、その場に激しい動どう揺ようが走った。

　毒見役が倒たおれた。そして瑠璃姫は既すでに毒見の済んだ夕餉をとった後だ。念のため毒見の後四半刻さんじゆつぷんの時間をあけたが、足りなかったということだ。

「こ、」

　壬佐々が何かを言おうとして、ごぽっと血を吐はいた。

　震ふるえる手を懸けん命めいに動かそうとするのを見て、仲間の台所女中が袖そでの下から小さな陶とう器きの小こ瓶びんを取り出した。

「薬やく水すいでございます！　壬佐々が自分ではなく姫様にと！　今からでも少しは効果があるやもしれませぬ！」

「貸しや！」

　飛環が受け取り、栓せんを抜ぬく。ところが手元が狂くるったのか、投げ出すようにして小瓶が滑すべり落ちた。

　ぱりんと儚く陶器が割れる音が響ひびき、薬水が畳たたみに散った。

　誰もが驚きよう愕がくの顔でそれを見ていた。悲鳴が上がる。

　動いたのは壬佐々だ。体を投げ出すようにして畳の薬水を袖に吸わせ、破り取った。周囲からはどっと不ふ手て際ぎわをした飛環に対する非難の声が上がった。

　飛環は震える手で壬佐々から袖切れを受け取り、動揺のためか、やけにゆっくりとした仕草で瑠璃姫の口にそれを近づけた。早くしろと怒ど号ごうが上がる。──しかし。

　突とつ如じよ、瑠璃姫と飛環のあいだを何かが横ぎった。

　番士もお側衆も台所女中も、焦しよう燥そう感かんに駆かられながら飛環と瑠璃姫を注視していたため、いったい何が飛び込んできたのか、すぐには理解できなかった。

　彗すい星せいのごとく飛び込んできたその何かは、勢い余って壁かべにぶつかり、羽を散らしてごみ屑くずのように畳に落ちて転がった。──それは一羽の鳥ちよう変へんした鳥ちよう仙せんだった。誰もが見覚えのない赤い鳥だ。衝しよう撃げきで気を失ったのか、ぴくりとも動かない。

　次に、誰かの「薬水が！」という悲鳴が上がった。それを皮切りに、屋や敷しきを揺ゆり動かすほどの怒号と悲鳴がその場を圧あつ倒とうした。飛環の手からは薬水を吸わせた袖切れが消えていたのだ。見れば、赤い鳥仙の頭の下にそれは落ちていた。

「なんということを!!」

　青瑪は鬼おにのような形相で鎌を振りかざした。

　刃やいばがひらめく刹せつ那な、今度はまた別の鳥が猛もう然ぜんと飛びこんでくる。青瑪の鎌を翻ほん弄ろうするように舞まって見せると、突とつ然ぜん瑠璃姫がその鳥に向かって番士の長羽織を投げた。

　集まった鳥仙たちの前で、それは瞬まばたきよりも早く人型をとり長羽織を纏まとう。次には具現させた一刀によって青瑪の刃を受け止めていた。流れるような変へん化げだった。

　見上げるほど長身の仙。刃は物もののような眼差しで青瑪を射る。

「青瑪、姫ひめの御ご前ぜんであるぞ」

「連雀！　なぜ曲くせ者ものを庇いだてする！　殺せ！」

　青瑪と連雀は刃を隔へだてて迫せり合いになった。誰もが動揺してそれを見守る。

　どう見ても薬水を奪うばった赤い鳥仙は始末すべき曲者であるはずなのだが、それを姫と近しい立場の連雀が庇いだてしている。

　更さらにはその表情に、誰もが困こん惑わくを深くした。狂気と殺意を露あらわにしている青瑪に対して、連雀は非常に冷静そのものだった。それどころか切れ上がった鋭するどい目元に、不思議と穏おだやかな優やさしさが滲にじんでいるように見える。これは一体どういうことなのか。

「控えよ」

　連雀は短く言うと、踏ふみ込んだ一振りで青瑪の鎌を跳はね返した。青瑪が再び鎌を振り上げるが、連雀は既に背を向け、衣い桁こうに飾かざられた打ち掛かけを手にし、気を失った鳥仙へと歩み寄る。

　なにを、と幾いく人にんかが呟つぶやいた。

　連雀が打ち掛けを赤い鳥仙にかけ、何事か声をかけると、その鳥仙の仙気が渦うず巻まいた。とろりと溶とけるように姿を揺らがせ、少女の姿に変化する。

「あおい！」

　壬佐々を連れてきた台所女中たちが驚おどろきの声を上げた。

「……み、みなさ、ん」

　強く打ったせいか、少女の額からは血が滲んでいた。苦痛を堪こらえるように頭を押さえながら、新入り女中のあおいはゆっくりと身を起こし、片手でただ一点を指差した。

「捕とらえて、ください。数々の狼ろう藉ぜきを働いていた仙は、──女中頭兼けん台所番の、壬佐々、です」




[image: ]




「泣くな、もう、泣くな」

　あおいの枕まくら元もとに座った連雀が、戸と惑まどったように何度もそう口にした。

　うん、と同じ返事を繰くり返しながら、それでも涙なみだが止まることは無かった。目からぽろぽろと零こぼれ落ちて枕に染しみ込む。

「涙が止まらないのなら、もう一度眠ねむったらいい。突然鳥変して飛び回ったんだ、疲つかれているだろう」

　連雀は水で冷やした手しゆ巾きんを絞しぼり、横になったあおいの額にのせてくれた。壁にぶつかり大きなたんこぶになった額に、それはすごく気持ちが良かった。

　けれど涙はやはり零れ落ちた。

「……いま、何なん時どき」

「四つ時だ」

　火事の火の粉を見たとき、あおいは夕からの修練に向かう途と中ちゆうだった。それがもう深夜だ。随ずい分ぶんと眠ってしまったらしかった。

「…………壬佐々さんと、話がしたい」

　あおいは縋すがる思いでそれを口にした。しかし連雀はゆるく首を振る。

「できない」

「じゃあ、教えて……。あの後どうなった？」

　あおいは瑠璃姫たちの前で犯人を名指ししてすぐに気を失ってしまった。目が覚めたのはつい先ほどのことだ。

　連雀は少し躊躇ためらう様子を見せた後、ぽつりぽつりと顚てん末まつを語りだした。

「はじめは、誰もがただ戸惑うばかりだった。番士はあおいと壬佐々どちらを捕らえるか惑っていたし、飛環は薬水をどうしたらよいか慌てふためくばかりだった」

　一見してどちらが曲者か判別がつかなかったためだという。青瑪などは両方を殺せば済むと、あおいに鎌を振り下ろそうと迫ったそうだ。台所女中たちは起き上がれない壬佐々を背に庇かばい、あおいに向かって激しい反論を口にしたという。

「まず厄やつ介かいな青瑪を姫に止めてもらい、皆みなの前で薬水の染みた袖切れを庭の池に落としてみせた。鯉こいが腹を上にして浮ういてきたのを見て、ようやく番士が動いた。そのあとの処理は迅じん速そくだったと言っていい。協力していた食材の納入担当の仙や、毒の入手元だった獣じゆう精せいも捕つかまった」

　飛環も以前に疑っていたように、漆うるしや毒物は食材に紛まぎれて納入されていたのだ。当然それに関かかわった者たちの協力があったことだ。

「今までの脅おどしも……羽は衣ごろもを盗ぬすもうとしたのも、壬佐々さんだったのね」

「過去の件については調査中だが、今日は修練へ行くお前の身み支じ度たくを整えた後までしか足取りの確かく認にんは取れなかったそうだ。以降姿を見せたのは、血を吐きながら部屋から出てきたところからだ」

「毒は、やっぱり自分で？」

「だろうな」

　激しく昏くらい気持ちがこみ上げて、あおいは寝ね返がえりを打って連雀に背を向けた。

　毒見で死ぬことは恐おそらくない、と連雀から今日聞いたばかりだった。人目を盗み、見た目にわからない程度に混入する毒では、仙の体を死に至らしめるほどの強い威い力りよくは無いだろうと。

　だからこそ壬佐々は毒を混入するのではなく、瑠璃姫に直接吞のませる手段を選んだ。それが自分で毒見後に強力な毒をあおり、毒入りの『薬水』を瑠璃姫に口にさせる方法だったのだろう。

「真実致ち死し量の毒に冒おかされていなければ、あの青瑪に殺されることなく姫に近づくことは不可能だっただろう」

「壬佐々さんと話は……もう、できないのね」

「……そうだ」

　唇くちびるが震えた。あおいは全身をぎゅっと丸めて嗚お咽えつを堪えた。

「………………どう、して」

　それだけを絞り出すのが精いっぱいだった。

　壬佐々はかつて武功を挙げた鳥仙だという。だが首座の仙が天上界へと召めし上げられる際の『百ひやく仙せん随ずい行こう』からは漏もれた。その後、瑠璃姫の代となってからは女中頭がしらとして、台所番として六百年もの月日を仕えてきた。

「わたしが、壬佐々さんを殺したの!?」

　どうしようもない衝しよう動どうに突つき動かされて、あおいは布ふ団とんを撥はね飛ばし、連雀の襟えりもとに縋り付いて叫さけんだ。

「わたしが！　壬佐々さんの姿を見たせいで、だから！　だから!!」

　桃治も福乃も、壬佐々には〝脅し〟をかける動機があるといっていた。それなのに。

　致死量の毒をあおったら脅しにはならない。『百仙随行』を望むのなら、死んではいけないはずなのだ。ならば、これは瑠璃姫を道連れにしようとした自死だ。

「姿を見られて、もう捕まると思ったから、思い余って！」

「落ち着け、あおい」

　壬佐々は死んだのだ。その原因を作ったのは自分かも知れない。そう思うと身が張り裂さけそうなほどに苦しかった。

「落ち着け。それは違ちがう。それよりあおい、どうして壬佐々を疑ったのか、話してくれないか」

　連雀は話を逸そらそうとしている。あおいの罪悪感を逸らそうとしている。

　苦しくて、悲しくて、自分が許せなくて、あおいは叫び、泣き続けた。







　どのくらい経たった頃ころか、ようやく涙が止まり、気持ちも落ち着き始めた。

　濡ぬらした手巾で腫はれ上がった目を冷やしながら、あおいはぽつりと話し始めた。

「あのね、壬佐々さんはわたしに好いい人がいるって、ずっと勘かん違ちがいしてたの。それがいつの間にか、桃治が相手だって思い込んでた」

　──内ない緒しよなんだね。あんたと桃治の仲、黙だまっておこうじゃないか！

　あの時の、悪戯いたずらめいた笑え顔がおが忘れられない。けれどあの時、気が付いて問い詰つめるべきだった。もっと話を聞くべきだった。

　握にぎり飯に裁さい縫ほうは、桃治にとってどちらも親しい証あかしだと言った。しかし少し前まで壬佐々は桃治が直してくれた単衣ひとえを見て、あおいの針仕事だと勘違いしていたはずなのだ。裁縫のことをどうして知っていたのだろうと考えるべきだった。

「桃治がわたしに握り飯を運んでいることは、台所に詰めていれば気が付いたかもしれない。けど、裁縫は別だわ。いつもわたしの部屋でやってた。それを思い出して、一体いつ見たのって不思議になったわ」

　見み舞まいに行ったときに場所を知ったが、壬佐々の部屋とあおいの部屋は棟むねが別なのだ。

　桃治があおいの部屋の中で裁縫をしていることをどうやって知ったのか。桃治が話した可能性もあるが、あおいは別な可能性にも思い至った。

「一度だけ、外でその話をしたことがあったの。強風が吹ふいていた日、風で洗せん濯たく物ものが飛んで、追いかけて奥おく御ご殿てんの近くまで行ったの。そこで桃治と裁縫の話をしたわ」

　風がうるさかった分、声も大声だった。今日は裁縫指導に行けない、そんな話をした。

「そのすぐ後なの。奥御殿で小刀が突き立っているのが見つかったのは」

　壬佐々はあの会話をもしかして聞いたんじゃないかと、ふとそんな不安が湧わいた。聞いたなら、なぜ壬佐々は奥御殿の近くにいたのか。あおいたちに声もかけず、姿も見せず、話だけ聞いて？

　それは些さ細さいな疑問だった。小さな疑ぎ惑わくだった。

　連雀はなるほど、と息を吐はいた。

「それであのとき、確認したいことがあるという前置きで訊きいたのか。鶚みさごという鳥の翼つばさの色は何色か、と」

　あおいは頷うなずけなかった。連雀の答えを聞いたとき、震ふるえるほどの恐れと不安が全身を支配した。──鶚は頭から腹にかけて白、けれど背も翼も濃こい茶色の猛もう禽きんだ、と連雀は答えたのだ。

「わたし、往おう生じよう際ぎわが悪かった。確信なんてできなかったわ。だけど、壬佐々さんに会いたいって、強く思った」

　早く、と。早く壬佐々のもとへと。全身全ぜん霊れいをかけて、ただそれだけを願った。

　するとその時だ。不思議なことが起きたのは。

　檻おりから出たいと念じると、檻の格こう子しが突然広くなった。壬佐々のもとに行かなければと強く思うと、体が矢のように夜の闇やみを裂さいて飛んだ。気が付かないうちに鳥ちよう変へんしていたのだ。

　一目散に、まずは台所へ。そこには誰だれもいなかった。次に、壬佐々の部屋へ。そこは血まみれだった。そこでおろおろしていた女中に壬佐々の行方ゆくえを尋たずねると、薬やく水すいをもって奥御殿へ向かったと聞かされた。危険だ、と直感が告げた。

「──お前はよくやった。恐らくあの薬水を口にしても姫ひめが身み罷まかることは無かっただろうが、それでもお前は姫を守ったんだ。壬佐々の罪を減らしたのとそれは同じだ」

「瑠璃姫様がご無事でよかった。でも、ごめんなさい。素す直なおにうれしいと思えない」

　壬佐々は助からなかったのだ。それを思うと再び涙なみだが溢あふれてきた。

「だって、だってね、壬佐々さんは笑ってたの。台所に押しこめられてるわけじゃないって。活気ある台所が好きなんだって。瑠璃姫様から食を預かるってことは、それだけ信しん頼らいを得てる証しなんだって」

　どんと豪ごう快かいに胸を叩たたいていた。台所で働くのは誇ほこらしい。壬佐々は確かにそう言っていたのだ。

「……口に出した言葉が心の全すべてとは限らず、またその全てが真実とは限らない。これは壬佐々に限らず誰しもに言えることだ。騙だましたかったわけではなく、本心をどうしても隠かくさなければならないこともある。言えないこともある。自分に言い含ふくめるための噓うそということも。──もしかしたら、壬佐々にとっては精いっぱいの強がりだったのかもしれない。本人にしか、もうわからないことだ」

　連雀は言い、それから俯うつむくあおいの顔を両手で包んで上を向かせた。

「それでも壬佐々はお前をかわいがっていたと俺は信じる。壬佐々は檻にお前を閉じ込めはしたが、決して傷つけたりはしなかった。お前に姿を見られたその時、お前を殺して口を封ふうじようとはしなかった。それは事実で、真実だ」

「──うん」

　それから再び横になるように促うながされて、あおいはゆるく首を振ふった。眠ねむれそうにない。体は重く疲つかれきっていたけれど、とても瞼まぶたを閉じる勇気は出てこない。

「──禾火祭はどうなるのかしら。ちゃんとできる？」

　心配ごとばかりが浮うかんでくる。羽は衣ごろもは裂かれてしまった。無事取り戻もどせたのは半分だ。

　連雀は難しい顔を見せた。

「瑠璃姫が今急ぎで羽衣を織り直しているが、不ふ眠みん不休で織っても間に合うかどうかはぎりぎりのところだ。羽衣なしでは禾火祭は成り立たない」

「日を改めることはできないの？」

「禾火祭が鎮ちん魂こんの儀ぎだということは知っているな。通常、地上界での死者の魂たましいは人々が行う葬そう儀ぎや人じん仙せんたちによって幽冥かくりよへ送られるものだ。だが、負の気に染まった荒あらぶる魂はその流れに乗らず、地上界で穢けがれを振りまくようになる。それを鎮しずめ、幽冥へといざなうのが禾火祭だ」

　あおいは頷いた。

「荒ぶる魂には癒いやしの雨と心安らげる月の光が必要だ。よって月つく読よみの命みことがもっとも光を増す日に執とり行われる。これは動かすことができない。神事はまた、この輝かがやきを高めるためのものであるからだ」

「……もし失敗したら荒ぶる魂を鎮められないって事よね。穢れって、具体的にはどんなもの？」

「穢れは清らかならざるものであり、気の廻めぐりを蝕むしばむものであり、神を遠ざけるものであり、病でもあり、死でもある」

　あおいは言葉を失った。──病でもあり、死でもある……？

（そんな！）

　病でもあり死でもあるものが振りまかれたら、地上界は──江戸は、母や弟は一体どうなってしまうのだろう。

「壬佐々さんは、壬佐々さんはどうしてそんな大事な羽衣を！」

「俺が思うに、壬佐々は『百ひやく仙せん随ずい行こう』を望んでいたんじゃない。一番の目的は、おそらく神事の妨ぼう害がいだ」

　瑠璃姫への〝脅おどし〟は過去にもあった。屋や敷しき衆や番士たちに、今回の事件も同じく『百仙随行』を望んだ〝脅し〟だと見せかけるために、漆うるしや小刀が使われたのではないかと連雀は語った。

「そして付け火だ。屋敷衆も番士も消火と瑠璃姫の警護のほぼ二手に分かれた。奥樹園の宮にある羽衣を気に掛かける者は無かった。──壬佐々は目的を遂とげたんだ。毒は瑠璃姫まで届かなくても別段良かったのだろう」

「だって、そんなの……誰もまさか羽衣が盗ぬすまれるなんて、破かれるなんて思わないわ！　だって鳥ちよう仙せんは天つ神々に仕えるために存在するんだもの！」

　祖神鳴女は天照大神の役に立ちたかった。その強い未練がこの仙界と鳥仙を生んだ。

　だから鳥仙は神事によって天を祭り、地上界に天つ神々の恩おん恵けいを降らせる──地上界を治めているのは天照大神の子孫だからだ。

「地上界に害を加えるのは、鳥仙としてあるまじきことじゃない！」

　あおいは壬佐々が好きだ。姉のようだと思っていた。けれど、彼女が犯おかしたことは決して許されるものではない。

「わたし、いたのに！　壬佐々さんを止められるくらい近くにいたのに！」

　羽衣を失ったことで禾火祭が失敗に終われば、母と弟が住む地上界にはこれから穢れが降るかもしれないのだ。穢れは病でもあり、死でもあるという。

　あおいは疫えき病びようを思った。病が広がり多くの人々が命を落とすのだろうか。多くの死が降り、多くの涙が流されるのだろうか。

（そんなの、嫌いやだ……！）

　恐きよう怖ふで全身が震えた。

　あおいは父を病で亡なくした。人として育ててくれた父だ。あの時の身を裂くような耐たえ難がたい悲しみが、もうじき地上に蔓まん延えんするのだろうか。そんなの嫌だ。絶対に嫌だった。

　唇くちびるをかみしめながら両りよう腕うでを搔かき抱いだくあおいの背を、連雀は優やさしく撫なでてくれた。

　けれども今はその優しさと温かさが辛つらかった。自分は守られる場所にいるのだと実感するのだ。病に冒おかされない仙の体を持ち、穢れの降らない安全な仙界で、ただ泣いて慰なぐさめられるだけで済むぬるま湯に浸ひたっている。

　あおいは連雀からそっと身を離はなした。そこへ盛大に足音を立てて誰かが廊ろう下かを走ってくる。「ぴよ！」と呼ぶ声とともに襖ふすまが引かれた。駆かけ込んできたのは桃治だった。

「うおっ、なんで泣いてる!?　つかなんで連雀がここに……まさかお前が泣かせたんじゃねえだろうな！」

「ちがうちがう！　で、急ぎみたいだけどどうしたの？」

　また何かあったのだろうか。今日は屋敷中がいまだ眠りについていない。通いの屋敷衆も多くがまだ居残っていた。

　連雀と桃治、仲の悪い二人はしばし睨にらみあい、それから思い出したように桃治はあおいの側そばに膝ひざを下ろして手を握にぎった。

「瑠璃姫が禾火祭の舞まい子こを発表された。お前、入ってるぜ！」

「え!?」

　言われた意味が分からなくて、数度瞬またたく。桃治がぶんぶんと腕を上下に振った。

「禾火祭だ、禾火祭！　お前、出られるんだよ！」

「や、ちょっとまって、だって、わたしまだ……っ」

「飛環の推すい薦せんだ。お前はもう、絶対に飛べるから大だい丈じよう夫ぶだって推おしたらしい」

「飛環さんが……？」

　どうして、とあおいは困こん惑わくした。あおいの修練を見ていた飛環なら尚なおのこと、あおいがまだ一人で翼よく変へんできない事を知っているはずなのだ。

「わたし、できない。確かに禾火祭に出たいって思ってたけど、まだ全然飛べないの。無理だってわかるの。大事な神事を台無しになんてできないわ！」

　失敗すれば穢れが降る。死が降るのだ。それがわかっていてやるなんて言えない。

　頑かたくなに首を振り続けると、桃治が急に生き真ま面じ目めな顔をしてあおいの手を強く握り締しめた。わずかに痛みを感じるほどの強さだった。

「──やるんだ、ぴよ。やってくれ。鎮魂の舞だ」

「わかってる、だからできない！」

「ちがう。これはもう決定事じ項こうなんだ。飛環が推薦し、瑠璃姫が決めた。覆くつがえらねえ」

「そんな！　わたし禾火祭を失敗させてしまう！」

「……たとえ失敗したとしても、それはお前のせいじゃない。羽衣が、どうやっても足りねえんだ。糸がもう無ねえ」

　桃治は何かを堪こらえるような苦しい顔だった。連雀が短く息を吐はく。

「繭まゆもやられていたか」

「ああ。繭も天てん蚕さんも徹てつ底てい的だ。蔵の古い糸を使っても、最後の一枚が半分までしか織りあがらねえそうだ」

「待って！　羽衣は、どうしても天蚕の繭からしか作れないの？　代用できる糸は無いの？　それに、そう！　糸じゃなくたって、仙気そのもので具現させたりとか！」

　思い浮かんだのは仙気を練ってつくり上げる、仙の武器だ。あおいは槍やりを具現できる。連雀は刀、吉備は鉄てつ扇せん。その要領で羽衣、もしくは糸を作り上げることはできないのだろうか。

　しかし連雀は厳しい表情で否定した。

「仙気を練って具現できるのは硬こう度どのあるものだけだ。気を凝ぎよう縮しゆくするとどうしても硬かたくなる」

「でも飛環さんは仙気の煙けむりを……」

「あれは煙管キセルの煙に仙気を混ぜただけで、物を具現化したのとは違ちがう。仙気で作れる柔やわらかで繊せん細さいなものは、唯ゆい一いつ鳥仙の翼つばさだけだ」

　あおいはまだ何かを反論しようとして、結局諦あきらめるしかなかった。

　禾火祭に必要な羽衣は足りない。覆らないのだ。

「…………つまり、誰だれがやっても成功は難しいって、穢れは降るって、そういうこと……？」

　あおいの問いに二人は返事をしなかった。

　呼吸が苦しい。呼吸も、胸も、何もかもが苦しかった。伏ふしてしまおうとするあおいの手を、桃治が強く引いて支えた。

「やるしかねえんだ。食材の手配に関かかわった仙が捕ほ縛ばくされたが、その中に舞子も含ふくまれてた。お前が出ねえと人数も足りねえ！　ほっときゃ壬佐々の魂も荒あら魂たまになる！」

「……え？」

「壬佐々の魂が鳥界山を抜ぬけ、地上に降りた。ふつう仙の魂は天に昇のぼり、天の川を流れる光の水の一部となる。それが真っ直すぐに地上に降りた。──壬佐々は地上を穢す気だ」

　くらりと眩暈めまいがした。激しい耳鳴りも。

「意識を飛ばすな！　ちゃんと聴きけ！」

　頰ほおの痛みで我に返った。あおいはまた泣いていた。桃治の目にも涙なみだが見えた。

「お前の舞ならきっと壬佐々に届く。飛環もそう言ってた」

　あおいは首を振ふった。止められなかったのだ。あおいでは壬佐々を止められなかった。壬佐々の苦しみの一つも知らない。どうしてこんなことをしたのかも、どうしてそこまでして地上を穢したいのかも。壬佐々はなに一つあおいには語らなかった。

　語り合うほど、親しくはなれなかったのだ。

　桃治はあおいの頭をがっしりと摑つかみ、嫌がるあおいを正面から見た。

「飛環は見たそうだ。お前が鳥ちよう変へんして現れたとき、毒に冒おかされた昏くらい目に嬉うれしそうな笑えみが浮うかんだんだって。六百年以上を生きた仙せんの苦しみをお前が理解する必要なんかねえ。だが壬佐々はあおいって雛ひなを確かに慈いつくしんでた。それはわかってくれ」

　桃治の顔が見えない。次から次に涙があふれた。

「舞うんだ、あおい。壬佐々を止めてくれ」

　あおいは強く、頷うなずいた。
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　飛環が訪ねてきたのは翌日。

　混乱の中、女中としての仕事を慌あわただしく終え、女中部屋へと戻もどってきたときのことだった。

　飛環はあおいの部屋の縁えん側がわに腰こしかけ、煙管を吸っていた。

　凜りんとした印象の飛環もさすがにこの時ばかりは覇は気きがなく、疲ひ労ろうの濃こい顔をしているように見えた。着ているのは喪も服ふくだ。

「悼いたんでいるんですね」

　声をかけるとふうっと紫し煙えんを吐き出し、どこか寂さびしげに暮れなずむ秋空を見上げた。

「ほんまに……自分でも少し驚おどろいたくらいどす。えらい長なごうこと仲なか違たごうとったはずやけど、なんや半身もがれたような気分どす」

「半身、ですか」

「そや。壬佐々とこなたは背中合わせ。お互たがい見つめ合うことは無くともな、背を預け、存在を感じる、同じ場所に立ってたんどすな。今いま更さら思い知りましてん」

　飛環はあおいに聞かせるというよりは、自分自身に語っているように見えた。

「先代様のお側そば衆しゆうはこなた以外全員が天上界へ昇ってな、こなた一人が残されましたんや。あん時の絶望と羞しゆう恥ちはどないに時が流れようとも忘れることなぞ叶かなわしまへん」

　飛環はゆっくりと紫煙をくゆらせた。肉につ桂けいの香かおりが今は切ない。

　飛環は自じ虐ぎやく的に口元を歪ゆがめてあおいを見た。

「三百年くらいか前、こなたは一度瑠璃姫様に刃やいばを向けたことがありますのや。どないしても『百ひやく仙せん随ずい行こう』が待てへんかったんどす。──そん時、こなたを止めたんが壬佐々どした」

　あおいは驚いた。桃治が言っていた噂うわさは真実だったのだ。

　なんでも、姫ひめの背後から刃を振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、飛び込んできた壬佐々に頰を張られたのだという。

「言うてはりましたわ。信があるゆえ側そばに置かれとるもんを裏切って、そないなことしやはったら、『百仙随行』に漏もれたんは当然やと周りに笑われるだけや、て。そん時こなたは嗤わらったんどす。じゃああんたは信があらへんさかい、いつでも手のひら返せて台所はんはええわな！　なんてなあ」

　飛環は言った通りに嗤おうとし、失敗したようにくしゃっと顔を歪めた。

「ほしたら、壬佐々は自信満々で胸を張らはりましたわ。食を預かることほど信を受けていることはあらへんのよ、て。そう、言うたんどす……」

　飛環は眉み間けんを押さえるようにして俯うつむいた。

「その言葉、わたしも聞きました。強がり……だったんでしょうか」

「……どないやろ。ただ、壬佐々の気持ちはようわかりますのや。六百年はあまりにも長なごう地じ獄ごくやさかい。信念も曲がる。信しん頼らいも揺ゆれる。安心も不安に変わる。壬佐々はいつからか、瑠璃姫様の信を信じることが適かなわんくなったんどっしゃろなあ」

「信があるからこそ台所を任されている──その気持ちに疑いが芽生えた？」

「こなたかて、ある日突とつ然ぜん布ふ団とんの中で不安に襲おそわれますわ。信じ続けるゆうんは生きる上でもっとも難しい事なんどす。不老の仙にとっては特になあ」

　信頼されているからこその台所。その誇ほこりある思いが、信頼されていないから台所なのではないかという不安に徐じよ々じよに蝕むしばまれていったのだろうか。

　壬佐々の苦く悩のうに気が付けなかったことがあおいは悲しかった。

「壬佐々の目的は禾火祭の妨ぼう害がいどす。穢けがれが降れば悪あしき獣じゆう仙せんも好機とばかりに跋ばつ扈こしよる。そん時活かつ躍やくするんが狩鳥かりゆうどの職を仰おおせつこうた仙どす。壬佐々は禾火祭を失敗させることで、狩鳥の重要性を知らしめたかったんと違ちやいますやろか。同時に、かつての自分の武功を平和に微睡まどろむ今の鳥ちよう仙せんたちに思い知らせたかったんやないか、そない思いますわ」

　飛環は立ち上がった。疲つかれた顔だったが今度はしゃんと背筋が伸のびていた。

「今度の禾火祭は必ず成功させたい。こないに強く願ったんは初めてどす。気張っとおくれやす。あんさんなら出来ますさかい、案ずることなぞあらしまへん」

「はい……頑がん張ばります」

　差し出された手を、あおいは強く握にぎった。

「ほいでな、勝手やけど、翼よく変へんの修練は降りさせてもらいましたわ。あとは連雀様さんが継ついで下さったさかい、あっちの屋や敷しきに戻っとくれやす」

「え……？」

　急な話だった。困こん惑わくしたものの、飛環の憔しよう悴すいした目を見てあおいは頷いた。仲なか違たがいをしていたとはいえ、六百年以上の付き合いある仲間をこういう形で失ったのだ。雛の修練に付き合えるほどの余よ裕ゆうがないのだろう。

「必ず飛べますさかい。禾火祭、楽しみにしてますえ」
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　翌早朝、冷たい朝もやに包まれた離はなれに、あおいと連雀は立っていた。

　夏の間、何度も何度も足を運んだあの離れだ。夜明けとともにあおいは再びこの屋敷にやってきたのだった。

　不思議と、帰ってきた、というような気持ちになる。あおいは深く頭を下げた。

「宜よろしくお願いします」

　また迷めい惑わくをかけてごめんなさい、とは心の中だけで言う。

　今はきっと、謝るべき時ではない。すべてを込めて練習に努めるべき時だ。口だけの謝罪なんていらない。結果を出さねば全すべてが意味をなさない。

　白装束に身を包んだ連雀が頷いた。

「呼吸を整えろ。精を気に練り、気を更さらに練りかえ、丹たん田でんにて仙丹を高めるんだ」

　前にも同じことを言われた。鳥界山を化け狸だぬきの里だと勘かん違ちがいして逃にげ出した日のことだ。

　あの時と違うのは、あおいに鳥仙としての自覚があること。精を気に練る。気を更に練る。それが、できる。

「仙気を翼つばさの形に広げるんだ。左右に、両りよう腕うでを広げるように」

　あおいは強く仙丹を意識する。意志の力で形を変える。翼の形に仙気を広げる──駄だ目めだ、それが、できない。

「……形が、変わらない」

「大だい丈じよう夫ぶだ。できる」

　確信に満ちた連雀の声に、あおいは微かすかに俯いた。そうも自信を持って言われると、罪悪感ばかりが深くなる。できなくて申し訳ない。そして本番に間に合わなかったらどうしよう、と。

「俯くな。前を見ろ。少し苦しいだろうが、お前なら必ず乗り越こえられる」

　連雀はゆっくりとあおいの丹田に手を伸ばした。そっと触ふれて、摑む。あおいは呻うめいた。どっと脂あぶら汗あせが噴ふき出す。

「翼の形に広げる。この感覚を覚えるんだ」

　肚はらの中で何かが暴れるような感覚。自分の意識が飴あめ細工のように搔かき混ぜられ、伸ばされる感覚。悪お心しんがこみ上げた。

「吐はくな！　吐くくらいなら背から出せ！　逃げるな！」

　連雀の厳しい叱しつ咤たが飛んだ。あおいは体をくの字に折り曲げて嘔おう吐とを堪こらえた。

「……ぇ、うぅ」

「あおい。前を向け。絶対にできる。お前はもう鳥変すら遂とげただろう。お前は鳥仙だ。意識も体も何もかも。鳥仙でないところなど、なに一つもない」

　あおいは顔を上げ、連雀を見た。それもどこかで聞いた言葉だと思った。鳥仙でないところなど、なに一つもない……？

（──ちがう、『人間でない部分なんて一つもない』だわ……）

　お前は人ではない、鳥仙だ。鳥界山に急に連れ戻され、突然そう言われた。あの時あおいは湯ゆ殿どのの中で強く思ったのだ。

（でも、わたしは鳥だった。そう、鳥仙のあおい。人間である部分など、なに一つもない）

　鳥ちよう変へんし、一羽の鳥になり、自由に宙を羽ばたいた。翼にはらんだ風の感覚を今も忘れていない。

「背中から仙気を広げるんだ。お前の翼は美しかった。もう一度、見せてくれ」

　絶対にできる、と連雀は繰くり返した。言こと霊だまのようにあおいの胸にそれは広がる。

　うん、とあおいは頷うなずいた。自然と笑えみが浮うかぶ。できるのだと、不思議と確信できた。

　連雀の言葉はいつだってあおいにとって力ある言霊だ。彼の言葉一つ一つがあおいの心を谷底に突つき落としもするし、翼を与あたえたように浮き足立たせたりもする。恋こいの力はきっと言霊に力を与えている。

（だって、わたしは今、飛べる）

　丹田が熱く渦うずを巻いた。

　背中から蒸気が噴き出すように仙気が広がる。離れの中を激しい風が吹ふき抜ぬけた。

「────あおい」

　名前を呼ばれて、あおいは自分が目を閉じていたことに気が付いた。

　そっと瞼まぶたを押し上げ、背を振ふり返る。赤い翼がそこには広がっていた。

「……これが、わたしの翼……」

「美しい。良い翼だ」

　連雀は、逆にこちらがうっとりとしてしまうほどに甘い眼まな差ざしであおいを見ていた。

　急に気き恥はずかしさがこみ上げて視線を落とす。力強く広がっていた翼も音を立てて畳たたみを打った。

「あ、赤、なのね。わたしてっきりもっと地味な色だと思ってた。ほら、郭かつ公こうとか、青せい灰かい色しよくっていうの？　そういう色だし」

　気持ちを誤ご魔ま化かすようにまくしたてたけれど、かえって鼓こ動どうは速くなった。どきどきと大きく胸が高鳴って、連雀にも聞こえてしまいそうだった。

　連雀は何も言わないまま近づき、そっとあおいの翼を撫なでた。びりりと痺しびれるような熱い感覚が走る。連雀はとろけそうに目を細めた。

「これは赤せき種しゆだ。だがここまで鮮あざやかなのは珍めずらしい。本当に、惜おしいな」

「……え？」

　惜しいの意味が分からなくて、あおいは真っ赤になった顔を上げた。連雀の悩なやましい眼差しとかち合って、全身から力が抜けそうだった。

「お前の翼を、誰だれにも見せたくない」
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　呟つぶやかれた言葉に、呼吸が止まる思いがした。

「俺だけの籠かごにいればいいとすら思う。鳥籠を嫌きらう鳥が、お前を籠に閉じ込めたいなどと残ざん酷こくなことを考える。だからお前は、俺を拒こばむのか？」

「拒んでなんて、そ、そんなこと！」

「嫌いか？」

「嫌いじゃない！」

　連雀はほうっと長い息を吐いた。

「……済まなかった。禾火祭のこと、すぐには伝えられなかった」

　急に何を言い出すのかと、あおいはきょとんとした。あおいにとってはずいぶんと前の話だ。

「早く言わねばと思いつつも、言えなかった。禾火祭では翼よく変へんが必要だと言えば、お前は練習をしたがるだろう。それを、恐おそれた」

「あ、ごめんなさい。練習に付き合わされるって思ったのね」

「違う」

　むすっとされた。いや、困った顔かも知れない、とあおいは思った。

「この翼は、俺だけが知っていればいいと。そう思った」

　もう一度、翼を撫でる。大切なものを愛いとおしむようなその仕草に、あおいの心臓は限界まで早はや鐘がねを打つ。

「どうせ禾火祭は他ほかにやれるものがいるのだから、今はまだ隠かくしておきたいと、誰の目にも触れさせたくないと、仙らしからぬことを考えた。俺は我が儘ままで狭きよう量りような男だ。……厭あきれたか？」

　連雀の瞳ひとみは不安げに揺ゆれていた。あおいはふるふると首を振った。とても声は出てこない。「本当か？」と問うので何度も頷く。

「それと、どうにもお前の前だと態度が妙みようになる。落ち着かないというか、おかしな衝しよう動どうが沸わくというか……それを隠そうとしたら余計におかしな態度を取った。吉備から聞いたが、そのことで随ずい分ぶんとお前に誤解を与えたようだ。済まなかった」

　駄目だ、と思う。やはり何も言葉が出てこない。どういう意味なのか、これは自意識過か剰じように解かい釈しやくをしてもいいのだろうか。迷いながら、ただただ茹ゆだるように体中の熱が上がった。

「さあ、あおい。手を。空を舞まう練習だ」

　差し出された手をおずおずと握にぎる。あおいは手を引かれ、離はなれから空へと舞い上がった。

　朝もやに包まれた鳥界山の風は清せい涼りようで、火ほ照てった体を心地ここちよく包んだ。
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　十月の中ちゆう旬じゆん、ついに禾火祭は当日を迎むかえた。

　その日は青空高く、穏おだやかな風が流れる秋晴れだった。

　あおいは古風な天てん女によの衣ころもに身を包み、緊きん張ちように張りつめた表情で神域に立っていた。

　舞まい子こは総勢十五人。手のひらほどの大きさの神鏡を持ち、新月から晦みそか月づきにいたるまでの月の満ち欠けを表す飾かざりを二つずつ天てん冠かんにつけている。あおいは十五人目、逆ぎやく繊せん月げつと晦月を担になう舞子だ。

　風が吹くたびに舞子たちの肩かたに羽織った羽衣がふわりと揺れた。それがあおいの物だけ半分ほど長さが足りない。

「ぴよ、似合ってるぜ」

　囃はや子し方かた衣装に身を包んだ桃治がぺこっと頭を叩たたいたおかげで、天冠が少しずれた。唇くちびるを尖とがらせてそれを直しながら、「桃治もね」と返した。

「どうだ、翼変は。上手うまくなったか？」

「飛べることは飛べる。舞も、まあまあ……難しくなくてよかったわ」

「自信のねえ顔だな」

「自信なんて……。本当なら補欠にすらなれなかったはずなんだもの」

　とは言いつつも、意識して顔を上げる。やる以上は全力を尽つくすと決めてきた。

　緊張した面おも持もちなのは何もあおいだけではない。同じように今にも震ふるえだしそうな顔をしている舞子がもう一人いる。福乃だ。

「あいつ顔色悪わりぃな。大だい丈じよう夫ぶか？」

　あおいの視線をたどった桃治がそんな心配を口にした。

「福乃も急だったからね」

　あおいが急に舞子に選ばれたように、福乃もまた十五人の中に選ばれていた。人数の都合上で、彼女は今回が限定的な採用だ。

「ぴよ、今する話じゃねえかもだが、お前の茶に出で涸がらし入れてたの、あれはたぶん福乃だ」

　こそっと桃治が耳打ちしてきた。あおいもその可能性には至っていたので今いま更さら驚おどろかない。

　彼女がときどき早朝に出仕していたのはその細工のためだったのだろう。鉢はち合あわせた日には丁度台所で栗くりを扱あつかっていた。

「こらこら桃治、わたしのあおいから離れてもらいましょうか」

「あ、吉備さん！」

　神域の石いし畳だたみをカランコロンと下げ駄たを鳴らして吉備がやってきた。その怪あやしい満面の笑えみが懐なつかしい。駆かけ寄ると、吉備は微かすかに眉び宇うを顰ひそめてあおいの羽衣に指を伸のばした。

「……やはり足りませんでしたか」

「羽衣は神事の成功にどうしても必要なものなんでしょうか」

「そうです。羽衣に限らず、欠ける、ということが良くありません。月読命は満月とともに現れますから」

　何かが欠けるということは月が欠けるにつながり、凶きよう兆ちようなのだという。桃治も重苦しい表情だった。

　それから間もなく、神域が集つどった鳥ちよう仙せんたちでいっぱいになると、瑠璃姫が舞ぶ台たいの上に現れた。がやがやとざわめいていたその場が一いつ斉せいに静まる。

　瑠璃姫は髪かみと同じ色の美しい衣を纏まとっていた。挨あい拶さつの内容は今年の収しゆう穫かくについてと荒あら魂たまの様子について。壬佐々の一件については一いつ切さい触ふれられることは無かった。

　まるで無かったことにされているかのようで、つきりと胸が痛む。鼻の奥がじんと熱を帯びるのを感じながら、あおいは唇を引き結んだ。




　どん、どん、と時刻を告げる大おお太だい鼓こが鳴らされる。

　あおいは深く息を吸った。

　桃治の軽快な篠しの笛ぶえの音色を中心にしてお囃子が始まる。秋らしい、流れる風を思わせる爽さわやかな音色だ。

　青鵬の君瑠璃姫が輝かがやく翼つばさを広げ、それに続いてあおいたちも背に翼を具現させる。あおいの赤い両りよう翼よくが広げられたとき、わずかなどよめきが上がった気がした。

　秋風をいっぱいに受けながら羽ばたき、空へと舞い上がる。瑠璃姫を先頭に、続いて囃子方、月の満ち欠けを表す舞子の順だ。更にその後からは鳥ちよう変へんした数多あまたの鳥仙たちが紙垂しでを咥くわえ軽かろやかに舞い上がる。

　空は黄金こがね色の西日が支配していた。雲は一つもない。

　神事の一行はお囃子に踊おどりながらぐんぐんと高度を上げる。鳥界山の神域が小さな模型のようになる頃ころ、金色の薄うす雲ぐもが現れた。これが禾火祭の舞に使われる舞台だ。その舞台を作り出しているのは、古仙と呼ばれる三人の鳥仙。飛環、青瑪、連雀の三人だった。

　舞子はその上で輪になり、右手で神鏡を掲かかげながら羽衣をなびかせる。

　お囃子が一度止やむ。さあ、月読命を祭り、鎮ちん魂こんの光を降らせる禾火祭の始まりだ。

　冷たい風が耳元を吹ふき抜ぬけた。瑠璃姫が両手を掲げ、それに合わせて全員が柏かしわ手でを打つ。





「上じよう絃げんの大おお虚ぞらをつかさどりたまひし　月つき弓ゆみの命みこと」

「円満の中天をてらしたまひし　月つき夜よ見みの命みこと」

「下げ絃げんの虚空そらをしろしめたまひし　月つき読よみの命みこと」






　ちゃん、と銅どう拍びよう子しが静かな拍子を刻む。篠笛が風に負けない軽快な音色を響ひびかせた。秋のお囃子は篠笛の音が主役だ。

　胴どう長なが太鼓の音に合わせてあおいたちは手を掲げ、向きを変え、薄雲の舞台で足を泳がせる。大きく弧こを描えがくような手の動きは、十五人の舞子それぞれが担う月の形を模していた。





「かけまくもかしこき三天三神のおおまえに

　鳴女の羽衣献たて奉まつりて　かしこみかしこみも白もうす」






　仙気の織りこまれた羽衣は、西日を受けて眩まぶしく輝いていた。それはまるで夕ゆう陽ひに輝く大おお海うな原ばらのような色合いだ。ゆらゆらとなびかせながら、円になった舞子は金色の舞台の上をまばゆい光をまき散らし、くるくると舞い踊る。

　それぞれの翼もまた、美しかった。ふんわりと膨ふくらんだ羽う毛もうが柔やわらかな光の色しき彩さいを纏って羽ばたく。まるで空を泳ぐ魚のような舞だった。





「いまやすらけきたひらけき豊とよ葦あし原はらの瑞みず穂ほの国くにに

　渇かわきし荒魂　餓うえし荒魂　わざはひ蒙かがふり被こうむりたる数多の荒魂あらむをば

　清らけき夜の守りの神み業わざをもって鎮しずめたまひ

　清めたまひと白すことをきこしめせと　かしこみかしこみも白す」






　西の空では燃えるような夕陽が揺ゆらめきながら沈しずんでゆく。

　舞子たちは神鏡でそれを受け、東の空へと反射させた。昼を治める天照大神の時は終わり、夜を治める月読命の時間がやってくるのだ。

　十五人の舞まい子この鏡から放たれた光は十五本の光の筋となり、東の空から月読命を目覚めさせる。

　すべての鳥仙たちが今か今かと山脈の彼方かなたを見つめた。

「………………え？」

　長くその時間が続き、唐とう突とつにお囃子が止んだ。

　あおいは困こん惑わくして周囲を見た。誰だれもが疲つかれ切った表情でため息を落としていた。

　どうしたのだろう、終わったのか、そうでないのかが分からない。

「──やっぱりだめだわ」

　舞子の一人が呟つぶやいた。そうね、という諦あきらめの声も。

「なに、どういうこと？」

　福乃に訊きくと、ふんと鼻を鳴らされた。

「日の神が眠ねむりにつくのに、月の神が姿をお見せにならない。もう終わったのよ、失敗ってわけ」

　福乃は苦り切った表情だった。悔くやしそうな、無念の感情が滲にじんでいる。けれど、とあおいは周囲を何度も見回した。

（失敗？　噓うそでしょ？　だって、誰もそんな顔して無いじゃない！）

　福乃や桃治たちを除けば、舞子たちも囃子方も誰も深刻な顔などしていない。まるで月見をしようとしたけど曇くもりだったね、という程度の表情でしかないのだ。

「どうして、なんでみんなそんなに平気な顔をしてるの!?」

　思わず叫さけんだ。鎮魂の神事が失敗すれば、荒あらぶる御み魂たまは地上界に穢けがれを降らせるのではなかったのだろうか。穢れとは清らかならざるものであり、気の廻めぐりを蝕むしばむものであり、神を遠ざけるものであり、病でもあり、死でもある。そうではなかったのか。

　彼らの様子からはとても深刻な事態が待ち受けているようには見えなかった。

　大太鼓の仙が「だって、なあ」と戸と惑まどったように仲間たちと目配せをした。

「羽は衣ごろもが欠けてる。そもそも無理だったんだ」

「仕方がないよ、また来年頑がん張ばればいい」

　口々に同意の声が上がり、あおいはあまりの驚おどろきと怒いかりに頭の中が真っ白になった。

（────仕方がない？　また来年？　何を、言ってるの……）

　夕陽が沈んでゆく。月が現れるはずだった東の空に、夜の闇やみよりも昏くらい暗雲が垂れ込めていた。見ただけで肌はだが粟あわ立だつ不ふ吉きつな雲だった。

「あれが荒魂だ。月読命の鎮魂がないことに気が付いて、勢い付いて出てきた」

　連雀があおいの横に翼つばさを並べた。

「荒魂……あれが、穢れを降らせるの？」

　ぞっとする気配を纏った雲は瘴しよう気きそのもののようにも見えた。恐おそろしいと本能がざわめく。気け圧おされるように及および腰ごしになり、連雀がそれを支えてくれた。震ふるえを堪こらえるようにあおいは彼の袖そでをぎゅっと摑つかむ。

「怖こわい……わたし、あれが、怖い。今年が駄だ目めなら来年頑張る？　どうしてそんなことが言えるの？」

「うるさい雛ひなだ、長き時の中の一度の失敗がなんだという。失敗のない神事などないのだ！　仕方がないだろう！」

　鳥変して舞っていた仙が忌いま忌ましげに吐はき捨てた。その言葉にあおいの中で何かが吹っ切れた。

「仕方がない？　冗じよう談だんじゃないわ！　不老の生活の中で忘れてしまったのね！　今年死んだ人は来年はいないのよ！　今年、今、ここで！　荒魂を鎮め、穢れが降るのを止めないと、たくさんの人が命を落とすのよ！　たくさんの子どもが泣くことになる、庇ひ護ごを失い死ぬことになる！　米を作る百ひやく姓しようが死ねば国中が飢うえることになる！　死の連れん鎖さが続くのよ!!　失敗が不ふ可か抗こう力りよくだったとしても、それを仕方がないの一言で済ませないで!!」

　感情のままに叫ぶと、昏い眼まな差ざしが向けられた。

「……では、どうしろと」

　その言葉に一いつ瞬しゆん怯ひるむ。どうしろ？　どうしようもない？

　けれど、考えなくては。あおいは必死に考えを巡めぐらせた。このまま失敗で済ますわけにはいかない。地上界にはたくさんの人が住み、家族を持ち、命をはぐくんでいる。私情を言えば、母もいる、弟もいる。

（見捨てるわけにはいかない！　何とか、何とかしないと！）

　月読命は姿を現さない。月が出ない。吉備は何と言っていただろうか。欠けることを嫌きらう？　となれば、原因はやはり羽衣だろうか。羽衣が欠けているからいけない？

「……羽衣……。でももう糸が」

　瑠璃姫の仙せん気きで育った翡ひ翠すいを食べ、天てん蚕さんが糸をつむぐ。更にそれを瑠璃姫が仙気を込めて織るという、仙気の羽衣。その材料は既すでに失われてしまった。

　あおいは羽織っていた短い羽衣を手に取った。本来の半分しかない、その羽衣。継ついで織るには糸がない。

（どうしたら！）

　あおいが顔を上げると連雀と目があった。切れ上がった目、しかしその瞳ひとみは静せい謐ひつさをたたえていた。あおいを信じ、待ってくれている目だった。

「────鶴つる……」

「なんですって？」

　側そば耳みみだてていた福乃が眉まゆを上げた。

「鶴の恩返し、は？」

「白鶴ならその辺飛んでるわよ？　呼びたいってわけ？」

「違ちがうの！　地上界の昔話で、自分の羽根を使って見事な反たん物ものを織った鶴の話があるわ」

　いかにも夢物語といった内容だが、今考えれば荒こう唐とう無む稽けいとは言いきれない気がした。娘むすめが鶴の姿になる。それは鳥変と同じではないだろうか。もしかしたら夢物語ではなく、鳥ちよう仙せんと出会った人間の実話なのかもという思いが浮うかんだ。

「翼よく変へんした翼は仙気でできてる。この羽根、仙気の羽根を使って、糸は作れないかしら？」

「何を愚おろかな思いつきを！」

　口々に馬ば鹿かにした声が上がった。けれどそのなかで、不敵に笑った仙が数名いた。連雀、桃治、そして福乃だった。瑠璃姫は静かにあおいを見ている。青瑪と飛環はただ啞あ然ぜんとしているようだった。

「福乃、手伝ってくれる？」

「面おも白しろいじゃないの。やってやってもいいわ。せっかく出られた神事が失敗で終わるなんて我が慢まんがならないからね」

「ぴよ！　お前のそういう雑草魂だましい、やっぱいいぜ」

「姫ひめ！」

　連雀が宙を滑すべり、瑠璃姫の前に進み出た。鮮あざやかな風切り羽をごそりと抜ぬき取り、恭うやうやしく姫に差し出す。

　瑠璃姫が鷹おう揚ように頷うなずくと、その腹部で眩まばゆいほどの丹たん田でんが渦うずを巻いた。天に掲かかげた両手に仙気で作られた織り機が現れる。

「面白いではないの。さあ、とく始めましょう。日が沈み切ったら歌えないものもいるでしょう」

　きこん、たたん、きこん、かたん。織り機が音を立てる。それとともに連雀の羽根が吸い込まれ、ほどけ、一本の仙気の糸となった。

「あら連雀、あなたの糸は綺き麗れいね。ではわたくしも」

　瑠璃姫が神しん与よの翼を二度、三度と羽ばたかせる。宝玉のような羽根がはらはらりと抜けて舞まった。きこん、ぱたん、の音とともにそれは織り機に吸い込まれ、織られてゆく。

「わたしのも使ってください！」

　あおいは瑠璃姫の前に進み出て、舞うように数度羽ばたいた。夕ゆう陽ひを受けた赤い羽根が数枚、織られていった。次に再び連雀、次に桃治、次に福乃。それから飛環、青瑪まで。

　それぞれ色とりどりの羽根が羽衣に形を変える。

　呆ぼう然ぜんと見ていた他ほかの舞子たちも、ようやく慌あわてたように織り機の前に列を作った。

「ただ並んでるんじゃ、つまらねえ」

　桃治は篠しの笛ぶえに口をつけた。秋風のような軽快な音色が辺りに響ひびく。つられたように太たい鼓こや銅どう拍びよう子しも加わった。つい誰だれもが笑えみを浮かべる、賑にぎやかな祭りの音色。

　舞子たちは翼を広げ、並びながら舞った。月の満ち欠けを表す禾火祭の舞。

　羽衣を金色になびかせながら舞い踊おどり、赤や黄色、白に緑、さまざまな鳥仙の羽根が織られてゆく。

　やがて奇き妙みような色合いの、一枚の羽衣が織りあがった。

　統一感のない、てんでばらばらの色の糸。けれど仙気に満ちた美しい羽衣だった。

「鳴女の羽衣献たて奉まつりて　かしこみかしこみも白もうす」

　瑠璃姫が美声を黄昏たそがれの空に響かせた。あおいたちも続いて声を張り上げる。

　怒ど鳴なるのではなく、遠く東の彼方かなたに届くように。

　山脈の向こうに隠かくれて出てこない月に願いが届くように。

（今地上界に、渇かわいた荒あら魂たま、飢えた荒魂、様々な災害で苦しんだ荒魂があるならば、清らかな月光と安らぎの夜の守りによって、鎮しずめてください。清めてください。──このねがいを、どうかお聞き届けください！）

　声を合わせて祝詞のりとを歌う。

「かしこみかしこみも白す」

　翼を広げ、平へい伏ふくの形をとる。上手うまく風を摑まないと落下してしまう難しい体勢だ。危あやうくがくんと降下しそうになったあおいを、連雀が力強く支えてくれた。

　燃えるような西日が大海の中に吸い込まれてゆく。

　急速に辺りに闇が広がり、同時に東の空にたれこめていたおどろおどろしい暗雲が広がりを見せる。背筋に汗あせがにじんだ。

「────あ！」

　誰かが声を上げた。言い争った仙だったかもしれないし、あおい自身の声だったかもしれない。

「見て！　雲が祓はらわれる！」

　漆しつ黒こくの闇が広がっていた東の山脈の向こうに、闇を照らす丸い金色の光が現れた。

　眩まばゆく、優やさしい光を受けて、不吉な雲は徐じよ々じよに霧む散さんし、深い藍あいの夜空が広がった。

「あれが、月の神」

　皓こう々こうとした満月だった。その中に、まろやかな光が人型を成す。すべてを包み込むような清らかで安らかな、夜を統すべる神。

　平伏した舞まい子こたちの羽は衣ごろもがするりと上空に舞い上がった。夕陽を受けたときのように、再び茜あかねに輝かがやく。それは高く高く天へと昇のぼり、やがて夜空を渡わたる星ほし屑くずの川となった。

　鳥ちよう変へんしていた仙たちが縦じゆう横おう無む尽じんに空を羽ばたき、咥くわえていた紙垂しでを放つ。

　風に散る紙垂は燃えてたちまち灰になり、灰は柔やわらかな秋あき雨さめとなって地上界に優しく降り注いだのだった。
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　鳥界山へと降り立つと、神域から棚たな田だまでを優しい光が照らしていた。満月をかたどった行あん燈どんが並べられているのだ。

　下から見守っていた獣じゆう精せいたちの出で迎むかえを受け、鳥仙たちはぞろぞろと行燈にそって大路を下った。あおいと連雀もポ太郎を挟はさんで棚田へと向かう。禾火祭が成功に終わると今度は棚田で月見なのだという。

「一時は失敗なのかと勘かん違ちがいしたのでス。ようございました」

　棚田に着くと、辺りには長なが床几いすや敷しき物ものが用意されていた。

　手ごろな位置の長床几に腰こしを下ろすと餅もちが振ふる舞われる。この田で収しゆう穫かくされたばかりの米で搗ついたものだという。連雀はあんころ餅、あおいは胡桃くるみ餅だ。

「成功の立て役者はあおいだ」

　連雀が言うと、ポ太郎は黒豆のような目をうるうると輝かせた。

「あ、あおい様……なんと立派にお成りで……ポ太郎はうれしいのでス。お世話申し上げた甲か斐いがあったというものなのでス。鼻が高たこうございまス」

「そ、そんなたいそうな話じゃないのよ」

「お翼つばさも大変美しゅうございましたのでス。なんとも珍めずらけき赤せき翼よくでございました」

　うるうるしながら迫せまってくるたぬき玉を押し止とどめながら、あおいはそのモコモコの手て触ざわりに密ひそかに癒いやされた。これを枕まくらにして寝ねたら最高に気持ちが良いに違いない。

　どうやって布ふ団とんに引きずり込もうかと不ふ埒らちな作戦を練っていると、ポ太郎がキリリと表情を改めた。何かを強く決心したような様子で、髭ひげがぴんと張っている。

「あおい様、このポ太郎、これより獣精としての生しよう涯がいをあおい様にお仕え申し上げたく存ずるのでス。でスので不ふ肖しようながら、新たなお屋敷を構えられる際にはぜひともこのポ太郎を一番にお連れして欲しいのでス！」

　連雀は餅をのどに詰つまらせて一いつ瞬しゆん死にかけた。あおいは涙なみだを浮かべてむせる彼の背中をさすった。

「ポ太郎、気持ちはうれしいんだけど、新たなお屋敷って？」

「あおい様はもう巣立ちでございまスね？　自在に空を飛べるのでス。居い候そうろうの身分返上の時でありまス」

「巣立ち……」

　ポ太郎の言葉にはっとした。鳥変を遂とげて以来、自分が一気に成長したのがわかる。まだ試ためしていなかったがきっと、仙せん貨かも自在に出すことができるだろう。仙貨さえ出せればもう、連雀の世話になる必要はないのだ。

　あおいは自分の手のひらを見た。体中を廻めぐる仙気をこの手の上で結けつ晶しよう化させる。簡単なことに思えた。待ちに待った瞬間だ。

（わたし、これで何もかもを連雀に頼たよって生活する、肩かた身みの狭せまい立場を抜け出せるのね。今まで買ってもらった着物や下げ駄たや……ようやくその買い取りもできる！）

　やってみようと思い立ったあおいの手のひらに、突とつ然ぜん重みが掛かかった。連雀の手だった。

　あおいの手のひらを隠すようにして温かな手を重ねていた。

「あの、連雀！　今までありがとう！　見てて、わたし今……」

「見ない」

「……え？」

　言葉通り、連雀はふいと顔を逸そらして遠くを見ている。あおいは慌てた。せっかく迷めい惑わくをかけない程度には一人前になれたのに。

　そこへ「おーい！」と賑やかな声が掛かった。振り返れば、おこげ愛好会の面々が桃治を先頭にやってくる。

「ぴよ、お前良い翼だったな！」

「ぷっ、やだ桃治、もうお酒臭くさい！　みんなも！」

「だってだって！　月がきれいなんだよ、お酒も進むよね！」

　見た目が少年の鷦鷯みそさざい仙が言うとなんだか変な気分だ。

「あおいの翼よく変へん姿、たいそう目立っていたぞ。美しい翼だった」

　台所女中の山雀やまがら仙が少しやつれた顔で、それでもあおいの翼変を褒ほめてくれた。話したいことはたくさんあったが、言葉が出てこない。ただ有り難がとうとしか言えなかった。

「しかし残念だよ、あおいがいなくなってからおこげの質が落ちて仕方がないよ」

　目め大だい千ち鳥どり仙が嘆なげく。皆みんなはうんうんと深く頷うなずいた。山雀仙は重いため息を吐はいた。

「毎朝毎朝早起きして頑がん張ばっておるのだが、これがなかなかに難しいし体もきつい。同じようにやっても同じようには仕上がらぬのだ。早くあおいが戻もどってこればいいのだが」

　これにも皆はうんうんと頷いた。そして「いつでもまた屋敷衆に戻ってきていい。むしろおこげのために大だい歓かん迎げい」とわいわい騒さわぎ、桃治を残して肩を組み、おこげ論議を繰くり広げながら去って行った。

「百舌もず仙様はまだ何か御ご用ようなのでスか？」

　ポ太郎が連雀と桃治のいかにも仲の悪そうな雰ふん囲い気きを察して間に立った。桃治はそれをさらりと無視してあおいの隣となりに腰を下ろす。

「……禾火祭、成功してよかったな」

「……うん」

　桃治はじっと月を見上げていた。鼻の奥がじんとして、俯うつむきかけたあおいも倣ならって夜空を見上げる。いつにもまして美しい満月だと思った。眩まぶしく、やさしい。

「地上界では秋雨が降っているはずなのに、空は晴れてるのね。なんだか不思議」

「地上界からでも今こ宵よいは月が見えるんだぜ。鎮ちん魂こんの月と雨だ。月光が荒魂の穢けがれを祓い、清め、癒しの雨がすべてを包む」

「荒魂は、鎮められたのよね……」

　ああ、と桃治は静かに頷いた。

　山雀仙を前にしたときと同じく、いやそれ以上に言いたいことや訊ききたいことは山ほどあった。それでもやはり、何をどう言ったらよいのかが分からない。壬佐々の話がしたいのに、言葉が出てこなかった。

　桃治もあおいも壬佐々とは仲がよかったのだ。特に桃治はあおいよりも付き合いが長い。

　あおいは棚田に集つどう鳥ちよう仙せんたちへと首を巡めぐらせた。酒を酌くみ交かわし、餅に舌した鼓つづみを打ち、踊おどりを披ひ露ろうする者もいた。六百年の多くを瑠璃姫の屋敷の中という狭い世界で暮らしていた壬佐々を想おもう者は少ない。時折り切ない目をして月を見上げているのは皆、屋敷衆の面々だ。

（壬佐々さんは大罪を犯おかした……でも、やっぱり嫌きらいにはなれない）

　壬佐々は面めん倒どう見みのいい仙だった。気っ風ぷよく、姉のようだと思った。──今でもそう、思っている。恨うらむことができず、地上界で危険に晒さらされた母や弟たちにはそれが申し訳なく、辛つらい。

　どうしてこうなってしまったのだろう。早く気付いて止めてあげることはできなかったのだろうか。そんな後こう悔かいがあおいを苛さいなんだ。壬佐々の無実をただ信じるだけでなく、彼女の声を聴きくことはできなかったのか。振り返れば悔くやむことばかりだ。

　消しよう沈ちんしたあおいの様子に気が付いたのか、桃治は場ば違ちがいなほど明るい声で「そうだ！」と指を鳴らした。

「ぴよ。お前どこに引っ越こすんだ？」

　あおいは答えに困った。先ほどポ太郎にも同じことを言われたけれど、それまで全く考えてもみなかったことだ。

「巣立ちってやつなのよね。それが全然……自分でもついさっき状じよう況きようが分かったっていうか。まずはどうしたらいいの？　空き家探し？　長屋でいいのかしら」

「おいおい、仙が長屋に住んでどうする。お前の親父おやじの屋敷がそのまま空いてるぞ。そこに越したらいいだろ」

「郭かつ公こう仙のお屋敷？」

　あまり立派なのはいらないんだけどなあと考えていると、ポ太郎が「百舌仙の屋敷のお隣なのでス」となんだか低い声で耳打ちしてきた。

「桃治！」

　濃のう厚こうな酒の匂においとともに、吉備の声が桃治を呼んだ。振り返れば、吉備が大きな獣じゆう精せいを引き連れてやってくるところだった。吉備よりも大きな獣精は馬の獣精たちだ。桃治は微び妙みように顔を引きつらせた。

「こんなところでなにをしているのです。わたしと酒の飲み比べをと誘さそったではないですか」

「……お前んとこに馬の獣精なんかいたっけか」

「まあ多少事情がありまして終身面倒を見ることになったのです。さあさあ、あちらに酒が用意してありますよ。さっさとおいでなさい」

　馬の獣精が両りよう脇わきからがっちりと桃治を摑つかんだ。いや捕とらえたという言い方をしたくなるようなつかまえ方だった。

「おい、待て、俺はまだぴよと話が！　つかこの馬の獣精見覚えが！」

「さあさあ飲みますよー。わたしが酒しゆ豪ごうだということを久方ぶりに見せつけて差し上げます。ほら、ポ太郎も来なさい。桃治がけちょんけちょんになる姿を主あるじに報告するのですよ」

　なぜかポ太郎までも引き連れ、嬉き々きとした顔で吉備は抵てい抗こうする桃治を運んで行く。あおいはじたばた暴れる桃治に向かって今までの礼を言い、手を振ふった。

「────本気で出て行く気なのか」

　二人きりになると、今まで黙もくして月を見上げていた連雀があおいに視線を流した。どこか責めるような口調に、あおいは当とう惑わくした。

「だって、巣立ちでしょう？　わたしもう翼変も鳥ちよう変へんもできるし、たぶん仙貨もじゅうぶん出せるわ」

　見る？　と手をかざすと、また手を重ねて遮さえぎられた。何か言いたげな顔だった。なに、と目で促うながすと、少しの躊躇ためらいの後、いろいろ訊きたいことがあると連雀は口を開いた。

「屋や敷しき衆として働いているあおいは、どこか生き生きとしていた。俺の屋敷は居い心地ごこちが悪かったか？」

　いつ見ていたのだろうと不思議に思いながらも納なつ得とくした。連雀はきっと屋敷の主としての矜きよう持じを傷つけられた気がしているのだろう。あおいは違う、と否定した。

「これはもう性しよう根ねというか、育ちというか。素す敵てきなお屋敷だからこそ身の置き所がないっていうか、下働きが落ち着くのよね。居候なんて肩身が狭いもの」

「そうか？」

「それはそうでしょう。居候なんてただ迷惑かけてるだけじゃない。気持ちのいいものじゃないわ」

　連雀は意外なことを言われたというように小さく目を瞠みはった。

「もしかして、それが〝嫌いや〟だったのか」

　なにかに納得したような顔になり、怪け訝げんに思ったあおいはふと思い出した。

　そういえば、前にも似たようなやり取りがあったのだ。連雀がそんなに屋敷にはいられないのか、ずっと巣立たないで居ればいいというような事を言い、あおいは居候なんて迷惑かけるのは嫌に決まってる、というような言い返し方をした。どんな言葉で表現したのかまでは覚えていないが、今やっと意味が通じたということだろうか。

　連雀は力が抜ぬけたように息を吐き、あおいを見た。その顔には苦く笑しようが浮うかんでいる。あおいもなんだか笑うしかない。

　月を見て、月明かりに照らされる鳥界山の棚たな田だを見み渡わたした。

　山やま肌はだを切り出してつくられた田園風景。流れるせせらぎ。下ってきた大路をたどれば江戸によく似た賑にぎやかな町屋、その上には仙せんたちの屋敷。棚田や段々畑を下れば鬱うつ蒼そうと生い茂しげる森がある。……たったの季節二つ分、けれど色んなことがあった気がする。

「そういえば、ここ、わたしが走って逃にげてきた辺りだわ」

　暗いけれど、きっとそうだ。連雀の屋敷で目を覚まし、獣精たちを見て驚おどろいて逃げ出した。足が棒になるほど走って、疲つかれて、腰こしを下ろしたのがこの辺りだった。

「つい初夏のことなのに、懐なつかしい。あの頃ころはまだ〝人〟だったんだわ」

　獣精に驚いたばかりか、鳥仙である連雀や吉備の翼にも驚いた。今はその翼が自分の背にも出せるのだから妙みような気分だ。

　餅もちを食べながら感かん慨がいにふけっていると、連雀が難しい顔で空になった皿に視線を落とした。顔色も急に悪くなったように見える。

「俺はあのとき、お前を騙だまして強ごう引いんに連れてきたのだったな」

「そうそう。玉の輿こしだって。噓うそでしたって言われた時は奈な落らくの底に突つき落とされた気分だったけど、あとから思えば結ゆい納のう金は物もの凄すごく助かったし、衣食住は保証されてたし、何にも悪い話じゃなかったわ」

　むしろ母も弟も自分も物凄く生活が向上したのだ。悪いどころか素晴らしい話だった。

　だが連雀はなぜか苦しげに片手で顔を覆おおった。

「……本能を目覚めさせようと、空から三度も落とした。お前の都合も聞かず、一方的に舞まい子こを押し付けた」

「ああ、それね」

　あの時は訳が分からなかった。鳥仙としての本能を目覚めさせると言われても、そんなものないと信じていた。

　手の隙すき間まから、恐おそる恐る窺うかがうような視線が向けられた。

「恨んでは、いないのか？」

　決死の覚かく悟ごが詰つまったような声だった。そんなことを後悔していたのかとあおいは少し驚いた。あおいの中ではもう終わった話だ。

「全然。連雀には連雀なりの考えがあったことも分かったし、なにより、神事の成功を第一に考えていたんだもの、悪い事じゃないわ。ただのお祭りとは違うんだもの。地上界への影えい響きようと責任を考えたら、いろいろ急ぐのは当たり前のことでしょう？」

「だが、済まなかった」

「まだ言ってる。恨んでたらこんな風に一いつ緒しよに何かを食べたりなんてできないでしょ？　それにまあ、わたしも現金っていうか、図太いっていうかだし」

　雑草魂だましいと桃治には評された。確かに、と思う。なにかぺちゃんと潰つぶれることがあっても、すぐに復活して環かん境きように馴な染じむ自信がある。そもそも潰れること自体が珍めずらしい。

　こう見えてむしろ連雀の方があおいよりも繊せん細さいだ。自分がやったことを振り返って反省し、今こうして懊おう悩のうしている。あおいは笑って見せた。

「連雀は自分の時間を削けずってわたしに精いっぱい指導してくれたわ。忙いそがしかったのに。それがすごく嬉うれしかった。ありがとう」

　礼を言うと連雀は顔を上げ、最大限に目を見開いてまじまじとあおいを見た。

　それから困こん惑わくの滲にじんだ笑えみを浮かべた。

「そこで礼が出るのがあおいだと、俺は思う。お前は本当に腐くさらない」

「腐らない雑草ね、なんだか滋じ養よう強きよう壮そうに良さそうだわ」

　冗じよう談だんめかしてそう言ったのだが、連雀は熱っぽい眼まな差ざしになって一心にあおいを見つめていた。

「……真っ直すぐで、眩まぶしくて、それでどうにも目が離はなせない」

　あおいは目を瞬またたいた。言われた言葉の意味を理解するより早く、鼓こ動どうがどくんと飛び跳はねた。目が離せない、と、そう言われた。

　鼓動がどんどん速くなる。体中がかあっと熱を帯びる。

　あおいがどぎまぎとしていると、連雀がふと眼差しを曇くもらせた。

「……壬佐々は竹を割ったような性格で、面めん倒どう見みのいい仙だった」

「…………うん」

　駄だ目めだ、と思う。熱くなった心臓が再び凍こおりついたように冷たくなる。胸が砕くだけ散りそうだった。──壬佐々。快活なあの笑みが忘れられない。

　俯うつむいて唇くちびるを引き結んでいると、連雀がつと手を伸のばしてきた。その大きくて温かな手はあおいの頰ほおを撫なで、それからそっと瞼まぶたを撫でた。

「時の流れを川に喩たとえた人間がいたな。『ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず』。まさにその通りだ。だが、仙の時は違う。不老を得た仙の時は流れず、どこへ行くこともない。堰せき止められた水、あるいは溜たまり水のように変化がなく、涸かれることもなく、ただ淀よどみ、濁にごり、腐ってゆく」

　連雀を見ると、その瞳ひとみには永い時を生きたもの特有の静せい謐ひつさと深い苦く悩のうがあった。

「時の流れの止まった仙は、流れを失った水と同じように腐る。少しずつ、しかし確かに、心の奥から腐ふ敗はいし、病やんでいく」

「連雀も、なの？」

「……そうだ。姫ひめも、飛環も、青瑪も吉備も。──俺はそれを受け入れていた。致いたし方のないことだと。だが、お前を見て考えが変わった。壬佐々ももしかしたらそれを感じたのかもしれない。若く、可能性に満ちた新しい翼だ。真っ直ぐ前を見て羽ばたき、濁った水にさざ波を起こす。だからこそ、お前を檻おりに閉じ込めることはしても殺しはしなかった」

　あおいは両手で口を押さえた。全身から力が抜けてくずおれそうになったのを、連雀が強く抱だきとめた。

「お前はきっと、長い時の流れの中でも腐ることは無いだろう。それを見させてくれ。お前の、一番側そばで」

　連雀はあおいの両手を口もとから退どかした。そして両手でぎこちなくあおいの頰を包む。

　あおいは連雀を見上げた。連雀は生き真ま面じ目めな顔であおいを見下ろした。切れ上がった鋭するどい目が熱っぽく、どこか不安に揺ゆれている。目め尻じりはそう、ほんのりと赤い。

「お前のために、何度でも歌う。昼も夜も、年中囀さえずる。給きゆう餌じもする。だから出て行くな」

　懇こん願がんするような、囁ささやき声。

　それでもつい、笑みがこぼれた。愛を語っているその内容が、いかにも鳥ちよう仙せんらしい。

　すごくどきどきする。すごく熱い。すごく恥はずかしい。

「俺の伴はん侶りよに……なってくれないか？」

　返事をしようとして、涙なみだが滲んだ。喜びだけでなく、様々な感情の混じった涙だった。

　あおいはまだ、長い時を生きてきた連雀の苦悩を知らない。壬佐々の気持ちを理解してあげることができなかったのと同じくらい、彼のことを知らない。

　知っているのはそう、生真面目で、でもどこか変に空回っていて行動がおかしくて言葉が足りない。目つきの悪い凶きよう悪あく顔だけれどとても優やさしいということくらい。仕事にはとにかく真しん剣けん。あと好物は金つばだ。ほんとうに、それしか知らない。
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　伴侶という言葉は重い。ただの好き、という告白とは違ちがう。支えられるだろうかという不安がよぎる。いま知ったばかりの彼の苦しみを、鳥仙としての生を歩み始めたばかりの自分が。

　ぽろり、と。涙が一ひと粒つぶこぼれ落ちた。

　このひとの、苦悩を知りたい。分かち合いたい。いつでも水面みなもを揺らすように羽ばたいていたい。そう、強く思った。

「宜よろしく、お願いします」

　絶対に、支える。支えて見せる。

　どれほどの季節が過ぎ去ろうとも、腐ることなく、そう、雑草のように強く。だって、あおいのたった一つの心はどうしようもなく彼に恋こい焦こがれている。

「わたしも連雀のことが……好き」

　さらに涙がこぼれた。近づいてきた連雀の唇がそれを啜すすり、長い吐と息いきの後、あおいの唇に重なった。

　世界が急速に鮮あざやかになり、愛いとおしいものへと変わった瞬しゆん間かんだった。







　あとがき







　こんにちは、小お野のはるかです。

　大変ありがたいことに、『ようこそ仙界！』の続きを書かせていただくことが出来ました。一巻を読んで下さったすべての皆みなさま、本当に有り難がとうございます！




　作中の季節は秋です。私が住んでいるのはやや寒い地域なので、肌寒い描びよう写しやになってしまいましたが、考えてみたら西日本の方だと秋はもっとすごしやすい感じなのでしょうね。

　地域の違いといえば、今回お話の中で連れん雀じやくが『菊きくのおひたし』を食べているのですが、これは福島や山形周辺の秋の郷土食です。つい最近知ったのですが、他地域では菊料理を食べないとのこと！　美味おいしいのにもったいない！

　地域といえば、今回新キャラとして登場した飛と環わの、某ぼう地域特有の言葉遣づかいにはとても苦労しました。夜中にいったい何度、こんな設定にしたことを後こう悔かいしたでしょう！　専門書片手に何度も何度も直しを繰くり返しました。でもきっと、ご当地にお住まいの方々が見たら、まだまだおかしいところばかりなのでしょうね……（遠い目）。




　飛環以外にも、新キャラ続出の二巻となりました。というか、一巻目が少なかったんですよね……。今回その反動のように溢あふれだしました。

　私としては、その中でも三さん光こう鳥ちよう仙せんの青あお瑪めが密ひそかにお気に入りです。ページの都合上、出番は増やしてあげられなかったのが残念ですが、彼は瑠る璃り姫ひめが『青せい鵬ほうの君きみ』となる前からの付き合いという古参の仙です。実物は目の周りの青いアイリングがとても美しい鳥さんですよ。

　吉き備びは新キャラに押されつつもちゃっかりと出番を稼かせぎました。今回ちょっと本ほん性しようが垣かい間ま見みえたでしょうか？　彼は何気になかなかの問題児なのです。密かにポ太郎を手て懐なずけたりもしています。




　二巻執しつ筆ぴつにあたり、担当様には大変ご迷めい惑わくをおかけしました。寛かん大だいに見守っていただき、なんとか書き上げることが出来ました。次からはもっと早い脱だつ稿こうを目指しますので、これからも宜しくお願いいたします。

　くまの柚ゆず子こ様。くまの様の描えがかれるあおいの可愛かわいさについニマニマしてしまいます。お忙いそがしい中、素す敵てきなイラストの数々有り難うございました。

　そして、二巻にまでお付き合いくださった読者の皆様に、限りない感謝を捧ささげます。本当に本当に有り難うございます！　新たな仲間、擦すれ違う恋の行方ゆくえ、修しゆ行ぎように事件に禾のぎ火か祭さいに、と慌あわただしいお話となってしまいましたが、いかがだったでしょうか？　少しでも楽しんでいただけていたら、これ以上幸せなことはありません。




　それでは、またお会いできますことを。








小野はるか　　


















カバー・口絵・本文イラスト／くまの柚子

デザイン／須貝美華










ようこそ仙せん界かい！




飛とべない舞まい姫ひめと月つき影かげの告こく白はく








小お野のはるか
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